
化学系薬学（口頭発表）

3 月 26 日（月）　午前
C 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　鳳西

有機金属化合物・錯体①
森本 浩之（九大院薬）

26C-am01S
 9:00

Cp*Co(III)触媒による Weinreb amide を配向基とした
C(sp2)－H アリル化反応
○河合 賢太郎1, 田中 亮2, 文野 優華2, 吉野 達彦2, 松
永 茂樹2 （1北大薬, 2北大院薬）

26C-am02S
 9:12

可視光レドックス/リン酸 HAT ハイブリッド触媒系
による C-H シアノ化の開発
○若木 貴行1, 生長 幸之助1, 金井 求1 （1東大院薬）

26C-am03
 9:24

トリフルオロメチルケトンの直接的触媒的不斉ニト
ロアルドール反応
○柄澤 智哉1, 熊谷 直哉1, 柴﨑 正勝1 （1微化研）

26C-am04
 9:36

周辺立体環境因子によるアミドの活性化
○足立 慎弥1, 熊谷 直哉1, 柴崎 正勝1 （1微化研）

26C-am05S
 9:48

遷移金属触媒を添加しない C-N 結合切断型根岸クロ
スカップリング反応の開発
○森本 弘毅1, 王 東宇1,2, 楊 沢コン1,2, 王 超1,2, 内山
真伸1,2 （1東大院薬, 2理研）

26C-am06
 10:00

Au(I)触媒によるアリルアルコールのイノールエーテ
ルへの求核付加/Claisen 転位を経由する γ,δ-不飽和エ
ステルの合成
○大西 英博1, 三澤 壮太1, 宮入 愛咲季1, Nolan
STEVEN P.2, 佐藤 美洋1 （1北大院薬, 2Ghent
University）

有機金属化合物・錯体②
土肥 寿文（立命館大薬）

26C-am07
 10:12

協働型パラジウム/銅触媒系によるアルデヒドとハロ
ゲン化アリールのクロスカップリング
○藪下 絢矢1, 竹田 光孝1, 安田 茂雄1, 大宮 寛久1 （1金
沢大院医薬保）

26C-am08S
 10:24

新規キラル二核ルテニウム錯体の開発
○熊谷 悠平1, 鈴木 拓郎2, 宮澤 拓2, 吉野 達彦2, 穴田
仁洋3, 松永 茂樹2 （1北大薬, 2北大院薬, 3武蔵野大薬）

26C-am09
 10:36

1-ヒドロシリル基を配向基とした Ir 触媒によるナフ
タレンのペリ位選択的 C-H ホウ素化反応
○隅田 有人1, 原田 龍2, 隅田 ともえ1, 細谷 孝充1,2

（1理化学研究所, 2東医歯大）

26C-am10S
 10:48

マイクロ波連続照下でのガラス担持型パラジウムナ
ノ粒子触媒を用いたリガンドフリー鈴木-宮浦カップ
リング反応の開発
○山田 真希人1, 秋山 敏毅1, 大木 裕太2, 髙橋 直行2,
藤岡 弘道1, 有澤 光弘1 （1阪大院薬, 2東京理化器械）

26C-am11
 11:00

Rh(I)触媒によるアリルアルコールの異性化/アルキン
の分子内ヒドロアシル化を経由する触媒的不斉環化
反応
○根岸 汀1, 増﨑 修一1, 大西 英博1, 佐藤 美洋1 （1北大
院薬）

26C-am12S
 11:12

三座配位型キラル AZADO/銅触媒系を用いたラセミ
第二級アルコールの空気酸化的速度論的光学分割反
応(OKR)の開発
○笠畑 洸希1, 笹野 裕介1, 小暮 直貴1, 岩渕 好治1 （1東
北大院薬）

3 月 26 日（月）　午前
F 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 1

芳香族化合物①
山口 深雪（静岡県大薬）

26F-am01
 9:00

リパーゼとオキソバナジウムを併用する第二級アル
コールの連続フロー動的光学分割
○桂木 智子1, Dhiman KUNDU1, 増田 茂明1, 赤井
周司1 （1阪大院薬）

26F-am02S
 9:12

触媒的芳香族臭素化による σ-対称-1,n-アルカンビス
フェノールの不斉非対称化
Harisadhan GHOSH1, ○藤本 匠1, 上田 善弘1, 川端
猛夫1 （1京大化研）

26F-am03S
 9:24

ベンゾシクロブテノンオキシムスルホナートの
Beckmann 開裂を利用する 新規ベンゾニトリル合成
法の開発
○清水 瑛大1, 坂田 樹理1, 徳山 英利1 （1東北大院薬）

26F-am04
 9:36

塩基触媒によるアリルアルコールの α,β-不飽和アミ
ドへのマイケル付加反応
○崔 允寛1 （1乙卯研）

26F-am05
 9:48

NaOPh ルイス塩基による系内ホルムアルデヒド発
生/アルキニルシランのヒドロキシメチル化反応
○佐々木 慶太1, 浅野 成美1, 重野 真徳1, 根東 義則1

（1東北大院薬）

26F-am06
 10:00

有機分子触媒を用いるスピロオキシインドール類縁
体の短工程不斉合成
○草場 未来1, 岸 鉄馬1, 滝澤 忍1, Jian-Fei BAI1, 笹井
宏明1 （1阪大産研）

ヘテロ原子化合物①
小西 英之（静岡県大薬）

26F-am07S
 10:12

ジボロン酸無水物を用いた脱水操作を必要としない
触媒的アミド化反応
○腰塚 正佳1, 平田 舞1, 大瀬 尚希1, 嶋田 修之1, 牧野
一石1 （1北里大薬）

26F-am08S
 10:24

アザプロペランの逆(2+2)環化付加を利用したトリベ
ンゾ[a,c,g]カルバゾールの合成
○小川 直希1, 山岡 庸介1, 瀧川 紘1, 高須 清誠1 （1京大
院薬）

26F-am09S
 10:36

硫黄元素の特性を活かした不斉ヒドロホスフィニル
化反応の開発
○藤野 佑樹1, 平島 真一1, 柴沼 早希1, 中島 康介1, 古
石 裕治1, 三浦 剛1 （1東京薬大薬）

26F-am10
 10:48

炭素-リン結合の切断を利用したアライン発生法の開
発と多置換芳香族化合物の合成への応用
○西山 義剛1, 鎌田 修平1, 吉田 優1, 細谷 孝充1 （1東医
歯大生材研）

26F-am11S
 11:00

ジフェニルジセレニド-トリブチルホスフィン-分子
状酸素の組み合わせを用いる穏和な条件下でのエー
テル類のフェニルセレニル化反応
佐野 竜太1, ○工藤 麻揮1, 坪郷 哲1,2, 内呂 拓実1,2 （1東
京理大薬, 2東京理大戦略的物理製剤学研セ）

26F-am12
 11:12

オキシム転移/ベックマン転位を経由したケトンから
の直接的かつ触媒的アミド合成法の開発
○兵藤 憲吾1, 長谷川 源和1, 大石 尚輝1, 内田 欣吾1

（1龍谷大理工）
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3 月 26 日（月）　午後
F 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 1

芳香族化合物②
荒井 秀（千葉大院薬）

26F-pm01S
 13:10

窒素上無保護のケチミンに対する触媒的脱炭酸的不
斉マンニッヒ型反応の開発
○澤 真尚1, 宮崎 翔太郎1, 森本 浩之1, 大嶋 孝志1 （1九
大院薬）

26F-pm02S
 13:22

有機スズ化合物の新合成法：フッ素アニオンによる
触媒的 SNAr 反応の開発
○小島 玖美子1, 王 超1,2, 内山 真伸1,2 （1東大院薬, 2理
研）

26F-pm03S
 13:34

金触媒を用いたアレンインの連続環化反応による縮
環シクロプロパン骨格の合成
○池内 貴哉1, 井貫 晋輔1, 大石 真也1, 大野 浩章1 （1京
大院薬）

26F-pm04S
 13:46

ニッケル触媒を用いた改良型ハイブリッド触媒系に
よる水素放出反応の開発
○布施 拡1, 小島 正寛1, 三ツ沼 治信1, 金井 求1 （1東大
院薬）

26F-pm05S
 13:58

オルト位ホウ素頂点官能基化を鍵とする C1-カルボ
ランアニオンの縮環反応の開発
○秋本 楽1,2, 大塚 麻衣1,2, 滝田 良2, 内山 真伸1,2 （1東
大院薬, 2理研）

26F-pm06
 14:10

Asymmetric Catalytic 1,6-Conjugate Addition of para-
Quinone Methides Using 7-Azaindoline Amides
○孫 仲冬1, 熊谷 直哉1, 柴﨑 正勝1 （1微化研）

芳香族化合物③
原田 慎吾（千葉大院薬）

26F-pm07
 14:22

高活性かつ安定な不均一 Pd－ハイドロタルサイト触
媒の開発とそのアリールハライドを用いた鈴木カッ
プリングへの応用
○柏原 雅也1, カランジット サンギータ1, 中山 淳1, 難
波 康祐1 （1徳島大薬）

26F-pm08
 14:34

N-ヒドロキシフタルイミド触媒を用いる化学選択的
な酸化反応の開発
○折橋 孝幸1, 安井 猛1, 澁谷 正俊1, 山本 芳彦1 （1名大
院創薬）

26F-pm09
 14:46

ベンザイン発生法によるベンザイン反応制御法の
開発
○増田 茂明1, 井川 貴詞1, 赤井 周司1 （1阪大院薬）

26F-pm10
 14:58

触媒制御による位置選択的不斉エポキシ化反応の
開発
○信田 智哉1, 川端 猛夫2 （1乙卯研, 2京大化研）

26F-pm11
 15:10

VMPS/リパーゼ複合触媒動的光学分割による両エナ
ンチオマーの合成
川西 真司1, ○沖 晋矢1, Dhiman KUNDU1, 赤井 周司1

（1阪大院薬）

26F-pm12S
 15:22

ホスファゼン塩基触媒によるメトキシアレーンの
SNAr 反応
○林 和寿1, 重野 真徳1, 熊田 佳菜子1, 根東 義則1 （1東
北大院薬）

脂肪族化合物①
山岡 庸介（京大院薬）

26F-pm13S
 15:34

α－フルオロケトンの不斉アルドール－Tishchenko 反
応を活用した含フッ素三連続不斉中心の立体選択的
構築
○浅野 聡文1, 小谷 俊介1,2, 中島 誠1 （1熊本大院薬, 2熊
本大院先導機構）

26F-pm14S
 15:46

キラルなホスフィンオキシドを触媒とするカルボン
酸の化学選択的不斉アルドール反応の開発
○吉原 勇作1, 小谷 俊介2,3, 杉浦 正晴2, 中島 誠2 （1熊
本大薬, 2熊本大院薬, 3熊本大院先導機構）

26F-pm15S
 15:58

2-ピリジルエステルをアシル化剤とするジオールの
不斉モノアシル化反応
○橋本 勇輝1, 道向 千愛季1, 中島 誠1, 杉浦 正晴1 （1熊
本大院薬）

26F-pm16
 16:10

ボロノカルボン酸触媒によるジオールのモノアシル
化反応
山田 将1, 中島 誠1, ○杉浦 正晴1 （1熊本大院薬）

26F-pm17S
 16:22

リチウムビナフトラートを触媒とするマレイン酸を
受容体とするエナンチオ選択的 Michael 反応の開発
○坂本 翠1, 金子 哲也1, 折戸 裕哉1, 中島 誠1 （1熊本大
院薬）

26F-pm18
 16:34

N－(アシルオキシ)エナミドの位置選択的転位反応の
開発
○武田 紀彦1, 有沢 成美1, 宮本 美咲1, 上田 昌史1 （1神
戸薬大）

脂肪族化合物②
美多 剛（北大院薬）

26F-pm19S
 16:46

三価の超原子価ヨウ素試薬を用いた脂肪族カルボン
酸の脱炭酸-臭素化反応の開発
○渡辺 歩実1, 宮本 和範1, 内山 真伸1,2 （1東大院薬, 2理
研）

26F-pm20S
 16:58

カルボン酸等価体の触媒的酸化的 α-ベンジル化反応
○田中 津久志1, 橋口 佳代子1, 田中 尊書1, 矢崎 亮1,
大嶋 孝志1 （1九大院薬）

26F-pm21S
 17:10

8-アミノキノリンアミドの直接的触媒的加アルコー
ル分解反応の開発
○出口 亨1, 辛 海龍1, 森本 浩之1, 大嶋 孝志1 （1九大院
薬）

26F-pm22S
 17:22

有機塩基を用いたプロパルギルエーテルの不斉異性
化反応による光学活性アレンの合成
○湊 信也1, 廣兼 司1, 松本 健司1, 吉田 昌裕1 （1徳島文
理大薬）

26F-pm23S
 17:34

有機分子-光酸化還元触媒の協働触媒作用による位
置選択的アミン α 位官能基化反応の開発
○井出 貴文1, 江上 寛通1, Joshua Philip BARHAM1, 川
戸 勇士1, 濱島 義隆1 （1静岡県大薬）

26F-pm24
 17:46

P/P=O 触媒を用いるビスアリルアミドの非対称化型
ブロモ環化反応
長尾 芳大1, 久永 達成1, 内海 貴大1, 江上 寛通1, ○川
戸 勇士1, 濱島 義隆1 （1静岡県大薬）

3 月 26 日（月）　午前
G 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 2

N-以外の複素環化合物①
有澤 光弘（阪大院薬）

26G-am01S
 9:00

Pd 触媒的ホウ素化による多置換ベンゾオキサボリニ
ン-1-オールの合成
○久米 遼太郎1, 重野 真徳1, 根東 義則1 （1東北大院
薬）

26G-am02
 9:12

ペルオキソ二硫酸塩を用いた酸化的 C(sp3)-H 結合官
能基化によるラクトン類合成法の開発
○黒須 智1, 熊田 佳菜子1, 根東 義則1 （1東北大院薬）

26G-am03S
 9:24

Lewis 酸テンプレートを触媒とする不斉ヘテロ Diels-
Alder 反応の開発
○岡 賢吾1, 大園 侑花2, 浦山 泰洋2, 畑山 範3, 石原 淳2

（1長崎大薬, 2長崎大院医歯薬, 3長崎大先端創薬イノ
ベーションセンター）

26G-am04
 9:36

新規 furooxazole 合成法の適用拡大および PPAR リガ
ンド合成への展開
○石田 寛明1, 春日 良太1, 大浦 有紗1, 伊藤 俊将1, 山
本 恵子1 （1昭和薬大）

26G-am05S
 9:48

新奇イミニルラジカル発生法を用いたジヒドロピ
ロール形成法の開発
○宇佐美 薫1, 山口 英士1, 多田 教浩1, 伊藤 彰近1 （1岐
阜薬大）
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26G-am06S
 10:00

α-ブロモケトンを用いた三置換オキサゾール合成法
における基質一般性の検討と反応機構の考察
○内田 遥太1,3, 柏木 亜佑1, 松下 彩夏1, 石川 響子1, 澤
田 英樹1, 沢田 芳楠子1, 戸松 美有季1, 水口 貴章1,2, 唐
木 文霞1,2, 平山 重人1,2, 伊藤 謙之介1,2, 藤井 秀明1,2

（1北里大薬, 2北里大薬医薬研, 3北里大理）

上記以外の脂肪族化合物
土井 良平（北大院薬）

26G-am07S
 10:12

ホウ素・パラジウムハイブリッド触媒系を用いた官
能基選択的不斉アリル転位反応の開発
○藤田 大樹1, 山本 倫広1, 森田 雄也1, 清水 洋平2, 金
井 求1 （1東大院薬, 2北大院理）

26G-am08S
 10:24

過マンガン酸/TMSX/O2 系触媒システムによるアル
ケン類の官能基化
○土持 出1,2, 上野 円香1, 赤井 周司2, 好光 健彦1 （1岡
山大院医歯薬, 2阪大院薬）

26G-am09S
 10:36

NHC 触媒による化学選択的な不斉ラクトン化反応の
機構解析
○井出 竜司1, 喜屋武 龍二2, 佐藤 浩平1, 間瀬 暢之1,2,
鳴海 哲夫1,2 （1静岡大院総合, 2静岡大創造大院）

26G-am10S
 10:48

熱力学的平衡条件下，不斉分子認識を利用した光学
活性ジ置換シクロペンタノン類の調製
○井藤 美浪1, 加来 裕人1, 上原 李佳子1, 堀川 美津代1,
角田 鉄人1 （1徳島文理大薬）

26G-am11S
 11:00

テンプレート効果を利用する β-ヒドロキシアミド選
択的アシル化反応の開発
○竹本 昂平1, 西川 泰弘1, 堀 裕奈1, 森口 翔平1, 原 脩1

（1名城大薬）

26G-am12
 11:12

超原子価ヨウ素反応剤を用いるシリルエノラートの
酸化的分子間カップリング反応
小関 大地1, ○南方 俊樹1, 井上 美沙子1, 土肥 寿文1,
北 泰行2 （1立命館大薬, 2立命館大総研）

3 月 26 日（月）　午後
G 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 2

N-以外の複素環化合物②
澁谷 正俊（名大院創薬）

26G-pm01
 13:10

ortho-アルキニル-O-アレニルフェノールの[2+2]熱環
化-求核付加ワンポット反応を用いた、シクロブタ[c]
クロメンの新規合成法
○Ramon AVENA1, 大野 祥平1, 藤岡 弘道1, 有澤 光弘1

（1阪大院薬）

26G-pm02
 13:22

アレニルシランと 3－エトキシシクロブタノンとの
反応による［3.2.1］オキサビシクロヘプタノン環骨
格の構築法開発
女川 起生1, 吉村 智之1, ○松尾 淳一1 （1金沢大院医薬
保）

26G-pm03S
 13:34

パラジウム触媒を用いたヒドロキシ環化反応による
含ケイ素七員環ベンゾシレピン合成法の開発
○高本 康平1, 吉岡 祥平1, 藤岡 弘道1, 有澤 光弘1 （1阪
大院薬）

26G-pm04S
 13:46

新奇マイケル付加型反応を利用したベンゾキサント
ンの位置選択的修飾反応の開発
○佐々木 宏隆1, 細谷 隆志1, 石村 ひな1, 鹿取 茜1, 宮
藤 久士1, 今吉 亜由美1, 椿 一典1 （1京府大院生命環
境）

26G-pm05S
 13:58

不斉 direct vinylogous aldol 反応による γ,γ-二置換 γ-
butenolide の合成研究
○坂井 崇亮1, 平島 真一1, 山下 祥史1, 中野 樹1, 中島
康介1, 古石 裕治1, 三浦 剛1 （1東京薬大薬）

26G-pm06S
 14:10

中心金属による β-シリルポルフィリンのブロモ化反
応の位置選択性制御
○高松 里奈1, 武田 詩織1, 林 賢1, 野地 匡裕1, 高波
利克1 （1明治薬大）

N-複素環化合物（多環式）①
澤間 善成（岐阜薬大）

26G-pm07S
 14:22

有機分子触媒を用いた光学活性 3,3-二置換ピペリジ
ン骨格構築法の開発と天然物合成への応用
○森田 暁洋1, 片山 健1, 小暮 紀行1, 北島 満里子1, 高
山 廣光1 （1千葉大院薬）

26G-pm08S
 14:34

基質と共触媒との水素結合複合体形成を基盤とする
α-ヒドロキシチオアミドの速度論的光学分割法の
開発
○王 胤力1,2, 山内 映穂1, 猪熊 翼1, 山岡 庸介2, 高須
清誠2, 山田 健一1 （1徳島大薬, 2京大院薬）

26G-pm09S
 14:46

Lewis 酸触媒によるチオノエステルと DA シクロプ
ロパンの[3+2]環化付加反応
○中武 大貴1, 松本 洋平1, 矢崎 亮1, 大嶋 孝志1 （1九大
院薬）

26G-pm10
 14:58

ピリミジン型 DATB：簡便合成が可能なアミド化触媒
○Christopher OPIE1, 野田 秀俊1, 柴崎 正勝1, 熊谷
直哉1 （1微化研）

26G-pm11
 15:10

アレニルエステルとメルカプト酢酸メチルのタンデ
ム型チア-マイケル/ディークマン縮合反応
○中尾 允泰1, 戸口 宗尚1, 佐野 茂樹1 （1徳島大院薬）

26G-pm12S
 15:22

スルホニルアルキノールの転位環化反応の触媒的不
斉化
○山内 映穂1, 宮川 泰典2, 王 胤力1,2, 高須 清誠2, 猪熊
翼1, 山田 健一1 （1徳島大薬, 2京大院薬）

N-複素環化合物（多環式）②
森本 功治（立命館大薬）

26G-pm13S
 15:34

N－イリド中間体を経由する Rh ナイトレノイドのア
ミド挿入反応
○河野 将人1, 原田 慎吾1, 根本 哲宏1 （1千葉大院薬）

26G-pm14S
 15:46

銀カルベノイドによるエナンチオ選択的分子間 O-H
挿入反応の開発
○谷川 晃季1, 酒井 ちがや1, 原田 慎吾1, 根本 哲宏1

（1千葉大院薬）

26G-pm15S
 15:58

銀カルベノイドを用いた位置選択的ヒドロアミノ化
反応による γ‐アミノ酸等価体の合成
○植田 潤1, 中山 弘貴1, 原田 慎吾1, 根本 哲宏1 （1千葉
大院薬）

26G-pm16
 16:10

可視光応答型レドックス触媒による炭素ラジカル種
の共役付加-環化反応
○長尾 駿一1, 伊藤 謙之介1,2, 水口 貴章1,2, 唐木 文
霞1,2, 平山 重人1,2, 橋本 雅司3, 藤井 秀明1,2 （1北里大
薬, 2北里大薬医薬研, 3城西大理）

26G-pm17S
 16:22

アミド化/Rauhut-Currier 連続反応による α-メチリデ
ン-γ-ラクタムの触媒的不斉合成
○岸 鉄馬1, Fernando ARTEAGA1, 滝澤 忍1, 笹井 宏
明1 （1阪大産研）

26G-pm18
 16:34

CO2 を一炭素源として用いた新規触媒的ダブルカル
ボキシル化反応の開発
○石井 聖1, 樋口 裕紀1, 美多 剛1, 佐藤 美洋1 （1北大院
薬）

N-複素環化合物（多環式）③
上田 昌史（神戸薬大）

26G-pm19S
 16:46

転位を含む連続反応による含窒素三環性骨格一挙構
築法の開発
○野田 尚孝1, 竹内 晴美1, 神谷 窓果1, 坂井 健男1, 森
裕二1 （1名城大薬）

26G-pm20S
 16:58

不斉ベンゾイン反応におけるキラル NHC 触媒の遠
隔位電子効果
○橋本 健太郎1, 王 胤力1,2, 鍬野 哲2, 高須 清誠2, 猪熊
翼1, 山田 健一1 （1徳島大薬, 2京大院薬）

26G-pm21S
 17:10

有機分子触媒による 1,3-cis-イソインドリン化合物の
エナンチオ選択的ワンポット合成
○Wathsala H.D.P.1, 滝澤 忍1, 佐古 真1, 岸 鉄馬1, 平田
修一1, 村井 健一2, 藤岡 弘道2, 笹井 宏明1 （1阪大産研,
2阪大院薬）
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26G-pm22S
 17:22

[ 4+3 ]環化付加反応を用いたトロパン骨格の効率的
構築法の開発
○岡本 翼1, 柴田 弥希2, 中山 淳2, Sangita KARANJIT2,
難波 康祐2 （1徳島大薬, 2徳島大院薬）

26G-pm23S
 17:34

金触媒による連続環化反応を用いた
pyrrolopyrimidine 骨格構築法の開発と Tetraponerine
類合成への応用
○丸茂 和哉1, 板垣 大地1, 植田 浩史1, 徳山 英利1 （1東
北大院薬）

26G-pm24
 17:46

ニトロンとジアミノメタンの光誘起形式的 [3+3] 付
加環化反応
○高篠 諄史1,3, 伊藤 謙之介1,2, 大塚 敦史4, 澤村 俊祐1,
加藤 諒5, 水口 貴章1,2, 唐木 文霞1,2, 平山 重人1,2, 菅
博幸5, 石田 斉4, 藤井 秀明1,2 （1北里大薬, 2北里大医薬
研, 3北里大理, 4北里大院理, 5信州大工）

3 月 26 日（月）　午前
J 会場　ホテル金沢　2F　ダイヤモンド C

全合成① N-複素環化合物（多環式）
植田 浩史（東北大院薬）

26J-am01
 9:00

Dippinine B の全合成研究
○中山 淳1, 財間 俊宏1, カランジット サンギータ1, 難
波 康祐1 （1徳島大院薬）

26J-am02S
 9:12

Nagelamide K, Q の全合成研究
○岡本 龍治1, 加藤 光貴2, 藤本 夏月3, 中山 淳2, 谷野
圭持4, 難波 康祐2 （1徳島大薬, 2徳島大院薬, 3北大院総
化, 4北大院理）

26J-am03S
 9:24

Calyciphylline F の全合成
○佐藤 亮太1, 古高 涼太1, 淵上 龍一3, 中山 淳1, 谷野
圭持2, 難波 康祐1 （1徳島大院薬, 2北大院理, 3北大院総
化）

26J-am04
 9:36

ベンゾオキサゾール環を有するセスキテルペン ナキ
ジノール A および B の合成
○武田 由貴1, 加藤 武1, 熱海 秀1, 成田 紘一1, 加藤 正1

（1東北医薬大薬）

26J-am05S
 9:48

抗腫瘍活性ユズリハアルカロイド Daphnicyclidin A
の BCD 環部の立体選択的合成
○岡本 健寛1, 笹野 裕介1, 川住 宗生1, 宮城 琢1, 叶
直樹1, 岩渕 好治1 （1東北大院薬）

26J-am06S
 10:00

抗菌活性物質 Pyrrocidine A の全合成研究
○重国 真侑1, 平川 明啓1, 坪郷 哲1,2, 内呂 拓実1,2 （1東
京理大薬, 2東京理大戦略的物理製剤学研セ）

全合成② N-複素環化合物（多環式）
長友 優典（東大院薬）

26J-am07S
 10:12

不斉誘起型ラジカル転位環化反応を用いた(–)-
Lepadiformine A の全合成
○下村 誠志1, 佐藤 学1, 坂田 樹理1, 徳山 英利1 （1東北
大院薬）

26J-am08
 10:24

リコポセラミン R の全合成
○渡邊 慎也1, 石川 雅嗣1, 野村 俊宗1, 福山 透1, 横島
聡1 （1名大院創薬）

26J-am09S
 10:36

モルヒネの合成研究
○林 尚毅1, 角川 仁規1, 藤間 達哉1, 福山 透1, 横島 聡1

（1名大院創薬）

26J-am10
 10:48

アルテミシジン類の合成研究
○齊藤 幸治1, 藤間 達哉1, 福山 透1, 横島 聡1 （1名大院
創薬）

26J-am11
 11:00

新規二量体型ヒガンバナ科アルカロイド
Albifloramine の不斉全合成研究
○林 弥沙1, 中野 秋香1, 小暮 紀行1, 北島 満里子1, 高
山 廣光1 （1千葉大院薬）

26J-am12S
 11:12

Gelsedine 型ゲルセミウムアルカロイドの全合成研究
○齊藤 惇1, 小暮 紀行1, 北島 満里子1, 高山 廣光1 （1千
葉大院薬）

3 月 26 日（月）　午後
J 会場　ホテル金沢　2F　ダイヤモンド C

全合成③ 脂肪族化合物
横島 聡（名大院創薬）

26J-pm01S
 13:10

Echinocidin D の全合成
○下田 和摩1, 山岡 庸介1, 山田 健一1, 瀧川 紘1, 高須
清誠1 （1京大院薬）

26J-pm02S
 13:22

Mohangic acid 類天然物の合成研究
○工藤 峻也1, 日下部 太一1, 高橋 圭介1, 加藤 恵介1

（1東邦大薬）

26J-pm03S
 13:34

抗腫瘍性ステロイドサポニン OSW-1 の合成研究
○山内 裕貴1, 山越 博幸1, 中村 精一1 （1名市大院薬）

26J-pm04
 13:46

パクタマイシンの合成研究
○近江 弘規1, 中尾 祐太1, 後藤 篤実1, 吉村 諭1, 稲井
誠1, 大内 仁志1, 浅川 倫宏2, 吉村 文彦1, 菅 敏幸1 （1静
岡県大薬, 2東海大創科技研）

26J-pm05S
 13:58

抗トリパノソーマ活性を有する Actinoallolide A の全
合成研究
○渡邊 彰人1, 野口 吉彦1,2, 廣瀬 友靖1,2, 佐藤 翔悟1,
千成 恒1, 岩月 正人1,2, 稲橋 佑起1,2, 大村 智2, 砂塚
敏明1,2 （1北里大院感染制御, 2北里大生命研）

26J-pm06
 14:10

Actinorhodin の生合成中間体とされる DDHK の全合
成研究
○高橋 梓1, 海沼 美香1, 片川 和明1, 穴田 仁洋1, 熊本
卓哉2 （1武蔵野大薬, 2広島大院医歯薬保）

全合成④ 脂肪族化合物
坂井 健男（名城大薬）

26J-pm07
 14:22

フィサリン類の特異な右側構造の合成研究
○森田 昌樹1, 平井 剛1,2, 袖岡 幹子2,3,4 （1九大院薬, 2理
研袖岡有機合成研, 3理研CSRS, 4AMED-CREST）

26J-pm08S
 14:34

オイオニミノールの全合成研究
○王 瀛華1, 藤澤 博基1, 占部 大介2, 井上 将行1 （1東大
院薬, 2富山県大工）

26J-pm09S
 14:46

高酸化度アガロフランセスキテルペンの全合成研究
○藤澤 博基1, 占部 大介2, 井上 将行1 （1東大院薬, 2富
山県大工）

26J-pm10S
 14:58

タキソールの全合成研究
○的場 博亮1, 長友 優典1, 井上 将行1 （1東大院薬）

26J-pm11S
 15:10

分子内連続ラジカル環化を用いたトウセンダニンの
合成研究
○武藤 大之1, 萩原 浩一1, 井上 将行1 （1東大院薬）

26J-pm12S
 15:22

抗腫瘍活性天然物コチレニン A が有する三環性ビス
アセタールの構築
○藤谷 万1, 花屋 賢悟1, 東林 修平1, 庄司 満2, 須貝 威1

（1慶應大薬, 2横浜薬大）

全合成⑤ N-以外の複素環化合物
中山 淳（徳島大院医歯薬）

26J-pm13
 15:34

Napyradiomycin A1 の全合成
向井 玖実2, 名取 智基2, ○好光 健彦1 （1岡山大院医歯
薬, 2阪大院薬）

26J-pm14S
 15:46

アシミシンの全合成
○川俣 貴裕1, 長友 優典1, 井上 将行1 （1東大院薬）

26J-pm15S
 15:58

フラバノン誘導体の合成研究
○相良 浩人1, 鹿子木 匡貴1, 大内 仁志1, 稲井 誠1, 浅
川 倫宏2, 吉村 文彦1, 菅 敏幸1 （1静岡県大薬, 2東海大
創科技研）

26J-pm16S
 16:10

プリンセピンの合成研究
○上野 宏弥1, 小林 愛実1, 吉田 直人1, 河辺 佑介1, 大
内 仁志1, 稲井 誠1, 浅川 倫宏2, 吉村 文彦1, 菅 敏幸1

（1静岡県大薬, 2東海大創科技研）

26J-pm17S
 16:22

Yonarolide の不斉合成研究
○松田 理歩1, 上田 洋平1, 野神 咲子1, 川本 諭一郎1,
小林 豊晴1, 阿部 秀樹2, 伊藤 久央1 （1東京薬大生命科
学, 2日本女大理）
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26J-pm18S
 16:34

プロスタノイド関連化合物 Clavubicyclone の不斉合
成研究
○石田 雅子1, 小林 豊晴1, 阿部 秀樹2, 伊藤 久央1 （1東
京薬大生命科学, 2日本女大理）

全合成⑥ N-以外の複素環化合物
福田 隼（長崎大院医歯薬）

26J-pm19
 16:46

薬理活性を有する天然物(−)-Trypethelone の合成研究
○亀井 麻以1, 尾形 篤太郎1 （1北陸大薬）

26J-pm20S
 16:58

Gymnocin-B の O 環エポキシスルホンの合成
○堀 泰子1, 山崎 稚奈1, 高澤 圭輔1, 坂井 健男1, 森
裕二1 （1名城大薬）

26J-pm21S
 17:10

分子内 Ullmann C-O カップリング反応を利用した D-
α-Tocopherol の不斉全合成
○武田 梨花1, 青山 沙樹1, 坪郷 哲1,2, 内呂 拓実1,2 （1東
京理大薬, 2東京理大戦略的物理製剤学研セ）

26J-pm22S
 17:22

ダイシハーベインの合成研究
○奥井 拓馬1, 水井 佑太郎1, 藤間 達哉1, 福山 透1, 横
島 聡1 （1名大院創薬）

26J-pm23S
 17:34

ジオスピロジンの全合成
○福田 卓海1, 長友 優典1, 井上 将行1 （1東大院薬）

3 月 26 日（月）　午前
L 会場　ホテル金沢　4F　エメラルド B

全合成⑦ アミノ酸・ペプチド
稲井 誠（静岡県大薬）

26L-am01
 9:00

ペプチド合成を指向したクロロアルケン骨格を基盤
とするペプチドミメティクスの開発
○小早川 拓也1, 玉村 啓和1 （1東京医歯大・生材研）

26L-am02S
 9:12

アプタマー取得に向けた樹脂担持型ハイプシンの設
計と合成
○太田 礼伊也1, 小黒 明広2, 西村 和洋3, 藤岡 弘道1,
有澤 光弘1 （1阪大院薬, 2慈恵医大, 3千葉大院薬）

26L-am03S
 9:24

trans-1, 2-シクロプロパンジアミンおよびジカルボン
酸からなるオリゴアミドの合成研究
○山田 圭恭1, 一ノ瀬 亘1, 福田 隼1, 渡邉 瑞貴1, 周東
智1 （1北大院薬）

26L-am04S
 9:36

アミノ基転移反応を利用した新規アミノ酸合成法
○稲田 大輝1, 古川 桂佑1, 澁谷 正俊1, 山本 芳彦1 （1名
大院創薬）

26L-am05
 9:48

フッ素化 β-アミノ酸単位を含む人工ペプチドの合成
とその機能評価
○樽井 敦1, 森川 真梨乃1, 佐藤 和之1, 表 雅章1 （1摂南
大薬）

26L-am06
 10:00

がん-間質相互作用に干渉する天然物ロイシノスタチ
ン A の全合成、および類縁体の構造活性相関
○阿部 光1, 坂下 千春1, 川田 学1, 渡辺 匠1, 柴﨑 正勝1

（1微化研）

全合成⑧ アミノ酸・ペプチド
吉村 文彦（静岡県大薬）

26L-am07
 10:12

再生医療を指向した β-アミノ酸を含む新規コラーゲ
ン模倣物の創製
○下田 茜1, 伊東 未祐1, 上村 光1, 杉山 亨2, 橘高 敦史2,
須原 義智1 （1芝浦工大理工, 2帝京大薬）

26L-am08S
 10:24

不斉記憶型ペプチド主鎖フッ素化反応の開発と展開
○高嶋 恵美1, 笠松 幸司1, 吉村 智之2, 川端 猛夫1 （1京
大化研, 2金沢大院医薬保）

26L-am09
 10:36

新規抗菌活性を有する Teixobactin の合成研究
○大澤 宏祐1, 徳永 拓野1, Thomas CARYS2, Ganesan
A.2, 増田 裕一3, 土井 隆行1 （1東北大院薬, 2University
of East Anglia, 3三重大院生資）

26L-am10S
 10:48

JBIR-141 の全合成研究
吉田 将人1, ○八十島 浩太郎1, 新家 一男2, 土井 隆行1

（1東北大院薬, 2産総研）

26L-am11S
 11:00

抗腫瘍活性を有する Asperterrestide A の合成研究
大澤 宏祐1, ○菅井 柾人1, 張 林楠1, 増田 裕一2, 吉田
将人1, 土井 隆行1 （1東北大院薬, 2三重大院生資）

26L-am12S
 11:12

ヤクアミド B 類縁体の統一的固相全合成
○神谷 光一1, 伊藤 寛晃1, 井上 将行1 （1東大院薬）

3 月 26 日（月）　午後
L 会場　ホテル金沢　4F　エメラルド B

全合成⑨ N-複素環化合物（単環）
大澤 宏祐（東北大院薬）

26L-pm01S
 13:10

セオネラミド F の合成研究：特殊アミノ酸および架
橋構造の合成
○伊藤 耕世1, 林 陽香2, 倉永 健史1, 脇本 敏幸1 （1北大
院薬, 2北大薬）

26L-pm02
 13:22

海綿動物由来 Nazumazole A の全合成 － cis-4-
Methyl-L-proline の効率的合成法の確立
○田中 悠太郎1, 川島 麻友美1, 鷹觜 千佳1, 石原 稿
太朗1, 小林 佑基1, 松儀 真人1, 塩入 孝之1 （1名城大農）

26L-pm03S
 13:34

Fawcettimine 型リコポジウムアルカロイド
Lycopoclavamine-A の不斉全合成
○金子 弘樹1, 高橋 駿介1, 小暮 紀行1, 北島 満里子1,
高山 廣光1 （1千葉大院薬）

26L-pm04S
 13:46

ドウモイ酸の合成研究
○大西 琢磨1, 西澤 慈1, 大八木 悠1, 佐々木 真吾1, 鈴
木 寛人1, 大内 仁志1, 稲井 誠1, 浅川 倫宏2, 吉村 文彦1,
菅 敏幸1 （1静岡県大薬, 2東海大創科技研）

26L-pm05S
 13:58

ヨウ化サマリウムを用いた Lucentamycin A の形式
合成
○福島 けい1, 高橋 万紀1, 津吹 政可1 （1星薬大）

26L-pm06S
 14:10

4'-epi-Atpenin A5 の合成研究
○李 大葵1, 大多和 正樹1, 桑山 裕衣1, 長光 亨1 （1北里
大薬）

全合成⑩ N-複素環化合物（多環）
矢内 光（東京薬大薬）

26L-pm07S
 14:22

MRSA に対する耐性解除作用を有する Euvesperin 類
の合成研究
○小幡 裕人1, 坪郷 哲1,2, 内呂 拓実1,2 （1東京理大薬,
2東京理大戦略的物理製剤学研セ）

26L-pm08
 14:34

ドミノ環化反応を活用したジアザジスピロ骨格の
合成
○横江 弘雅1, 水村 優香1, 津吹 政可1 （1星薬大）

26L-pm09S
 14:46

(–)-Isostemonamine の不斉全合成とその立体化学的
安定性
○富山 泰至1, 藤田 聡1, 岩田 隆幸2, 新藤 充2 （1九大院
総理工, 2九大先導研）

26L-pm10
 14:58

プロテアソーム阻害活性物質 Pyrrolizilactone の不斉
全合成研究
○羽野 里奈子1, 佐野 竜太1, 宮﨑 拓海1, 坪郷 哲1,2, 内
呂 拓実1,2 （1東京理大薬, 2東京理大戦略的物理製剤学
研セ）

26L-pm11S
 15:10

スピロイミナール骨格を有するアルカロイド、マリ
ネオシン A および B の合成研究
○森井 優樹1, 菅 晃久1, 山元 広平1, 畑山 範2, 石原 淳1

（1長崎大院医歯薬, 2長崎大先端創薬イノベーション
センター）

26L-pm12
 15:22

ハリクロニン A の形式合成
○浦山 泰洋1, 小嶺 敬太1, 保坂 拓1, 山下 裕貴1, 石原
淳1, 畑山 範2 （1長崎大院医歯薬, 2長崎大先端創薬イ
ノベーションセンター）

– 13 –



全合成⑪ N-以外の複素環化合物
沖津 貴志（神戸薬大）

26L-pm13
 15:34

(–)-Neplanocin A の合成研究：中性条件下でのアルキ
リデンカルベンの発生と 5 員環生成反応
○米山 弘樹1, 上村 健司1, 宇佐美 吉英1, 春沢 信哉1

（1大阪薬大）

26L-pm14
 15:46

簡便に発生する 4’-炭素ラジカルを利用した 5’-デオ
キシ-5’-置換ヌクレオシドの合成
○伊藤 勇太1, 木村 安伊理1, 大澤 昂志1, 張 功幸1 （1徳
島文理大薬）

26L-pm15S
 15:58

4’-炭素ラジカルを利用した新規架橋型核酸の合成
○筒井 法賀1, 伊藤 勇太1, 大澤 昂志1, 張 功幸1 （1徳島
文理大薬）

26L-pm16
 16:10

スルホニウム塩のアシル化/分子内環化反応を利用し
た 2 置換 4,5-ジヒドロ-4-オキソ-3-フランカルボン酸
エステルの合成
○稲垣 祥1, 佐藤 朱里1, 佐藤 遥1, 田村 理1, 河野 富一1

（1岩手医大薬）

26L-pm17S
 16:22

ブファジエノリドの合成研究
○清水 慎介1, 萩原 浩一1, 井上 将行1 （1東大院薬）

26L-pm18S
 16:34

Pd 触媒を用いた THF 環構築による Jaspine B 位置異
性体の合成研究
○宮川 貴吏1, 本田 真歩1, 中村 真也2, 仲西 功2, 井貫
晋輔1, 大石 真也1, 大野 浩章1 （1京大院薬, 2近畿大薬）

全合成⑫ 上記以外の芳香族化合物
吉田 将人（東北大院薬）

26L-pm19
 16:46

ベンザインを用いるアロインの合成研究
井川 貴詞1, ○衣斐 勇人1, 野崎 俊史2, 繁田 尭2, 守川
由起2, 赤井 周司1 （1阪大院薬, 2静岡県大薬）

26L-pm20S
 16:58

LL-Z1640-2 を含む Resorcylic Acid Lacton 類の網羅
的合成研究
○浜田 麻衣1, 中山 慎一朗2, 中山 淳3, Sangita
KARANJIT3, 難波 康祐3 （1徳島大薬, 2徳島大歯, 3徳島
大院薬）

26L-pm21S
 17:10

イソプレノイド鎖でジェミナル二置換されたキサン
トンの合成法
○小林 諒真1, 渡部 結1, 高橋 叶1, 浅野 雅之1, 藤本
裕貴1, 矢内 光1, 松本 隆司1 （1東京薬大薬）

26L-pm22S
 17:22

SNAr 反応/Claisen 転位反応を利用したキサントンの
C-プレニル化法
○望月 美歩1, 古川 千里1, 高橋 叶1, 藤本 裕貴1, 矢内
光1, 松本 隆司1 （1東京薬大薬）

26L-pm23S
 17:34

Eurotiumide 類の網羅的不斉全合成
○佐藤 次朗1, 林 直樹2, 中山 淳1, Sangita KARANJIT1,
小田 真隆2, 難波 康祐1 （1徳島大院薬, 2京都薬大）

26L-pm24S
 17:46

酵素触媒反応を基盤とするゴミシン／シザンドリン
類の不斉合成法
○竹林 正悟1, 高杉 明徳1, 柳澤 大輔1, 井上 亜沙美1,
坂本 佳代1, 山口 悟1, 矢内 光1, 松本 隆司1 （1東京薬大
薬）

3 月 26 日（月）　午前
M 会場　ホテル金沢　4F　風月

反応と合成
高橋 圭介（東邦大薬）

26M-am01S
 9:00

不活性な C－O/C－N 結合切断を経由する π 共役系
高分子重合反応の開発
○楊 沢コン1,2, 村中 厚哉2, 王 超1,2, 内山 真伸1,2 （1東大
院薬, 2理研）

26M-am02
 9:12

ビスヘリセン型ジスルホンイミドの合成
○辻原 哲也1, 遠藤 沙耶香1, 嵩原 綱吉2, 周 大揚2, 鈴
木 健之2, 田村 理1, 河野 富一1 （1岩手医大薬, 2阪大産
研）

26M-am03S
 9:24

1,3-ジオキサシクロペンタン環を生じる新規光反応
前駆体の柔軟な合成法の開発
○高橋 昇平1, 横屋 正志1, 齋藤 直樹1 （1明治薬大）

26M-am04
 9:36

α－ケトカルボン酸類縁体の簡便な合成法の開発と
そのヘテロ環合成への応用
○増井 悠1, Santida DECHARIN2, 布施 新一郎2, 高橋
孝志1 （1横浜薬大, 2東京工業大）

26M-am05
 9:48

光反応基官能基を導入した分裂酵母のシグナル分子
の合成研究
○水野 雄太1, 森田 昌樹1, 麻生 真理子1, 平井 剛1 （1九
大院薬）

26M-am06
 10:00

Valerena-4,7(11)-diene およびその類縁体の全合成
検討
○種田 圭悟1, 谷藤 翔治1, 金 成優1, 伊豆 友香子1, 白
井 貴士1, 妻形 博紀1, 宇高 芳美1, 北山 隆1 （1近畿大院
農）

生合成
林 良雄（東京薬大）

26M-am07
 10:12

Hapalindole/ambiguine 生合成に関わるプレニル基転
移酵素 AmbP1 の X 線構造解析
○淡川 孝義1, 中嶋 優1, Chin Piow WONG1,3, 森 貴裕1,
Xinyu LIU2, 阿部 郁朗1 （1東大薬, 2ピッツバーグ大化
学, 3富山大和漢薬）

26M-am08S
 10:24

新奇な C-N 結合形成反応を触媒するシトクロム
P450 酸化酵素 TleB に関する研究
○森田 伊織1, 中村 仁美1, 阿部 郁朗1 （1東大院薬）

26M-am09
 10:36

非リボソーム型ペプチド生合成における stand-alone
環化酵素の同定
○松田 研一1, 小林 雅和1, 倉永 健史1, 佐野 文映1, 二
宮 章洋2, 高田 健太郎2, 松永 茂樹2, 脇本 敏幸1 （1北大
院薬, 2東大院農）

26M-am10S
 10:48

メロテルペノイド Verruculide A/Chrodrimanin A の生
合成研究
○白 桐暄1, 全 智揚1, 淡川 孝義1, 阿部 郁朗1 （1東大院
薬）

26M-am11
 11:00

糸状菌由来新規異性化酵素の X 線結晶構造解析
○森 貴裕1, 岩渕 大輝1, 星野 翔太郎1, 松田 侑大1, 阿
部 郁朗1 （1東大院薬）

26M-am12S
 11:12

プレニル基転移酵素と II 型テルペン環化酵素の活性
を併せ持つキメラ型酵素の同定
○三橋 隆章1, 岡田 正弘1, 阿部 郁朗1 （1東大院薬）

3 月 26 日（月）　午後
M 会場　ホテル金沢　4F　風月

合成・構造・物性
佐藤 和之（摂南大薬）

26M-pm01
 13:10

キラルな 3 員環状アミノ酸の合成と含有ペプチドの
コンフォメーション解析
○古場 百合恵1, 池田 光生1, 上田 篤志1, 大庭 誠1, 出
水 庸介2, 土井 光暢3, 田中 正一1 （1長崎大院医歯薬,
2国立衛研, 3大阪薬大）

26M-pm02
 13:22

芳香族アミド化合物における N-炭素置換基の混成軌
道の違いによる構造特性
○森田 健人1, 山崎 龍1, 伊藤 愛1, 福田 和男1, 岡本 巌1

（1昭和薬大）

26M-pm03
 13:34

N-アシルアゾールにおけるアミド異性化を支配する
σ-σ 相互作用
高橋 由佳1, 田畑 英嗣1, 夏苅 英昭1, 高橋 秀依1, 尾谷
優子2, 池田 博隆2, 稲垣 都士2, ○大和田 智彦2 （1帝京
大薬, 2東大院薬）

26M-pm04S
 13:46

分子内エーテル配位子を有する擬環状ヨードシルア
レーンの開発
○湯田坂 雅治1, 多田 教浩1, 山口 英士1, 伊藤 彰近1

（1岐阜薬大）
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26M-pm05S
 13:58

高度に分極したジアリール push-pull エチレンにおけ
る化学変換
○香取 芙美1, 矢内 光1, 松本 隆司1 （1東京薬大薬）

核酸
繁田 尭（武庫川女大）

26M-pm06S
 14:10

ヌクレアーゼ抵抗性 4’修飾型ヌクレオシドのアンチ
センス gapmer への導入
○平塚 隆寛1, 田所 高志1, 前仲 勝実1, 松田 彰1 （1北大
院薬）

26M-pm07S
 14:22

2-アミノ-4-ハロピリジン-C-ヌクレオシドを含むオリ
ゴデオキシヌクレオチドの DNA メチル化阻害能評価
○笠井 由起子1, 佐藤 浩輔2, 市川 聡1 （1北大院薬, 2北
医療大薬）

26M-pm08S
 14:34

DNA リピート配列への共同的結合能を有する低分子
化合物の合成と評価
○脇坂 元太郎1, 村瀬 裕貴1, 野口 幹晴1, Ting WU1,
佐々木 茂貴1 （1九大院薬）

26M-pm09S
 14:46

5 位に水酸基を有する 2'-O-メチルシチジン誘導体の
合成
○櫻井 耀太1, 堀場 昌彦1, 山口 卓男1, 小比賀 聡1 （1阪
大院薬）

26M-pm10
 14:58

肺癌細胞内移行性アプタマーの創製及び評価
○田中 敬介1, 笠原 勇矢1,2, 小比賀 聡1,2 （1阪大院薬,
2医薬健栄研）

26M-pm11S
 15:10

Locked nucleic acids 導入 splice-switching
oligonucleotides が形成する自己高次構造の抑制とエ
キソンスキッピング活性の評価
○下 剛典1, 橘 敬祐1, 川脇 優希2, 川上 純司2, 小比賀
聡1 （1阪大院薬, 2甲南大FIRST）

3 月 26 日（月）　午前
P 会場　ヴィサージュ　11F　会議室 1

アミノ酸・ペプチド①
山野 由美子（神戸薬大）

26P-am01
 9:00

Native chemical ligation 法の実用的添加剤の開発
○坂本 健1, 津田 修吾1, 西尾 秀喜1, 吉矢 拓1 （1ペプチ
ド研）

26P-am02
 9:12

蛋白質全合成のための新規溶解性向上タグ戦略
○津田 修吾1, 望月 雅允1, 石場 勲之2, 坂本 健1, 熊谷
久美子1, 西尾 秀喜1, 大石 真也2, 吉矢 拓1 （1ペプチド
研, 2京大院薬）

26P-am03S
 9:24

均一修飾タンパク質の合成を指向したタンパク質 C
末端特異的活性化反応の開発
○小宮 千明1, 月本 準1, 森崎 巧也1, 津田 雄介1, 宮島
凜1, 猪熊 翼1, 重永 章1, 伊藤 孝司1, 大高 章1 （1徳島大
院薬）

26P-am04S
 9:36

ペプチドチオ酸の触媒的一工程合成法の最適化と
応用
○笹本 晃生1, 松本 拓也1, 平野 遼1, 生長 幸之助1, 金
井 求1 （1東大院薬）

26P-am05
 9:48

α-ケト酸の酸化的脱炭酸を利用した触媒的アミド化
法の開発
○南條 毅1, 竹本 佳司1 （1京大院薬）

26P-am06S
 10:00

α-ケト酸の酸化的脱炭酸を利用した新規エステル化
反応の開発
南條 毅1, ○加藤 夏己1, 竹本 佳司1 （1京大院薬）

アミノ酸・ペプチド②
澤田 大介（岡山大院医歯薬）

26P-am07S
 10:12

側鎖にキラルなアセタールを有する 4 員環状ジ置換
アミノ酸よりなるペプチドの二次構造解析
○江藤 諒1, 大庭 誠1, 上田 篤志1, 土井 光暢2, 出水
庸介3, 栗原 正明4, 宇久 翼1, 田中 正一1 （1長崎大院医
歯薬, 2大阪薬大, 3国立衛研, 4国際医福大薬）

26P-am08
 10:24

Catalytic Oligopeptide Synthesis
○劉 子建1, 野田 秀俊1, 柴崎 正勝1, 熊谷 直哉1 （1微化
研）

26P-am09S
 10:36

アルケン型ペプチド結合等価体を足がかりとした
Amyloid β フラグメントの凝集機構の解析
○児玉 有輝1, 今井 智之1, 佐藤 浩平1, 間瀬 暢之1, 鳴
海 哲夫1 （1静岡大院総合）

26P-am10
 10:48

p53-MDM2/MDMX 間相互作用を阻害するヘリック
ス分子の創製
○蘇 奥澤1, 王 思遠1, ザイ ルーハン1, 大野 久史1, 尾谷
優子1, 清水 未来2, 佐田 あかね2, 大木 理恵子2, 大和田
智彦1 （1東大院薬, 2国立がん研セ）

26P-am11
 11:00

β2，2－アミノ酸の触媒的不斉合成と Fmoc 固相合成法
によるペプチド鎖への導入
○Jin-Sheng YU1, Hidetoshi NODA1, Masakatsu
SHIBASAKI1 （1微化研）

26P-am12
 11:12

ダイレクト型触媒的不斉マンニッヒ型反応による α-
ヒドロキシ-β-アミノ酸誘導体の不斉合成
○Roman PLUTA1, Bo SUN1, 熊谷 直哉1, 柴崎 正勝1

（1微化研）

3 月 26 日（月）　午後
P 会場　ヴィサージュ　11F　会議室 1

ヘテロ原子化合物②
吉田 圭佑（名城大薬）

26P-pm01S
 13:10

ペプチドフォルドマーを触媒とする環状エノンの不
斉マイケル付加反応
○梅野 智大1, 上田 篤志1, 田中 正一1 （1長崎大院医歯
薬）

26P-pm02
 13:22

ヒドロキシ基を配向基としたアミドの触媒的ヒドロ
シリル化
○倪 積智1, 小黒 翼1, 相馬 洋平1,2, 金井 求1,2 （1東大院
薬, 2JST-ERATO）

26P-pm03S
 13:34

ボロン酸を用いた Ribonucleoside の位置選択的 O-グ
リコシル化反応による Disaccharide Nucleoside の
合成
○染谷 英寿1, 伊藤 太基1, 青木 伸1,2 （1東京理大薬, 2東
京理大イメージングフロンティアセ）

26P-pm04
 13:46

還元的クロスカップリング反応によるアリール C-グ
リコシドの合成研究
○臼井 一晃1, 長門石 昌孝1, 郭 義天2, 平井 剛1 （1九大
院薬, 2九大薬）

26P-pm05S
 13:58

ボリン酸触媒を用いた O-アルキル化反応による 1,2-
cis-グリコシドの合成
○泉 早苗1, 小林 祐輔1, 竹本 佳司1 （1京大院薬）

26P-pm06S
 14:10

有機ボロン酸触媒と遷移金属錯体を併用した無保護
糖の位置選択的グリコシル化反応
○中村 優生1, 若槻 誠1, 嶋田 修之1, 牧野 一石1 （1北里
大薬）

ヘテロ原子化合物③
大西 英博（北大院薬）

26P-pm07S
 14:22

銅触媒を用いたスチレンとイミンのエナンチオ・ジ
アステレオダイバージェントなホウ素導入カップリ
ング反応の開発
○伊藤 太亮1, 神崎 倭1, 清水 洋平1, 金井 求1 （1東大院
薬）

26P-pm08S
 14:34

開環型逐次アルドール反応による 1,3-ポリオール合
成法の開発
○神崎 倭1, 清水 洋平1, 金井 求1 （1東大院薬）

26P-pm09
 14:46

光触媒－スルホンアミド HAT 触媒ハイブリッドを用
いる C-H アリール化反応
○田中 博隆1, 坂井 健太郎1, 河村 篤1, 生長 幸之助1,
金井 求1 （1東大院薬）
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26P-pm10
 14:58

Direct Catalytic Asymmetric Aldol Reaction of
Thioamide with an α-Vinyl Appendage
○崔 進1, 大朏 彰道1, 渡辺 匠1, 熊谷 直哉1, 柴﨑 正勝1

（1微化研）

26P-pm11
 15:10

Direct Catalytic Asymmetric Addition of α-Aryl α-
Fluoro Acetonitrile to Imines
○Pandur BALAJI1, Lennart BREWITZ1, Naoya
KUMAGAI1, Masakatsu SHIBASAKI1 （1微化研）

26P-pm12S
 15:22

ジアリールクロラン(III)の合成、構造とその反応
○中島 美涼1, 宮本 和範1, 内山 真伸1,2 （1東大院薬, 2理
研）

ヘテロ原子化合物④
寺岡 文照（広島国際大薬）

26P-pm13S
 15:34

イミノヨージナン試薬の光励起による活性化とそれ
を利用した新規反応の開発
小林 祐輔1, ○正門 宗大1, 竹本 佳司1 （1京大院薬）

26P-pm14S
 15:46

ジアリールヨードニウム塩を用いるキサンテン類の
ベンジル位カップリング反応
上田 祥平1, ○小宮山 慧南1, 山岡 信貴1, 土肥 寿文1,
北 泰行2 （1立命館大薬, 2立命館大総研）

26P-pm15S
 15:58

マンガン錯体による空気中の酸素分子を酸素源とし
たオキソホスホリル化反応
○安齋 広将1, 山本 大介1, 牧野 一石1 （1北里大薬）

26P-pm16S
 16:10

ニッケル触媒による有機ボロン酸を用いた芳香族ジ
フルオロメチルリン酸エステル合成法の開発
○児玉 祐昌1, 栗山 正巳1, 山本 耕介1, 尾野村 治1 （1長
崎大院医歯薬）

26P-pm17S
 16:22

Bisoxazoline を用いたグリセリン類の不斉非対称ホス
フィニル化
○石丸 翔太1, 山本 耕介1, 栗山 正巳1, 尾野村 治1 （1長
崎大院医歯薬）

26P-pm18
 16:34

フッ素を用いた芳香族求核置換反応における脱離基
の設計と評価
○武内 仁美1, 尾形 篤太郎1 （1北陸大薬）

3 月 26 日（月）　午前
T 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　3F　会議室 3A

品質評価・資源探索・遺伝子・その他
田浦 太志（富山大院薬）

26T-am01
 9:00

Pandanus amaryllifolius より単離した p-coumaroyl
malate の異性化について
○鈴木 龍一郎1, 韓 旭1, 杉田 義昭1, 白瀧 義明1 （1城西
大薬）

26T-am02S
 9:12

沈香に含まれるアガロテトロールと品質評価への応
用について
○高松 さくら1, 伊藤 美千穂1 （1京大院薬）

26T-am03
 9:24

In Vitro Antioxidant and Anti-inflammatory Activities of
Cordyceps militaris Extract
○Yu Su SHIN1, Chang Yeol YANG1, Gwi Yeong
JANG1, Ah Young LEE2, Ji Hyun KIM2, Ji Hye YOON1,
Jehun CHOI1, Eun Ju CHO2, Takako YOKOZAWA3,
Chan Hum PARK1 （1Rural Development Administration,
Korea, 2Pusan National University, Korea, 3University of
Toyama, Japan）

26T-am04
 9:36

蜜炙による甘草の G-CSF 産生誘導活性の増強機構
○太田 美里1,3, 長地 康孝2, 石内 勘一郎1,2, 田渕 圭章4,
蔡 少青3, 牧野 利明1,2 （1名市大院薬, 2名市大薬, 3北京
大薬, 4富山大生命科学）

26T-am05S
 9:48

青森県産黒にんにくエキスにおける AGEs 産生阻害
活性
○金野 太亮1, 本田 美穂1, 村田 敏拓1, 小林 匡子1,
佐々木 健郎1 （1東北医薬大薬）

26T-am06S
 10:00

沈香の遺伝子鑑別法についての検討
○田中 誠司1, 伊藤 美千穂1 （1京大院薬）

品質評価・資源探索・栽培・その他
中村 誠宏（京都薬大）

26T-am07
 10:12

サフランの形態学的特性に基づく品質評価：国内外
市場品の比較
○家入 啓至1, 髙浦 佳代子1,2, 木村 康人1, 上田 大貴1,
後藤 一寿3, 髙橋 京子1,2 （1阪大院薬, 2阪大博, 3農研機
構）

26T-am08S
 10:24

地域特産果樹を活用した生薬国産化研究：シテイ
(KAKI CALYX)の有機成分による品種特性検証
○末元 吹季1, 髙浦 佳代子1,2, 後藤 一寿3, 楠木 歩美1,
髙橋 京子1,2 （1阪大院薬, 2阪大博, 3農研機構）

26T-am09
 10:36

シャクヤク培養苗の育成と増殖
○吉松 嘉代1, 乾 貴幸1, 河野 徳昭1, 川原 信夫1 （1医薬
健栄研・薬植セ）

26T-am10S
 10:48

伝統的薬用芍薬の潜在的資源探査
○中村 朝実1, 髙浦 佳代子1,5, 松野 倫代2, 後藤 一寿3,
川嶋 浩樹3, 山岡 傳一郎4, 髙橋 京子1,5 （1阪大院薬, 2牧
野植物園, 3農研機構, 4愛媛県立中央病院, 5阪大博）

26T-am11
 11:00

映像技術を用いた篤農技術継承：大分県竹田市のサ
フラン栽培
○奥薗 彰吾1, 髙浦 佳代子1,2, 後藤 一寿3, 末元 吹季1,
渡部 親雄4, 髙橋 京子1,2 （1阪大院薬, 2阪大博, 3農研機
構, 4竹田市サフラン生産者）

26T-am12
 11:12

日本新薬山科植物資料館で保存栽培されているマオ
ウ属植物について
○林 宏明1, 奥寺 めぐみ1, 藤井 勲1, 山浦 高夫2 （1岩手
医大薬, 2日本新薬）

3 月 26 日（月）　午後
T 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　3F　会議室 3A

テルペン・ステロイド
荒井 緑（千葉大院薬）

26T-pm01
 13:10

オトギリソウ科 Hypericum 属植物に関する研究 (46)
―キンシバイより単離した新規ベンゾフェノン誘導
体 hypatulin C の構造―
○矢野 優希1, 田中 直伸1, 柏田 良樹1 （1徳島大院薬）

26T-pm02
 13:22

Geodrum recurvum の成分およびその薬理活性研究
Thanda Aung HNIN1,2, 小森 由美子2, 二改 俊章2, ○髙
谷 芳明2 （1マンダレー大, 2名城大薬）

26T-pm03
 13:34

抗 HIV 天然物 gnidimacrin の化学誘導体合成と構造
活性相関
○劉 慶博1, 李 巍1, Chin-Ho CHEN2, Kuo-Hsiung LEE3,
小池 一男1 （1東邦大薬, 2デューク大, 3ノースカロライ
ナ大）

26T-pm04
 13:46

生薬甘遂由来の抗 HIV 活性成分の探索研究
○李 巍1, 劉 慶博1, Chin-Ho CHEN2, Kuo-Hsiung LEE3,
小池 一男1 （1東邦大薬, 2デューク大, 3ノースカロライ
ナ大）

26T-pm05S
 13:58

玉竹のステロイド配糖体の LC-MS 分析
○永田 和也1, 劉 慶博1, 李 巍1, 付 紅偉2, 小池 一男1

（1東邦大薬, 2浙江大）

26T-pm06
 14:10

Akt 阻害剤としてのステロイド骨格ククルビタシン
D による細胞死誘導機構
○吉田 安宏1, 宋 媛1, 王 鐸1, 申 梦月1, 森田 健太郎1

（1産業医大）

芳香族化合物
加藤 光（熊本大院薬）

26T-pm07S
 14:22

海洋由来真菌抽出エキスのクマリン二量化と新規四
環性クマリン誘導体
○鎌内 等1, 野地 匡裕1, 木下 薫1, 高波 利克1, 小山
清隆1 （1明治薬大）

26T-pm08S
 14:34

ヘーゼルナッツの成分研究
○北野 智愛1, 好村 守生1, 天倉 吉章1 （1松山大薬）
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26T-pm09S
 14:46

ショウガ (Zingiber officinale) 主要成分 [6]-gingerol の
絶対立体構造の違いによる活性評価
○笠 香織1, 中村 誠宏1, 中田 葵1, 松本 朋子1, 中嶋
聡一1, 小川 慶子1, 深谷 匡1, 月岡 淳子1, 松田 久司1

（1京都薬大）

26T-pm10S
 14:58

カザフスタン産 Sophora alopecuroides 地下部の成分
研究
Jarqyn A I'BATAEV1, ○竹下 直輝2, Margarita Y.
ISHMURATOVA3, 幅 愛実2, Yerlan M. SULEIMEN4,
阿部 尚仁2, 大山 雅義2 （1S. Seifullin QATU, 2岐阜薬
大, 3E. A. Bo'ketov QSU, 4L. N. Gumilyov ENU）

26T-pm11S
 15:10

北海道産ゲンノショウコ（Geranium thunbegii）から
のアミロイド β 凝集阻害物質の探索
○久保 研二1, 渡邉 輝1, 関 千草1, 中野 博人1, 徳樂
清孝1, 上井 幸司1 （1室工大院工）

26T-pm12
 15:22

オオアザミ種子由来フラボノリグナンの PTP1B 阻害
活性
○佐々木 辰憲1, 秦 寧波2, 李 巍1, 華 会明2, 小池 一男1

（1東邦大薬, 2瀋陽薬大）

テルペン・脂肪族化合物・芳香族化合物
宮代 博継（横浜薬大）

26T-pm13
 15:34

NICD ビーズを用いた Notch シグナル阻害剤の探索
○林 奈留美1, 荒井 緑1, 菅波 晃子2, 田村 裕2, 石橋
正己1 （1千葉大院薬, 2千葉大院医）

26T-pm14S
 15:46

動物細胞との共培養法による放線菌 Nocardia 属由来
二次代謝産物の探索
○原 康雅1, 荒井 緑1, 五ノ井 透2, 矢口 貴志2, 石橋
正己1 （1千葉大院薬, 2千葉大真菌センター）

26T-pm15
 15:58

Labdane Diterpenoids from Curcuma amada Rhizomes
Collected in Myanmar
○Nwet Nwet WIN1,2, Takuya ITO1, Yi Yi WIN2, Prema
PREMA1,2, Hla NGWE2, Hiroyuki MORITA1 （1Institute
of Natural Medicine, University of Toyama, 2Department
of Chemistry, University of Yangon）

26T-pm16
 16:10

Antibacterial constituents from a Cameroonian medicinal
plant Paullinia pinnata L.
○Maurice Ducret AWOUAFACK1,2, Pierre TANE2,
Hiroyuki MORITA1 （1Institute of Natural Medicine,
University of Toyama, 2Laboratory of Natural Products
Chemistry, Faculty of Science, University of Dschang,
Cameroon）

26T-pm17S
 16:22

ウツロベニハナイグチの BACE1 阻害活性物質の
探索
○谷津 元気1, 紀 嘉浩1, 佐々木 寛朗2, 木下 薫1, 佐藤
準一1, 小山 清隆1 （1明治薬大, 2就実大薬）

26T-pm18
 16:34

Kaemgalangol (A-C): Three new abietane diperpenoids
from the rhizomes of Kaempferia galanga
○Abdelsamed ELSHAMY1,2, Takehiro TOMINAGA1,
Ningombam SWAPANA1,3, Ch. Brajakishor SINGH5,
Hiroshi IMAGAWA1, Midori SUENAGA1, Youichi
MATSUNAGA1, Mahmoud IBRAHIM4, Mohamed-
Elamir HEGAZY2, Masaaki NOJI1, Akemi UMEYAMA1

（1Faculty of Pharmaceutical Sciences Tokushima Bunri
University, 2National Research Centre, Egypt, 3S. Kula
Women's College, India, 4Minia University, Egypt,
5Institute of Bioresources and Sustainable Development,
India）

アルカロイド
折原 裕（東大院薬）

26T-pm19S
 16:46

Aspergillus amoenus が産生する 3-oxyindole 骨格を有
する新規インドールアルカロイドの構造と speramide
A の構造訂正について
○甲斐 愛佳1, 加藤 光1, 塚本 佐知子1 （1熊本大院薬）

26T-pm20S
 16:58

真菌の共培養で得られた新規イソインドリノン化合
物の計算化学による構造解析
○貞廣 優作1, 加藤 光1, 塚本 佐知子1 （1熊本大院薬）

26T-pm21
 17:10

計算化学を活用した新規 3-アザビシクロ[3.3.1]ノネ
ン骨格を有するセスキテルペンの構造決定
来住 健太1, ○人羅 勇気1, 加藤 光1, 塚本 佐知子1 （1熊
本大院薬）

26T-pm22
 17:22

Onopordum alexandrinum 地上部から得られた新規セ
スキテルペンアルカロイドの構造
○杉本 幸子1, 山野 喜1, Wanas AMIRA S.2,3, 片川 和
明4, Desoukey SAMAR YEHIA3, 大塚 英昭5, 松浪
勝義1 （1広島大院医歯薬保, 2University of Mississippi,
3Minia University, 4武蔵野大薬, 5安田女大薬）

26T-pm23S
 17:34

樹木由来の新規天然蛍光成分の探索
○小林 祐介1, 舟崎 真理子1, 平野 智也2, 影近 弘之2,
大崎 愛弓1 （1日大総合基, 2医歯大生材研）

26T-pm24S
 17:46

パラシクロファン型新規環状テトラペプチド
Ophiorrhisine A の不斉全合成および誘導体合成
○小野沢 忠吉1, 北島 満里子1, 小暮 紀行1, Peerakam
NICHAKAN2, Santiarworn DAMMRONG3, 髙山 廣光1

（1千葉大院薬, 2Burapha大, 3Chiang Mai大）

3 月 26 日（月）　午後
U 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　6F　会議室 6A

資源探索・生合成・遺伝子・その他
手塚 康弘（北陸大）

26U-pm01S
 13:10

ハス (Nelumbo nucifera) 含有アポルフィン型アルカロ
イドの神経様分化促進作用
○矢野 真実子1, 笠 詩織1, 中嶋 聡一1, 中村 誠宏1, 松
田 久司1 （1京都薬大）

26U-pm02S
 13:22

九条ねぎ (Allium fistulosum ‘Kujou’) からの新規環状
硫黄化合物の探索
○深谷 匡1, 中村 誠宏1, 中川 涼太1, 金加 愛海1, 中嶋
聡一1, 松田 久司1 （1京都薬大）

26U-pm03S
 13:34

Panax 属植物の香気成分に関する研究―β-セクレ
ターゼおよびコリンエステラーゼ阻害作用―
○川本 宏和1, 野呂 伊吹1, 竹下 文章2, 村田 和也1, 松
田 秀秋1 （1近畿大薬, 2大木製薬）

26U-pm04
 13:46

ATP 枯渇活性を有する 36 員環マクロライド deplelide
A 及び B の単離・同定
○竹内 倫文1, 波多野 和樹1, 梅北 まや1, 林 千草1, 和
田 俊一1, 永吉 美穂1, 澤 竜一1, 久保田 由美子1, 川田
学1, 五十嵐 雅之1, 柴﨑 正勝1 （1微化研）

26U-pm05
 13:58

美白及びアンチエイジング効果を持つ新型化粧品原
料である大花紅景天根発酵エキスに関する研究
○呂 智1, 洪 民華1, 劉 丹1, 顧 潔1, 道善 聡2, 山下 智
彦2, 岩野 英生2, 澤木 茂豊2 （1相宜本草化粧品, 2テク
ノーブル）

26U-pm06S
 14:10

植物内生糸状菌 Cladosporium sp. TMPU1621 株が生
産する抗生物質およびハロゲン化物塩を用いた新規
類縁体の生産誘導
○八木 瑛穂1, 赤石 将成1, 桐越 亮太1, 高橋 央宜1, 阿
部 樹1, 髙橋 健太1, 千葉 聡美1, 山﨑 寛之1, 内田 龍児1

（1東北医薬大薬）

資源探索・その他
伊藤 卓也（富山大和漢薬研）

26U-pm07S
 14:22

複合培養法を利用した大環状ポリエンマクロラクタ
ム分子の環化誘導
○尾関 雅弘1, 星野 翔太郎1, 尾仲 宏康2, 阿部 郁朗1

（1東大院薬, 2東大院農）

26U-pm08S
 14:34

複合培養法を利用した希少放線菌からの生物活性物
質探索
○星野 翔太郎1, 淡川 孝義1, 浅水 俊平2, 尾仲 宏康2,
阿部 郁朗1 （1東大院薬, 2東大院農）

26U-pm09
 14:46

スルホンアミド類天然物 SB－203207 と SB－203208
の生合成研究
○胡 志娟1,2, 淡川 孝義1, 阿部 郁朗1 （1東大院薬, 2浙江
大学海洋学院）

– 17 –



26U-pm10
 14:58

Lysine/Ornithine Decarboxylase の理論解析
○佐藤 玄1,2, 岩崎 わかな2, 白水 美香子2, 内山 真伸2,3,
斉藤 和季1,2, 山崎 真巳1 （1千葉大院薬, 2理研, 3東大院
薬）

26U-pm11S
 15:10

新奇な構造を有する放線菌由来 scopranone 類の生合
成研究
○出町 歩1, 内田 龍児2, 新家 一男3, 池田 治生4, 供田
洋1 （1北里大院薬, 2東北医薬大薬, 3産総研, 4北里生命
研）

26U-pm12
 15:22

Roseophilin 生合成におけるアルキル鎖架橋遺伝子の
研究
○木股 祥子1, 松田 拓也1, 水津 佑太1, 伊澤 真澄1, 川
崎 崇2, 早川 洋一1 （1東京理大薬, 2立命館大薬）

3 月 26 日（月）　午前
V 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6A

ケミカルバイオロジー➀　核酸
家田 直弥（名市大院薬）

26V-am01S
 9:00

高い架橋反応性を持つ 7-デアザ-6-ビニルグアニン誘
導体の開発
○福間 清乃1, 阿部 友亮1, 山田 研1, 鬼塚 和光1, 村瀬
裕貴1, 永次 史1 （1東北大多元研）

26V-am02S
 9:12

ビニルキナゾリノン誘導体による G-四重鎖構造のア
ルキル化
○Madoka Eurika HAZEMI1, Kazumitsu ONIZUKA1,
Norihiro SATO1, Fumi NAGATSUGI1 （1東北大多元研）

26V-am03
 9:24

標的 RNA を化学的に切断する機能性核酸の開発
○鬼塚 和光1, 田口 晃史1, 永次 史1 （1東北大多元研）

26V-am04
 9:36

新規抗ウイルス薬を志向した修飾 2-5A の合成
○伏原 大地1, 太田 杏摘1, 田中 育1, 今枝 昭裕1, 永井
貴広2, 星野 真一2, 木村 康明1, 友池 史明1, 阿部 洋1

（1名大院理, 2名市大院薬）

26V-am05S
 9:48

RNA 糖部 2'位 OH 基を配列特異的に修飾する人工
核酸の開発
○北﨑 健太郎1, 高崎 隼颯1, 谷口 陽祐1, 佐々木 茂貴1

（1九大院薬）

26V-am06S
 10:00

3 本鎖 DNA 中の TA 塩基対の認識を目指した C-ヌ
クレオシドの合成と 3 本鎖形成能評価
○真方 祐哉1, 谷口 陽祐1, 岡村 秀紀1, 佐々木 茂貴1

（1九大院薬）

ケミカルバイオロジー➁　核酸
平山 祐（岐阜薬大薬）

26V-am07S
 10:12

iRed を骨格とした核酸ナノ構造体の開発研究
○高橋 知樹1, 山本 清義2, 江村 智子3, 日高 久美3, 田
良島 典子2, 遠藤 政幸3, 杉山 弘3, 南川 典昭2 （1徳島大
薬, 2徳島大院薬, 3京大院理）

26V-am08S
 10:24

環状ジヌクレオチドミミックの合成と機能評価
○森田 直道1, 田良島 典子1, 南川 典昭1 （1徳島大院
薬）

26V-am09
 10:36

アデニン塩基を持つ 3′,4′-EoNA で修飾したオリゴ核
酸の合成とその二重鎖形成能
○大澤 昂志1, 脇田 佐和子1, 人見 優香1, 金 ハン1, 伊
藤 勇太1, 張 功幸1 （1徳島文理大薬）

26V-am10
 10:48

メチレンオキシ架橋をもつチミジンの合成およびそ
れを導入したオリゴ核酸の二重鎖核酸形成能
○金 ハン1, 大澤 昂志1, 土肥 正和2, 伊藤 勇太1, 小比
賀 聡2, 張 功幸1 （1徳島文理大薬, 2阪大院薬）

26V-am11
 11:00

CpG アイランドを認識する人工ペプチド核酸の設計
と合成
○楊 昊1, 谷口 陽祐1, 岡村 秀紀1, Lei WANG1, 佐々木
茂貴1 （1九大院薬）

26V-am12S
 11:12

光誘起能をもつ RNA アシル化反応の検討
○菊田 健司1, Jan BARTA1, 谷口 陽祐1, 佐々木 茂貴1

（1九大院薬）

3 月 26 日（月）　午後
V 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6A

ケミカルバイオロジー③　プローブ
平井 剛（九大院薬）

26V-pm01
 13:10

Hydroxymethyl Rhodamine 類の光特性を利用した細
胞内 pH 測定法の開発
○有馬 陵汰1, 神谷 真子2,3, 両角 明彦1, 浦野 泰照1,2,4

（1東大院薬, 2東大院医, 3JST さきがけ, 4AMED
CREST）

26V-pm02S
 13:22

後期エンドソーム pH を定量可能なレシオ型蛍光プ
ローブの開発
○溝口 舞1, 花岡 健二郎1, 鏡味 優1, 北沢 裕1, 内山
真伸1, 浦野 泰照1,2,3 （1東大院薬, 2東大院医, 3AMED
CREST）

26V-pm03
 13:34

アフィニティ駆動型化学修飾を利用した光制御型キ
ネシンの開発
○松尾 和哉1, 玉置 信之1 （1北大電子研）

26V-pm04
 13:46

光電荷分離駆動型 NO ドナー誘導体の合成と機能
評価
○家田 直弥1, 川口 充康1, 中川 秀彦1 （1名市大院薬）

26V-pm05S
 13:58

In vivo がん治療効果イメージングを志向した可逆的
glutathione 蛍光プローブの開発
○西堀 純平1, 神谷 真子2,3, 梅澤 啓太郎1, 浦野 泰
照1,2,4 （1東大院薬, 2東大院医, 3JSTさきがけ, 4AMED
CREST）

26V-pm06
 14:10

光スイッチング機能をもつ新規ローダミン系色素の
合成と光化学特性
○谷岡 卓1, 神野 伸一郎1,2, 澤田 大介1,2 （1岡山大院医
歯薬, 2理研 CLST）

ケミカルバイオロジー➃　プローブ
伊藤 幸裕（京都府医大）

26V-pm07S
 14:22

Glycosynthase を用いた糖鎖分解酵素活性検出蛍光プ
ローブライブラリーの構築とがん蛍光イメージング
への応用
○藤田 恭平1, 神谷 真子1,2, 内山 拓3, 五十嵐 圭日子3,4,
浦野 泰照1,5,6 （1東大院医, 2JST PREST, 3東大院農,
4VTTフィンランド技術センター, 5東大院薬, 6AMED
CREST）

26V-pm08S
 14:34

新規ケミカルタグ技術の開発と in vivo 近赤外蛍光イ
メージングへの応用
○岡本 紘幸1, 浅沼 大祐1,2, 並木 繁行1, 廣瀬 謙造1

（1東大院医, 2JST・さきがけ）

26V-pm09S
 14:46

CXCR4 リガンド候補化合物の探索を指向した高感
度スクリーニング手法の開発
○サキヤマ マクスウエル1, 野村 渉1, 玉村 啓和1 （1東
京医歯大 生材研）

26V-pm10S
 14:58

クマリン型 turn-on 蛍光プローブの開発研究
○小島 拓之1, 伊藤 俊将1, 竹内 涼介1, 藤田 侑希1, 大
橋 南美1, 山本 恵子1 （1昭和薬大）

26V-pm11S
 15:10

アゾホルミル基を活用した新規 turn-on 型カルボキシ
ペプチダーゼ活性検出蛍光プローブの開発
○河谷 稔1, 神谷 真子1,2, 浦野 泰照1,3,4 （1東大院医,
2JST さきがけ, 3東大院薬, 4AMED CREST）

26V-pm12
 15:22

セレンの酸化還元反応に基づく可逆的蛍光プローブ
の開発と好中球への応用
○篠原 新1, 小椋 康光1, 鈴木 紀行1 （1千葉大院薬）

ケミカルバイオロジー➄　ペプチド
叶 直樹（東北大院薬）

26V-pm13S
 15:34

ヒスチジン残基に注目したエンドソーム不安定化ペ
プチドの活性向上とその評価
○坂本 健太郎1, 秋柴 美沙穂1, 河野 健一1, 二木 史朗1

（1京都大化研）
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26V-pm14
 15:46

溶血ペプチドを鋳型としたエンドソーム不安定化ペ
プチドの設計と評価
○為本 尚樹1, 秋柴 美沙穂1, 坂本 健太郎1, 二木 史朗1

（1京大化研）

26V-pm15S
 15:58

巨大分子の細胞内導入を実現する細胞膜修飾剤の
開発
○大竹 沙耶1, 大黒 耕1, 相田 卓三1 （1東大院工）

26V-pm16S
 16:10

ポリセオナミド B の細胞内動的挙動および作用解析
○早田 敦1, 伊藤 寛晃1, 井上 将行1 （1東大院薬）

26V-pm17S
 16:22

海洋シアノバクテリア由来キヌレニン産生阻害剤
KNP-1 の同定および作用機序の解明
○佐々木 智未1, 大野 修1, 浅井 章良2, 滝川 修3, 松野
研司1 （1工学院大先進工, 2静岡県大院薬, 3日本医療研
究開発機構）

26V-pm18S
 16:34

メチレンブルーを母骨格としたアミロイド β 選択的
な光酸素化触媒の開発
○城野 柳人1, 相馬 洋平1,2, 金井 求1,2 （1東大院薬,
2JST-ERATO）

ケミカルバイオロジー➅　ペプチド
大石 真也（京大院薬）

26V-pm19
 16:46

ステープルドペプチドの細胞内移行における疎水性
の重要性
坂上 功樹1, 益田 俊博1, ○河野 健一1, 二木 史朗1 （1京
大化研）

26V-pm20
 16:58

HIV 外被タンパク質 gp41 由来断片ペプチド C34 を
基にした二価型膜融合阻害剤の創製
○海老原 健人1, 本田 柚子奈1, 小早川 拓也1, 野村 渉1,
村上 努2, 玉村 啓和1 （1東京医歯大・生材研, 2感染研・
エイズ研セ）

26V-pm21
 17:10

メタロリピッドの創製
○杉原 多公通1 （1新潟薬大薬）

26V-pm22
 17:22

グルコース類縁体を修飾した RNA の生物学的評価
東 小百合1, ○柴田 綾1, 川出 桃歌1, 喜多村 徳昭1, 池
田 将1,2, 北出 幸夫1,3 （1岐阜大院工, 2岐阜大院連合創
薬, 3愛工大工）

26V-pm23
 17:34

高分子核酸医薬の低分子化戦略：細胞内ビルドアッ
プ法の開発
○木村 康明1, 丸山 豪斗2, 笈川 涼太1, 吉永 静也1, 辻
厳一郎1, 阿部 奈保子1, 松田 彰2, 周東 智2, 伊藤 嘉浩3,
阿部 洋1 （1名大院理, 2北大院薬, 3理研）

26V-pm24
 17:46

RNAi 効果が高い脂肪酸結合型 siRNA の開発
○久保 貴紀1, 西村 良夫1, 柳原 五吉2, 瀬山 敏雄1 （1安
田女大薬, 2国立がん研セ）

3 月 26 日（月）　午前
W 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6C

ケミカルバイオロジー⑦　生体指向合成
上野 匡（東大院薬）

26W-am01S
 9:00

ラジカルカップリング反応を基盤とする炭素連結型
2 糖アナログの合成研究
○木谷 憲昭1, 日高 悠2, 臼井 一晃1, 平井 剛1 （1九大院
薬, 2九大薬）

26W-am02
 9:12

スピロケタール構造を有するチミジン誘導体の合成
○張 睿珍1, 大澤 昂志1, 伊藤 勇太1, 張 功幸1 （1徳島文
理大薬）

26W-am03S
 9:24

触媒的シリル化による σ-対称ジオールの遠隔位不斉
非対称化
○橋本 悠1, 吉田 圭佑1, 今吉 亜由美1, 上田 善弘1, 川
端 猛夫1 （1京大化研）

26W-am04S
 9:36

芳香族生物活性分子の触媒的プロパルギル化反応の
開発
○藤木 翔吾1, 岡村 俊孝2, 岩渕 好治2, 叶 直樹2 （1東北
大薬, 2東北大院薬）

26W-am05S
 9:48

作用機序解析への応用を指向した生物活性分子の新
規ジフルオロプロパルギル化法の開発
○岡村 俊孝1, 岩渕 好治1, 叶 直樹1 （1東北大院薬）

26W-am06S
 10:00

ムギネ酸・鉄錯体取り込みトランスポーター標識プ
ローブの開発
○佐々木 彩花1, 向山 はるか2, 辻 大輔2, 村田 佳子3,
Karanjit SANGITA2, 中山 淳2, 伊藤 考司2, 難波 康祐2

（1徳島大薬, 2徳大院薬, 3サントリー生科財団）

ケミカルバイオロジー⑧　生体指向反応機構と構造化学
高木 晃（神戸薬大）

26W-am07
 10:12

アシル化反応における DMAP 触媒機構に関する研究
○堤 大洋1, 笠井 知世1, 中山 淳1, 難波 康祐1 （1徳島大
院薬）

26W-am08
 10:24

B3NO2 へテロ環を触媒とする直接的アミド化反応の
反応機構解析
○野田 秀俊1, 朝田 康子1, 柴崎 正勝1, 熊谷 直哉1 （1微
化研）

26W-am09
 10:36

シトクロム P450 の酸化還元スイッチに関する化学
モデル研究
○樋口 恒彦1, 井鍋 佳菜子1, 梅澤 直樹1, 久松 洋介1

（1名市大院薬）

26W-am10S
 10:48

N－カルバモイルジベンゾアゼピンの立体構造の解明
○金瀨 薫1, 北田 岳史1, 喜田 次郎1, 田畑 英嗣1, 忍足
鉄太1, 夏苅 英昭1, 高橋 秀依1 （1帝京大薬）

26W-am11S
 11:00

肝代謝反応における代謝部位および代謝物の予測手
法開発
○海東 和麻1, 船津 公人1 （1東大院工）

3 月 26 日（月）　午後
W 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6C

ケミカルバイオロジー⑨　生体指向触媒
高橋 恭子（慶應大薬）

26W-pm01S
 13:10

生細胞内で安定なヒストンアシル化触媒の開発
○藤原 侑亮1, 青井 勇樹1,2, 石黒 伸茂1,2, 藤村 亜紀
子1,2, 加藤 大貴3, 胡桃坂 仁志3, 川島 茂裕1,2, 山次
健三1,2, 金井 求1,2 （1東大院薬, 2JST-ERATO, 3早大先進
理工）

26W-pm02
 13:22

DNA 結合化合物を用いたヒストン選択的アシル化触
媒の開発
○堀込 弘記1, 天本 義史1,2, 加藤 大貴3, 胡桃坂 仁志3,
川島 茂裕1,2, 山次 健三1,2, 金井 求1,2 （1東大院薬, 2JST-
ERATO, 3早大院先進理工）

26W-pm03S
 13:34

Bioorthogonal な可逆的 CID システムの開発
○粕谷 有沙1,3, 上野 匡1, 浅沼 大祐2, 並木 繁行2, 廣瀬
謙造2, 浦野 泰照1,2,3 （1東大院薬, 2東大院医, 3AMED
CREST）

26W-pm04
 13:46

凝集タウ蛋白質を標的とした光酸素化触媒の開発
○澤崎 鷹1, 鈴木 崇允1, 根本 侑1, 小澤 柊太1, 倪 積智1,
堀 由起子1, 富田 泰輔1, 相馬 洋平1,2, 金井 求1,2 （1東大
院薬, 2JST-ERATO）

26W-pm05S
 13:58

幾何学的対称の分子構造に非対称性を付与すること
による低分子化合物の水溶性向上策
○森本 淳基1, 市川 裕樹1, 槇島 誠2, 橋本 祐一1, 石川
稔1 （1東大分生研, 2日大医）

26W-pm06S
 14:10

水溶性の向上を指向しエチレングリコール単位を導
入したアセトゲニン誘導体の合成と生物活性評価
○松本 卓也1, 赤塚 明宣2, 旦 慎吾2, 矢守 隆夫2, 岩﨑
宏樹1, 山下 正行1, 小島 直人1 （1京都薬大, 2がん研・が
ん化療セ）
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ケミカルバイオロジー⑩　脂質リガンド
淡川 孝義（東大院薬）

26W-pm07S
 14:22

脂質リガンドの GPCR への結合機構の解明のための
誘導体合成と計算科学の融合研究
○佐山 美紗1, 井上 飛鳥2, 青木 淳賢2, 広川 貴次3, 関
嶋 政和4, 尾谷 優子1, 大和田 智彦1 （1東大院薬, 2東北
大院薬, 3産総研, 4東工大院工）

26W-pm08S
 14:34

脂肪酸結合ペンダント型ゼルンボン誘導体を用いた
ヒト白血病 T 細胞株 Jurkat 細胞増殖抑制剤の開発
○藤原 裕子1, 宇高 芳美1, 伊藤 智広2, 北山 隆1 （1近畿
大院農, 2三重大院生物資源）

26W-pm09
 14:46

ビタミン D 及びその関連化合物における幾何異性化
反応の解析
○森川 雅行1, 河野 夏美1, 藤島 利江1 （1徳島文理大香
川薬・薬化学）

26W-pm10
 14:58

インスリン/コレステロール末端修飾 PEG 複合体に
よる血糖降下作用
○朝山 章一郎1, 長嶋 果南1, 根岸 洋一2, 川上 浩良1

（1首都大院都市環境, 2東京薬大薬）

26W-pm11
 15:10

新規抗がん物質パルミトイルピペリジノピペリジン
の In vitro および vivo 抗がん効果
○安藤 さえこ1, 松本 晴年1, 深町 勝己1, 酒々井 眞澄1

（1名市大院・医・分子毒性学分野）

26W-pm12S
 15:22

新規蛍光寿命イメージングプローブによる細胞内酸
性小胞の pH 測定
○國府田 絹子1, 神谷 真子1,3, 浦野 泰照1,2,4 （1東大院
医, 2東大院薬, 3JST さきがけ, 4AMED CREST）

ケミカルバイオロジー⑪　医薬品設計・その他
野村 渉（東京医歯大）

26W-pm13S
 15:34

hRXRα リガンド CBt-PMN のパーシャルアゴニスト
活性の起源は何か？
○清水 奏1, 宮下 由里奈1,2, 松尾 直也1, 中野 祥吾3, 伊
藤 創平3, 沼本 修孝4, 伊倉 貞吉4, 伊藤 暢聡4, 加来田
博貴5, 常盤 広明1,2,6 （1立教大理, 2AMED-CREST, 3静
岡県大食品, 4東京医歯大難治研, 5岡山大院医歯薬,
6立教大未来分子研究セ）

26W-pm14
 15:46

高精度第一原理計算を用いた新規 SPPARMα(K-877)
の in silico 解析
山本 雄大1, 松尾 直也1, Sundaram
ARULMOZHIRAJA1,2,3, Vladimir SLADEK1,2,3, 島野
仁3,4, ○常盤 広明1,2,3 （1立教大理, 2立教大未来分子研
究セ, 3AMED-CREST, 4筑波大医）

26W-pm15S
 15:58

種差の解消を指向した GPR35 アゴニストの合成研究
○渡邊 智博1, 古田 和幸2, 橋本 知子1, 大野 修1, 田中
智之2, 松野 研司1 （1工学院大先進工, 2岡山大院医歯
薬）

26W-pm16S
 16:10

DDS を目的とした新規細胞内徐放型抗がん剤リン
カーの開発
○伊藤 慧1, 巽 俊文1, 清水 洋平1, 金井 求1 （1東大院
薬）

26W-pm17
 16:22

ヒストン選択性の向上を目指した人工アセチル化触
媒系の改良
○梶野 英俊1, 加藤 大貴3, 胡桃坂 仁志3, 山次 健三1,2,
川島 茂裕1,2, 金井 求1,2 （1東大院薬, 2JST-ERATO, 3早
大院先進理工）

26W-pm18S
 16:34

リジン捕捉機構を基盤としたヒストンアセチル化触
媒の高活性化
○渡邉 弘毅1, 山次 健三1,2, 金井 求1,2 （1東大院薬,
2JST_ERATO）

ケミカルバイオロジー⑫　医薬品設計・その他
西村 克己（神戸薬大）

26W-pm19S
 16:46

トリプトファン連結型抗体―薬物複合体の開発
○丸山 勝矢1, 石山 隆史1, 斎木 邦子1, 関 陽平1, 井口
恵太2, 満田 勝2, 生長 幸之助1, 金井 求1 （1東大院薬,
2カネカ）

26W-pm20
 16:58

分岐型リンカーを用いた抗体-薬物複合体 (ADC) の
構築と生物活性評価
○穴見 康昭1, Wei XIONG1, Xun GUI1, Mi DENG2,
Cheng Cheng ZHANG2, Ningyan ZHANG1, Zhiqiang
AN1, 土釜 恭直1 （1テキサス大ヘルスサイエンスセン
ター ヒューストン校, 2テキサス大サウスウエスタン
メディカルセンター）

26W-pm21
 17:10

HNE を標的とした新規脳保護薬
○Tanima BISWAS1, Taha Farouk Shehata ALI1, 平
尚未1, 古賀 涼子1, 森 美晴1, 岡本 良成1, 藤田 美歌子1,
折戸 公彦2, 野口 慶2, 三好 淳子2, 森岡 基浩2, 大塚
雅巳1 （1熊本大院薬, 2久留米大医）

26W-pm22
 17:22

自己集合性分子による移植細胞の機能化
○高嶋 一平1, 草森 浩輔2, Thi Hue VU1, 水上 優哉3, 西
川 元也2,3, 上杉 志成1 （1京大化研, 2東京理大薬, 3京大
薬）

26W-pm23
 17:34

植物芭蕉（バショウ、Musa basjoo）の葉抽出物の in
vitro および in vivo におけるヒト大腸がん細胞に対す
る増殖抑制効果
○松本 晴年1,2,4, 木村 和哲1,2,3, 酒々井 眞澄4 （1名市大
病院薬, 2名市大院医臨床薬剤, 3名市大院薬病院薬剤,
4名市大院医分子毒性）

3 月 26 日（月）　午前
X 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　7F　

カンファレンスルーム 7B

ケミカルバイオロジー⑬　人工分子阻害剤
廣瀬 友靖（北里生命科学研）

26X-am01S
 9:00

Pathway-oriented screening 法による解糖系酵素阻害
剤の探索
○柳 光一1, 小松 徹1, 小島 宏建4, 岡部 隆義4, 長野
哲雄4, 浦野 泰照1,2,3 （1東大院薬, 2東大院医, 3AMED
CREST, 4創薬機構）

26X-am02
 9:12

リームバブル阻害剤によるプロテアーゼ活性の
ON/OFF 制御とその応用研究
○日高 興士1,2, 北條 恵子1,2, 津田 裕子1,2 （1神戸学院
大薬, 2神戸学院大LSC）

26X-am03S
 9:24

Wnt シグナル阻害作用を有するロカグラミド誘導体
の創成
○蒔田 吉功1, 荒井 緑1, 田中 優貴1, 石橋 正己1 （1千葉
大院薬）

26X-am04
 9:36

GABA トランスポーターサブタイプ選択的阻害剤の
創出を目的とする GABA 配座制限誘導体の設計と
合成
○末政 亮大1, 中田 和彰1, 小林 嵩明1, 福田 隼1, 渡邉
瑞貴1, 井手 聡一郎1, 人羅 菜津子1, 南 雅文1, 周東 智1

（1北大院薬）

26X-am05S
 9:48

経口吸収性を担保した新規 RXR アンタゴニストの
創出
○渡邉 将貴1, 藤原 美智子1, 加来田 博貴1 （1岡山大院
医歯薬）

26X-am06
 10:00

CFA 基を利用したコバレントドラッグ創薬
○進藤 直哉1, 渕田 大和1, 佐藤 磨美1, 大澤 智代1, 徳
永 啓佑1, 小野 眞弓1, 渡 公佑1, 王子田 彰夫1 （1九大院
薬）

ケミカルバイオロジー⑭　人工分子阻害剤
奥田 健介（神戸薬大）

26X-am07
 10:12

ビタミン D 受容体を標的とした非共有結合型不可逆
リガンドの開発
今福 千晶1, ○大橋 南美1, 小島 拓之1, 吉澤 麻美1, 久
保 惇1, 穴見 康昭1, 石田 寛明1, 伊藤 俊将1, 山本 恵子1

（1昭和薬大）
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26X-am08S
 10:24

医薬品としての物性向上を目指した Keap1-リン酸化
p62 結合阻害剤の創製
○中島 真央1, 安田 大輔1, 大江 知之1, 高橋 恭子1, 小
松 雅明2, 一村 義信2, 今村 理世3, 小島 宏建3, 岡部
隆義3, 長野 哲雄3, 増野 匡彦1 （1慶應大薬, 2新潟大医,
3東大創薬機構）

26X-am09
 10:36

特異な構造を有する Cyproheptadine 誘導体の Set7/9
阻害剤としての機能解析
○平野 智也1, 平野 道丈1, 藤原 敬士1, 梅原 崇史2, 伊
藤 昭博3,4, 吉田 稔4,5, 影近 弘之1 （1医科歯科大生材研,
2理研CLST, 3東京薬大生命, 4理研CSRS, 5東大農）

26X-am10S
 10:48

シクロヘキサン環を有する CYP1B1 選択的阻害剤の
設計と合成
○久保 惇1, 伊藤 俊将1, 山本 恵子1 （1昭和薬大）

26X-am11S
 11:00

新規相互作用部位を導入したデカヒドロイソキノリ
ン型 SARS 3CL プロテアーゼ阻害剤の設計と合成
○大西 康司1, 三谷 勇人1, 嶋本 康弘1, 小林 数也1, 服
部 恭尚2, 照屋 健太3, 赤路 健一1 （1京都薬大薬品化学,
2京都薬大共同機器セ, 3東北大院医）

26X-am12S
 11:12

リグナン骨格を有する神経幹細胞分化促進剤の創成
研究
○三瓶 真菜1, 荒井 緑1, 菅波 晃子2, 田村 裕2, 石橋
正己1 （1千葉大院薬, 2千葉大院医）

3 月 26 日（月）　午後
X 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　7F　

カンファレンスルーム 7B

ケミカルバイオロジー⑮　人工分子阻害剤
山本 博文（徳島文理大薬）

26X-pm01S
 13:10

アミド結合等価性に着目した新規アミロイド結合性
化合物の創製研究
○今井 智之1, 小野 麻衣子2, 佐藤 浩平1, 間瀬 暢之1,
樋口 真人2, 鳴海 哲夫1 （1静岡大院総合, 2放医研）

26X-pm02
 13:22

脱フッ素ホウ素化反応を活用したアミド医薬品のフ
ルオロアルケンミミック化合物の合成とその評価
○丹羽 節1, 植竹 裕太1, 磯田 紀之1, 大江 知之2, 安田
大輔2, 増野 匡彦2, 細谷 孝充1,3 （1理研CLST, 2慶應大
薬, 3東医歯大生材研）

26X-pm03S
 13:34

がん細胞特異的代謝酵素活性に基づく新規 prodrug
型抗がん剤の開発
○林 健人1,2, 神谷 真子3,4, 久保 秀正5, 浦野 泰照1,2,3

（1東大院薬, 2AMED CREST, 3東大院医, 4JST さきが
け, 5京都府医大院 消化器外科学）

26X-pm04S
 13:46

δ オピオイド受容体インバースアゴニストを志向し
た N-置換基の検討
○岩松 千晴1, 河野 友美1, 柴崎 麻莉恵1, 東 永華1, 平
山 重人1, 藤井 秀明1 （1北里大薬）

26X-pm05
 13:58

アルキルスルホニオドデカボレート含有アミノ酸の
BNCT 用ホウ素キャリアーとしての評価
○服部 能英1, 石村 美紀1, 大田 洋一郎1,2, 竹中 宏誌1,2,
上原 幸樹2, 浅野 智之2, 切畑 光統1 （1阪府大BNCT研
セ, 2ステラファーマ）

26X-pm06S
 14:10

様々な構造および電子的特徴を持つアトルバスタチ
ンエステルを用いたマウス、カニクイザルおよびヒ
トカルボキシルエステラーゼ活性の種差
○堺 早知子1, 溝井 健太1, 高橋 正人1, 巾 正美1, 宇野
泰広2, 今井 輝子3, 細川 正清1 （1千葉科学大薬, 2新日
本科学, 3熊本大薬）

ケミカルバイオロジー⑯　ペプチド系阻害剤
石川 稔（東大分生研）

26X-pm07S
 14:22

オクタヒドロイソクロメン型 SARS 3CL プロテアー
ゼ阻害剤の設計と評価
○吉澤 慎一郎1, 足尾 真美1, 越野 裕貴1, 山中 優季1,
小林 数也1, 服部 恭尚2, 赤路 健一1 （1京都薬大薬品化
学, 2京都薬大共同機器セ）

26X-pm08S
 14:34

シクロプロパンの構造特性に基づく膜透過性環状ペ
プチドの設計と合成
○植村 真衣1, 加藤 七海1, 松井 耕平2, 桑原 智希1, 渡
邉 瑞貴1, 福田 隼1, 武隈 洋1, 菅原 満1, 周東 智1 （1北大
院薬, 2塩野義製薬）

26X-pm09S
 14:46

大環状 BACE1 阻害剤の合成と活性評価
○大谷 拓也1, 小林 数也1, 服部 恭尚2, 赤路 健一1 （1京
都薬大・薬品化学, 2京都薬大・共同機器セ）

26X-pm10S
 14:58

小型化マイオスタチン阻害ペプチドの発見と高活
性化
○齊藤 まりこ1, 高山 健太郎1, Cedric RENTIER1, 中村
明里1, 嶋田 嵩大1, 六本木 佳美1, 田口 晃弘1, 谷口
敦彦1, 根岸 洋一1, 林 良雄1 （1東京薬大薬）

26X-pm11S
 15:10

アルツハイマー病の原因物質の構造解明を指向した
安定なアミロイド β オリゴマーの合成
○篠田 清道1, 相馬 洋平1,2, 金井 求1,2 （1東大院薬, 2科
学技術振興機構・ERATO）

26X-pm12S
 15:22

新規マクロピノサイトーシス誘導細胞内込達ペプ
チド
○Jan Vincent ARAFILES1, 河野 健一1, 二木 史朗1

（1京大化研）

ケミカルバイオロジー⑰　構造活性相関
太田 公規（東北医薬大）

26X-pm13S
 15:34

デストラキシン B ラクタム誘導体の全合成と生物活
性評価
吉田 将人1, ○今野 源1, 丹羽 悠菜2, 中川 大2, 土井
隆行1 （1東北大院薬, 2中部大応用生物）

26X-pm14
 15:46

抗体薬物複合体への適用を指向した抗体結合ペプチ
ドの構造活性相関研究
○藤田 好珠1, 六車 共平1, 坂本 宗一郎1, 岸本 聡2, 伊
藤 真由1, 田口 晃弘1, 高山 健太郎1, 谷口 敦彦1, 伊東
祐二2, 林 良雄1 （1東京薬大薬, 2鹿児島大院理工）

26X-pm15
 15:58

血管新生阻害活性を示す真菌由来ブテノリド類の構
造活性相関
○田村 理1, 吉田 有毅1, 荒井 雅吉2, 中村 友香2, 小林
資正2, 河野 富一1 （1岩手医大薬, 2阪大院薬）

26X-pm16S
 16:10

Leucyl-3-epi-deoxynegamycin を基盤とした新規高活
性リードスルー誘導体の探索
○濵田 圭佑1, 田口 晃弘1, 塩塚 政孝2, 小林 美咲1, 村
上 沙織1, 新井 実咲1, 大村 紀子1, 高山 健太郎1, 谷口
敦彦1, 臼井 健郎3, 松田 良一2, 林 良雄1 （1東京薬大薬,
2東大総合文化, 3筑波大院生命環境系）

26X-pm17
 16:22

選択的抗ピロリ菌化合物の構造活性相関研究
○鰐渕 清史1, 下村 裕史2, 庄司 満1, 高橋 孝志1 （1横浜
薬大, 2尚絅大）

26X-pm18
 16:34

FOP 治療薬を指向した ALK 阻害剤の誘導体化合成
と生物学的評価
○関亦 克彦1, 山本 博文1, 京谷 史子1, 中村 香奈2, 曽
我 美南3, 木卜 貴之3, 浜崎 誠3, 池田 朱織3, 古谷 博一4,
江良 択実3, 田仲 昭子2, 橋爪 良信5, 小山 裕雄1 （1理
研・創薬化学基盤, 2理研・創薬タンパク質解析基盤,
3熊大・幹細胞誘導分野, 4高知大・脳卒中センター, 5理
研・DMP）

ケミカルバイオロジー⑱　構造活性相関
平野 智也（東京医歯大）

26X-pm19
 16:46

ER downregulation の母核横断的な構造活性相関
○南條 舜1, 谷内出 友美1, 吉岡 広大1, 槇島 誠2, 石川
稔1, 橋本 祐一1, 大金 賢司1 （1東大分生研, 2日本大医）

26X-pm20
 16:58

ビスフェノール構造を基盤としたケイ素官能基の構
造物性および構造活性相関
○松本 雄一朗1, 橋本 祐一1, 藤井 晋也1 （1東大分生
研）

26X-pm21S
 17:10

アシル CoA を活性化する化学触媒 DSH の構造活性
相関研究
○古田 将大1, 劉 家安1, 天本 義史1,2, 席 思奇1, 川島
茂裕1,2, 山次 健三1,2, 金井 求1,2 （1東大院薬, 2JST-
ERATO）
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26X-pm22
 17:22

DMSO 摂動効果を利用した酵素阻害剤の活性部位特
異性評価
○友原 啓介1, 袈裟丸 仁志2, 足立 伊佐雄3, 巣山 慶
太郎1, 野瀬 健1,2 （1九大基幹教育, 2九大院理, 3富山大
病院薬）

26X-pm23S
 17:34

心筋細胞増殖を誘導する新規化合物の創製
○近藤 正樹1, 原 弘典2, 武田 憲文2, 斉藤 竜男1, 畑 裕3,
小室 一成2, 内山 真伸1,4 （1東大院薬, 2東大院医, 3東京
医歯大院医歯薬総合, 4理研）

26X-pm24S
 17:46

シッフ塩基形成を利用した活性イオウ分子産生酵素
阻害剤の開発
○越膳 ほなみ1, 花岡 健二郎1, 島本 一史1, 日比 亮太1,
藤間 祥子1, 清水 敏之1, 浦野 泰照1,2,3 （1東大院薬, 2東
大院医, 3AMED CREST）

3 月 28 日（水）　午後
M 会場　ホテル金沢　4F　風月

ケミカルバイオロジー
西山 義剛（東京医歯大）

28M-pm13S
 15:34

抗ウイルス活性を指向した新規 2'修飾ヌクレオシド
の合成および評価
○新美 結士1, 片倉 秀雄1, 阿部 奈保子1, 木村 康明1,
阿部 洋1 （1名大院理）

28M-pm14S
 15:46

真核生物翻訳系における終わりのない回転式翻訳
現象
○清水 沙彩1, 児玉 亜有実1, 富田 貴志1, 阿部 奈保子1,
友池 史明1, 木村 康明1, 阿部 洋1 （1名大院理）

28M-pm15S
 15:58

膜透過性核酸の開発
○Zhaoma SHU1, 太田 杏積1, 田中 育1, 伏原 大地1, 阿
部 奈保子1, 友池 史明1, 木村 康明1, 阿部 洋1,2 （1名大
院理, 2理研）

28M-pm16S
 16:10

カチオン性ポリマーを結合した核酸誘導体によるア
ンチセンス効果
○太田 杏摘1, 伏原 大地1, Zhaoma SHU1, 阿部 奈保
子1, 木村 康明1, 阿部 洋1 （1名大院理）

28M-pm17
 16:22

マイクロデバイスを用いた単一酵素活性検出による
病態診断法の開発
○坂本 眞伍1, 小松 徹1,5, 渡邉 力也4,5, 張 翼4, 野地
博行4, 浦野 泰照1,2,3 （1東大院薬, 2東大院医, 3AMED
CREST, 4東大院工, 5JST さきがけ）

28M-pm18
 16:34

有機小分子蛍光プローブを用いた SAM　高感度検
出系の開発とその応用
○荻原 洲介1, 小松 徹1, 浦野 泰照1,2,3 （1東大院薬, 2東
大院医, 3AMED CREST）

ヘテロ原子化合物・脂肪族化合物
田村 理（岩手医大薬）

28M-pm19
 16:46

N-アルコキシアスパラギン酸誘導体の触媒的不斉合
成法の開発
○村上 弘樹1, 中村 岳1, 道上 健一1, 小林 祐輔1, 竹本
佳司1 （1京大院薬）

28M-pm20
 16:58

バナジウム触媒を用いるカルバゾール誘導体のエナ
ンチオ選択的酸化カップリング反応の開発
○滝澤 忍1, 佐古 真1, 一之瀬 和弥1, 笹井 宏明1 （1阪大
産研）

28M-pm21S
 17:10

軸性不斉エノラートを経由する不斉重水素化反応の
開発
○大津寄 悠1, 上田 善弘1, 古田 巧1, 川端 猛夫1 （1京大
化研）

28M-pm22S
 17:22

脂肪族アルデヒドの識別による分子間不斉交差アル
ドール反応
○新宮 るり1, 田中 雄也1, 馬場 智明1, 古田 巧1, 川端
猛夫1 （1京大化研）

28M-pm23S
 17:34

触媒的アシル化による置換基を持つジオール類の
Parallel Kinetic Resolution
○久米川 涼1, 西島 秀幸1, 吉田 圭佑1, 今吉 亜由美1,
上田 善弘1, 川端 猛夫1 （1京大化研）

28M-pm24S
 17:46

ジアニオン型相間移動触媒を用いたアリルアミド類
の不斉ハロ環化反応の開発
○丹羽 智紀1, 佐藤 瞳1, 堀田 亮1, 蝋野 大輝1, 川戸
勇士1, 江上 寛通1, 濱島 義隆1 （1静岡県大薬）
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物理系薬学（口頭発表）

3 月 28 日（水）　午前
V 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6A

分光分析・HPLC
角田 誠（東大院薬）

28V-am01
 9:00

スピロ環構造を改変したローダミン系色素の合成と
pH 応答性の評価
○細田 遼介1, 神野 伸一郎1,2, 澤田 大介1,2, 上田 真史1

（1岡山大院医歯薬, 2理研CLST）
28V-am02S

 9:12
蛍光クエンチングを用いるアルカリホスファターゼ
分析の新規蛍光分析法の開発
○芝 晃生1, 木下 恵美子1, 木下 英司1, 小池 透1 （1広島
大院医歯薬保）

28V-am03S
 9:24

亜鉛酵素モデルに対するリガンドの親和性を解析す
る新規分光分析法の開発
○草本 寛1, 芝 晃生1, 常弘 昌弥1, 藤岡 晴人2, 木下 恵
美子1, 木下 英司1, 小池 透1 （1広島大院医歯薬保, 2福
山大薬）

28V-am04S
 9:36

蛍光性天然物の部分構造を基にした新規環境応答型
蛍光物質の開発
○横尾 英知1, 平野 智也1, 大崎 愛弓2, 影近 弘之1 （1医
科歯科大生材研, 2日大院総合基）

28V-am05S
 9:48

低温状態におけるカフェイン-シュウ酸共結晶の高分
解能型テラヘルツ測定と密度汎関数理論を用いた振
動モード解析の研究
○大塚 裕太1, 伊藤 丹1, 竹内 政樹1, 佐々木 哲郎2, 田
中 秀治1 （1徳島大院薬, 2静岡大電研）

28V-am06
 10:00

モノリス型固相抽出カラムによるナノメディシンの
濃縮
渡辺 順子1, 高木 美緒1, 村田 茂穂1, ○加藤 大1 （1東大
院薬）

HPLC
轟木 堅一郎（静岡県大薬）

28V-am07
 10:12

親水性アミノ酸を有する新規 Pirkle 型キラル固定相
の開発と NBD-アミノ酸の分離挙動解析
○吉岡 夏輝1, 植木 健治1, 秋田 健行1, 三田 真史2, 浜
瀬 健司1 （1九大院薬, 2資生堂）

28V-am08S
 10:24

シアル酸関連物質の微量分析に関する研究
○川﨑 茜1, 杉浦 春香1, 高坂 乃々佳1, 飯島 亮介1, 油
井 聡1, 佐藤 元信1, 安田 誠1, 福内 友子1, 山岡 法子1,
馬渡 健一1, 金子 希代子1, 中込 和哉1 （1帝京大薬）

28V-am09S
 10:36

Development of a column switching LC with
electrochemical detection system for determining
phenylethanoid glycosides from Magnoliae officinalis
cortex
○Zhenzhen XUE1,2, Akira KOTANI1, Bin YANG2,
Hideki HAKAMATA1 （1School of Pharmacy, Tokyo
University of Pharmacy and Life Sciences, 2Institute of
Chinese Materia Medica, China Academy of Chinese
Medical Sciences）

28V-am10
 10:48

新規蛍光誘導体化試薬 NBD-COOSu を用いる親水性
アミノ酸の二次元キラル HPLC 分析法開発
○二井屋田 美樹1, 吉田 あすみ1, 秋田 健行1, 三田
真史2, 浜瀬 健司1 （1九大院薬, 2資生堂）

28V-am11S
 11:00

Investigation of reduction conditions of disulfides by
tris(2-carboxyethyl)phosphine for total thiol analysis
○張 純髣1, 磯川 宗生1, 船津 高志1, 角田 誠1 （1東大院
薬）

28V-am12S
 11:12

Analysis of catechol compounds in mouse urine samples
○庄 蕙琪1, 船津 高志1, 角田 誠1 （1東大院薬）

3 月 28 日（水）　午後
V 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6A

HPLC・GC-MS
柳田 顕郎（東京薬大薬）

28V-pm01
 13:10

含硫アミノ酸光学異性体の多次元 HPLC 分析法開発
とヒト血漿および尿における含量解析
○佐藤根 詩織1, 岩下 裕美1, 秋田 健行1, 三田 真史2,
井手 友美3, 浜瀬 健司1 （1九大院薬, 2資生堂, 3九大院
医）

28V-pm02
 13:22

多次元キラル HPLC を用いる疎水性アミノ酸精密分
析法の開発
○田中 優光1, 酒井 健多1, 秋田 健行1, 三田 真史2, 浜
瀬 健司1 （1九大院薬, 2資生堂）

28V-pm03S
 13:34

ドパミンの分解により生じる化合物のキラル分離
検討
○永村 尚吾1, 安田 誠1, 福内 友子1, 山岡 法子1, 馬渡
健一1, 金子 希代子1, 中込 和哉1 （1帝京大薬）

28V-pm04S
 13:46

3 種同位体標識誘導体化試薬を用いたキラルメタボ
ロミクスによる飲料分析への応用
○福井 芹菜1, 高山 卓大1, 水野 初1, 豊岡 利正1, 轟木
堅一郎1 （1静岡県大薬）

28V-pm05
 13:58

低線量放射線被ばくによる血清中代謝変動解析と循
環器疾患関連分子探索
○山本 健太1, 上田 一樹1, 水野 初1, 津山 尚宏2, 三角
宗近3, 村上 秀子3, 大石 和佳3, 長町 安希子4, 稲葉
俊哉4, 豊岡 利正1, 高橋 規郎3, 驫木 堅一郎1 （1静岡県
大薬, 2福島県医大, 3放射線影響研, 4広島大原爆放射
線医科学研）

28V-pm06S
 14:10

細胞抽出タンパク質プールを用いたキナーゼの基質
モチーフ解析
○新苗 智也1, 今見 孝志1, Hsin-Yi CHANG1, 杉山
直幸1, 石濱 泰1 （1京大院薬）

LC-MS・機器分析
浜瀬 健司（九大院薬）

28V-pm07S
 14:22

プロテオミクス試料調製用タンパク質固定化
StageTip の開発
○西田 紘士1, 若林 真樹2,3, 杉山 直幸3, 石濱 泰3 （1京
大薬, 2国循研セ, 3京大院薬）

28V-pm08S
 14:34

SWATH 測定による統合失調症患者リンパ芽球様細
胞株膜タンパク質の定量リン酸化プロテオミクス
○岩城 圭一郎1, 吉見 陽1, 村川 依代1, 久保 緋紗子2,
谷 郁孝1, 野田 幸裕1, 尾崎 紀夫2, 今西 進1 （1名城大薬,
2名大院医）

28V-pm09S
 14:46

メタプロテオミクスのためのデータ解析ワークフロー
開発
○上村 駿人1, 伊藤 麻里子1, 吉沢 明康1, 杉山 直幸1,
石濱 泰1 （1京大院薬）

28V-pm10S
 14:58

結晶スポンジレーザー脱離イオン化質量分析による
1,3-benzodioxole 誘導体の複合構造解析
○林 侑加子1, 佐伯 知美2, 瀧 莉花2, 小原 一朗2, 山口
健太郎2 （1徳島文理大院薬, 2徳島文理大香川薬）

28V-pm11
 15:10

Ar+イオンビームを用いた錠剤の広領域断面試料作
製法
○應本 玉恵1, 礒野 晶雄1, 朝比奈 俊輔1, 真鍋 法義2

（1日本電子, 2東北医薬大薬）
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生物学的分析法・その他①
武上 茂彦（京都薬大）

28V-pm12
 15:22

イマチニブの超特異的な Sandwich ELISA の開発
○山本 雄大1, 齋田 哲也1, 細矢 和久2, 山本 祐太朗1,
木村 早希子2, 成澤 寛2, 進 正志1 （1崇城大, 2佐賀大病
院薬）

28V-pm13
 15:34

エクソソームセンシングのための抗体-分子インプリ
ンティング融合戦略
平瀬 充寛1, 森 貴翔1, 森重 貴裕1, 北山 雄己哉1, ○竹
内 俊文1 （1神戸大院工）

28V-pm14S
 15:46

粉末 X 線回折法と全反射減衰赤外分光法を用いたメ
カノケミカル合成クロロアパタイトの結晶性評価
○伊藤 丹1, 大塚 裕太1, 竹内 政樹1, 田中 秀治1 （1徳島
大院薬）

28V-pm15
 15:58

結晶スポンジ法による含窒素医薬品化合物の構造
解析
○櫻井 扶美恵1,2, 菊池 貴3, 藤田 誠1,2 （1東大院工, 2JST
ACCEL, 3リガク）

28V-pm16
 16:10

In silico による β アミロイドペプチドを加水分解す
る 5 残基 Catalytide の立体構造
○小西 元美1, 中村 里菜2, 佐々木 輝1, 幡川 祐資1, 谷
口 将済1, 秋澤 俊史1,2 （1摂南大薬, 2O-force Co. Ltd.）

28V-pm17S
 16:22

アルツハイマー病治療薬として臨床応用可能な短鎖
酵素ペプチド (Catalytide) の開発
○幡川 祐資1, 中村 里菜2, 谷口 将済1, 小西 元美1, 秋
澤 俊史1,2 （1摂南大薬, 2O-force Co. Ltd.）

生物学的分析法・その他②
中込 和哉（帝京大薬）

28V-pm18
 16:34

組換え体 MMPs を標的とした加水分解活性を有する
ペプチドのスクリーニング
○谷口 将済1, 中村 里菜2, 小嶋 絢3, 小西 元美1, 秋澤
俊史1,2 （1摂南大薬, 2O-Force Co. Ltd., 3立命館大薬）

28V-pm19
 16:46

Physicochemical Characteristics of Rehmanniae radix
Preparata Powder by Milling with Pre-freezing
Temperatures
○Gwi Yeong JANG1, Chan Hum PARK1, Jehun CHOI1,
Ji Hye YOON1, Yu Su SHIN1, Heon Sang JEONG2,
Dong Hwi KIM1 （1Rural Development Administration,
Korea, 2Chungbuk National University, Korea）

28V-pm20
 16:58

グラミシジンチャネル活性に基づく脂質二分子膜流
動性の評価法
○東海林 敦1, 深瀬 瑞月1, 西尾 将人1,2, 森岡 和大1, 柳
田 顕郎1 （1東京薬大薬, 2バイオリサーチセ）

28V-pm21
 17:10

ヒトプリオンタンパク質 C-端由来ペプチド
hPrP180-192 の凝集性に対する 1 アミノ酸変異の
影響
○坂口 裕子1,2, 中村 里菜3, 幡川 祐資4, 谷口 将済4, 小
西 元美4, 秋澤 俊史3,4, 津田 正博2, 豊田 英尚1 （1立命
館大薬, 2京都第一赤十字病院, 3O-Force, 4摂南大薬）

28V-pm22
 17:22

多点相互作用を利用した分子インプリント空間の構
築及びストレスマーカーセンシングへの応用
須田 誠人1, ○砂山 博文1,2, 北山 雄己哉1, 竹内 俊文1

（1神戸大院工, 2安田女大薬）

28V-pm23
 17:34

CD 型マイクロチップを用いる LED 誘起蛍光分析シ
ステムの開発
○森岡 和大1, 中嶋 秀2, 辺見 彰秀3, 東海林 敦1, 柳田
顕郎1, 曾 湖烈2, 加藤 俊吾2, 内山 一美2 （1東薬大薬,
2首都大院都市環境, 3メビウスAT）

3 月 28 日（水）　午前
W 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6C

放射性医薬品①
小川 美香子（北大院薬）

28W-am01
 9:00

生体内で安定な 68Ga 錯体を与える新たな DOTA 誘
導体
○内村 美里1, 鈴木 博元1, 村松 紗有実1, 上原 知也1,
荒野 泰1 （1千葉大院薬）

28W-am02S
 9:12

炭酸脱水酵素-IX 高発現腫瘍の核医学イメージング
を目的とした 2 価放射性ガリウム錯体の開発
○飯國 慎平1, 小野 正博1, 渡邊 裕之1, 志水 陽一1, 佐
治 英郎1 （1京大院薬）

28W-am03
 9:24

金属イオンとコンプレクサンおよびそれらの錯体の
分離・定量解析法の開発
○梅田 泉1, 濱根 友仁子1, 白石 俊介1,2, 藤井 博史1

（1国立がんセ, 2東京薬大薬）

28W-am04
 9:36

67Ga 標識 PSMA-ligand の体内動態に対する腎臓再吸
収阻害の影響
○峰岸 志奈1, 上原 知也1, 鈴木 博元1, 荒野 泰1 （1千葉
大院薬）

28W-am05S
 9:48

炎症性疾患の質的診断のための新規 SPECT 用 p38
活性イメージングプローブの合成
○橋本 知行1, 平田 雅彦1, 近藤 直哉1, 森口 佳奈1, 綾
木 宇蘭1, 天満 敬1, 大桃 善朗1 （1大阪薬大）

28W-am06S
 10:00

放射性ヨウ素標識薬剤の新たな標識母体としてのヨ
ウ化アルキル
○鷲谷 奈菜1, 鈴木 博元1, 田中 浩士2, 佐藤 由衣1, 龍
田 真帆2, 稲田 慎之介2, 上原 知也1, 荒野 泰1 （1千葉大
院薬, 2東工大物質理工）

放射性医薬品②
上原 知也（千葉大院薬）

28W-am07S
 10:12

アルツハイマー病脳内タウを標的とした放射性ヨウ
素標識ベンゾイミダゾピリジン誘導体に関する構造
活性相関研究
○貝出 翔1, 小野 正博1, 渡邉 裕之1, 志水 陽一1, 佐治
英郎1 （1京大院薬）

28W-am08
 10:24

アリールビニルクロモン誘導体のプリオンイメージ
ングプローブとしての合成と評価
○片山 史博1, 淵上 剛志1, 川崎 仁央1, 中垣 岳大1, 佐
野 和憲2, 新 竜一郎3, 吉田 さくら1, 小野 正博4, 西田
教行1, 中山 守雄1 （1長崎大院医歯薬, 2福岡大薬, 3宮崎
大医, 4京大院薬）

28W-am09S
 10:36

オレキシン 1 受容体選択的な PET イメージングを目
的とした新規 18F 標識テトラヒドロイソキノリン誘
導体の合成と評価
○福井 謙吾1, 渡邊 裕之1, 志水 陽一1,2, 小野 正博1, 佐
治 英郎1 （1京大院薬, 2京大病院）

28W-am10
 10:48

ウロキナーゼ静脈内投与により腎クリアランスが促
進されコントラストが向上する免疫 PET プローブの
開発
○仁 欽1, 毛利 浩太1, 藁科 翔太1, 林中 恵美2, 和田
康弘2, 渡辺 恭良2, 向井 英史1 （1理研CLST・分子ネッ
トワーク制御イメージングユニット, 2理研CLST・健
康・病態科学研究チーム）

28W-am11
 11:00

ピナコールボラン前駆体を用いた[18F] F- (フッ素イオ
ン)からの[18F] FBPA 合成法の開発
○金井 泰和1, 大田 洋一郎2,3, 服部 能英2, 吉川 智裕3,
仲 定宏1, 堺 俊博2,4, 竹中 宏誌3, 上原 幸樹3, 下瀬川
恵久1, 切畑 光統2, 畑澤 順1 （1阪大院医, 2大阪府大,
3ステラファーマ, 4阪和インテリジェント）
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3 月 28 日（水）　午後
W 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6C

放射線化学・放射線生物学
柴 和弘（金沢大学際科学実験センター）

28W-pm01S
 13:10

フェロトーシス誘導剤エラスチンによる放射線増感
効果の検討
○柴田 悠貴1, 安井 博宣1,2, 東川 桂1,2, 久下 裕司1,2

（1北大院医理工, 2北大アイソトープ総セ）

28W-pm02S
 13:22

肺がん細胞での γ 線照射誘導性 EGFR 核移行および
DNA 損傷修復機序におけるアデノシン受容体の関与
○北畠 和己1, 月本 光俊1 （1東京理大薬）

28W-pm03S
 13:34

γ 線照射によるがん細胞遊走能亢進におけるアデノ
シン受容体の関与
○椎名 佳奈美1, 北畠 和己2, 月本 光俊1,2 （1東京理大
院薬, 2東京理大薬）

3 月 28 日（水）　午前
X 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　7F　

カンファレンスルーム 7B

機能性分子・分子間相互作用①
斎藤 博幸（京都薬大）

28X-am01
 9:00

アルブミン分子上のアリピプラゾール結合サイトの
ミクロ環境解析
○櫻間 啓基1, 田口 和明1, 門脇 大介1,2, 瀬尾 量1,2, 小
田切 優樹1,2, 山﨑 啓之1,2 （1崇城大薬, 2崇城大DDS研）

28X-am02
 9:12

HSV-1 感染における糖ペプチドと免疫受容体 PILRα
相互作用解析
○野村 尚生1, 柿田 浩輔2, 古川 敦3, 穴田 仁洋2, 橋下
俊一2, 松永 茂樹2, 齊藤 貴士4, 前仲 勝実1,3 （1北大院
薬・創薬科学研究教育センター, 2北大院薬・薬品製造
化学, 3北大院薬・生体分子機能, 4北海道薬大薬）

28X-am03
 9:24

ピロキシカム、メロキシカムの溶解性への弱塩基性
薬物の影響
○藤田 萌々子1, 塩野 香菜子1, 笠井 崇央1, 島田 洋輔1,
後藤 了1, 猪尾 勝幸2 （1東京理大薬, 2帝國製薬）

28X-am04
 9:36

NSAIDs の溶解性に対するリン酸イオン濃度の依
存性
○茶谷 仁1, 島田 洋輔1, 後藤 了1 （1東京理大薬）

28X-am05
 9:48

精密ラジカル重合を基盤とする新規ボトルブラシポ
リマーの合成とその物性評価
○土井 直樹1, 湯田 直大1, 笹井 泰志1, 山内 行玄2, 葛
谷 昌之3, 近藤 伸一1 （1岐阜薬大, 2松山大薬, 3中部学
院大）

28X-am06
 10:00

高い緩和能を有する超分子型 MRI 造影剤の構築
○唐澤 悟1,2,3, 荒木 健2, 嶋田 敬志2, 臼井 一晃2, 平井
剛2 （1昭和薬大, 2九大, 3さきがけ）

機能性高分子・分子間相互作用②
王子田 彰夫（九大院薬）

28X-am07S
 10:12

慢性腎臓病の進行抑制を指向したインドール吸着ポ
リマーナノ粒子の創製
○沖嶋 杏奈1, 小出 裕之1, 星野 友2, 江上 寛通3, 濱島
義隆3, 浅井 知浩1, 奥 直人1 （1静岡県大院薬・医薬生命
化学, 2九大院工, 3静岡県大院薬・医薬品創製化学）

28X-am08
 10:24

フェニルボロン酸修飾ポリアミドアミンデンドリマー
を用いた交互累積膜へのメチルオレンジの吸着と
放出
○佐藤 史也1, 安斉 順一1 （1東北大院薬）

28X-am09S
 10:36

ビニル基修飾シクロデキストリンと各種モノマーの
共重合によるスライドリングゲルのワンポット調製
とその物性評価
○小林 由希1, 江川 祐哉1, 三木 涼太郎1, 関 俊暢1 （1城
西大薬）

28X-am10
 10:48

メタクリル酸系双性イオン高分子ブラシの合成とそ
の生体適合性および安定性の評価
○笹井 泰志1, 中牟田 晧平1, 平松 千明1, 土井 直樹1,
山内 行玄2, 葛谷 昌之3, 近藤 伸一1 （1岐阜薬大, 2松山
大薬, 3中部学院大人間福祉）

28X-am11S
 11:00

メカノケミカル反応を用いた o-ニトロベンジル基を
有する光応答性高分子ミセルの開発
○池上 遼1, 土井 直樹1, 笹井 泰志1, 山内 行玄2, 葛谷
昌之3, 近藤 伸一1 （1岐阜薬大, 2松山大薬, 3中部学院
大）

28X-am12S
 11:12

核磁気共鳴法と中性子小角散乱法による Fc と Fc 受
容体の相互作用解析
○與語 理那1,2, 谷中 冴子1,2, 矢木 宏和1, 井上 倫太郎3,
杉山 正明3, 加藤 晃一1,2 （1名市大院薬, 2岡崎統合バイ
オ/分子研, 3京大/原子炉）

3 月 28 日（水）　午後
X 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　7F　

カンファレンスルーム 7B

構造・物性・反応
船津 高志（東大院薬）

28X-pm01
 13:10

多核 NMR 分光法によるメタロ塩基対の構造決定
○大樂 武範1, 古板 恭子2, 佐藤 一3, 小野 哲也1, 吉田
健太郎1, 柏木 良友1, 中島 勝幸4, 近藤 次郎5, 根東
義則6, 小野 晶7, 児嶋 長次郎2,8, 田中 好幸4 （1奥羽大
薬, 2大阪大蛋白研, 3ブルカー・バイオスピン, 4徳島文
理大薬, 5上智大理工, 6東北大院薬, 7神奈川大工, 8横
浜国立大理工）

28X-pm02S
 13:22

細菌に分解された抗体の免疫活性化レセプター
LILRA2 による認識機構の解明
○山崎 莉佳1, 古川 敦1, 平安 恒幸2, 荒瀬 尚2, 前仲
勝実1 （1北大院薬, 2阪大微研）

28X-pm03S
 13:34

細胞内模倣環境が誘起する SOD1 の毒性獲得
○長尾 知泉1, 高橋 旭2, 中林 孝和2 （1東北大薬, 2東北
大院薬）

28X-pm04S
 13:46

心肥大応答を司る転写因子 GATA4 の二量体形成・
DNA 結合部位の同定と結晶化
○清水 聡史1, 原 幸大1, 砂川 陽一1,2,3, 菱木 麻美1, 宮
﨑 雄輔1,2,3, 刀坂 泰史1,2,3, 船本 雅文1,2, Sari
NURMILA1, 清水 果奈1, 和田 啓道2, 長谷川 浩二1,2,
橋本 博1, 森本 達也1,2,3 （1静岡県大院薬, 2京都医療セ
ンター, 3静岡県立総合病院）

28X-pm05
 13:58

NMR を用いた AMPA 型グルタミン酸受容体リガン
ド結合ドメインの機能構造解析
○坂倉 正義1, 大久保 優美1, 亀浦 友斗1, 藤井 萌1, 高
橋 栄夫1 （1横浜市大生命医科）

28X-pm06
 14:10

鶏卵白リゾチームのアミロイド形成に対する電荷と
イオン強度の影響
○阪口 知代1, 和田 崇1, 南 賀子1, 笠井 崇央1, 島田
洋輔1, 後藤 了1 （1東京理大薬）

生体膜・イメージング
中林 孝和（東北大院薬）

28X-pm07S
 14:22

膜張力の変化を介した細胞形態制御の試み
○益田 俊博1, 村山 知1, 馬場 健太郎2, 稲垣 直之2, 二
木 史朗1 （1京大化研, 2奈良先端大）

28X-pm08S
 14:34

非天然アミノ酸残基の導入による膜破壊ペプチドへ
の pH 応答性の付与
○谷舖 直人1, 矢野 義明1, 松崎 勝巳1 （1京大院薬）
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28X-pm09S
 14:46

細胞内グルタチオンの求核付加・解離平衡に基づく
超解像蛍光イメージングプローブの開発
○両角 明彦1,4, 神谷 真子2,5, 宇野 真之介1, 梅澤 啓
太郎1, 吉原 利忠3, 飛田 成史3, 浦野 泰照1,2,4 （1東大院
薬, 2東大院医, 3群馬大院理工, 4AMED CREST, 5JST
さきがけ）

28X-pm10S
 14:58

Survivin を標的とした結合応答型蛍光プローブの
開発
○中山 智恵1, 淵上 剛志1, 石川 夏海1, 池田 由美2, 吉
田 さくら1, 中山 守雄1 （1長崎大院医歯薬, 2長崎大薬）

計算化学・その他
山乙 教之（北里大薬）

28X-pm11
 15:10

SDO-VS 法の精度向上研究：擬似分子の構成要素の
検討
○中村 真也1, 北吉 駿1, 仲西 功1 （1近畿大薬）

28X-pm12
 15:22

少数サンプルにおける活性予測モデルの性能評価お
よび精度向上
○清水 直斗1, 金子 弘昌1 （1明大理工）

28X-pm13
 15:34

回帰分析における精度向上のための化学構造データ
選択手法
○菅野 泰弘1, 金子 弘昌1 （1明大理工）

28X-pm14
 15:46

アミノ酸との相互作用マッピング(AAM)記述子に基
づいたヒット/リード化合物の骨格改変法の開発
○津村 享佑1, 大平 詩野1, 中林 淳1, 松本 拓也1 （1富士
フイルム）

28X-pm15
 15:58

アセトアミノフェンおよび芳香族スルホン酸類から
なる水和物・無水物の物理的安定性
○鈴木 直人1, 山口 徹1, 金沢 貴憲1, 高取 和彦2, 鈴木
豊史1, 深水 啓朗2 （1日本大薬, 2明治薬大）

28X-pm16
 16:10

フェロセンおよびアズール A を用いた pH 計測
○佐藤 勝彦1, 岩崎 未来1, 大出 侑季1, 安斉 順一1 （1東
北大院薬）
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生物系薬学（口頭発表）

3 月 27 日（火）　午前
J 会場　ホテル金沢　2F　ダイヤモンド C

クロマチン・転写・翻訳調節
森本 達也（静岡県大）

27J-am01
 9:00

細胞の頑強性を生み出すヒストン"Modification web"
○中林 悠1, 関 政幸1, 堀越 正美2 （1東北医薬大薬, 2東
大分生研）

27J-am02S
 9:12

核内転写因子のチロシンリン酸化を介したクロマチ
ン凝縮の誘導
○徳武 友香1, 赤津 亜希1, 中村 怜央1, 高倉 勇気1, 帶
刀 隆1, 安藤 充岐1, 山口 憲孝1, 山口 直人1 （1千葉大院
薬）

27J-am03
 9:24

ユビキチン様ドメインを有する Pol II-CTD 脱リン酸
化酵素による遺伝子発現制御
和仁 翔太郎1,2, 加藤 ありさ1, 加納 未由希1, 石黒 尋
保1, 杉田 愛1, 田渕 圭章3, 大熊 芳明4, ○廣瀬 豊1 （1富
山大院薬, 2東京医歯大, 3富山大生命科学先端ユニッ
ト, 4長崎大院医歯）

27J-am04
 9:36

再摂食時における肝 Fsp27 遺伝子の発現制御 -イン
スリンの関与-
○藍原 大甫1, 松末 公彦1, 松尾 康平1, 瀧口 総一2, 山
野 茂1 （1福岡大薬, 2九州がんセンター臨床研究部）

27J-am05
 9:48

アルギニンメチル化酵素 PRMT5 を標的とした心不
全分子標的療法
○刀坂 泰史1,2,3, 佐藤 光1, 櫻井 涼賀1, 宮崎 雄輔1,2,3, 砂
川 陽一1,2,3, 和田 啓道2, 長谷川 浩二2, 森本 達也1,2,3

（1静岡県大薬, 2京都医療セ, 3静岡県立総合病院）

27J-am06
 10:00

ポリアミンにより翻訳促進を受ける蛋白質の同定
○吉野 哲彦1, 吉澤 祐希1, 戸井田 敏彦1, 五十嵐 一
衛1,2, 西村 和洋1 （1千葉大院薬, 2アミンファーマ研）

翻訳後修飾・その他
青木 淳賢（東北大院薬）

27J-am07S
 10:12

WDR5/MLL1 メチル化酵素複合体阻害剤は心臓線維
芽細胞から筋線維芽細胞への分化を抑制した
○村田 謄行1, 天野 七菜1, 刀坂 泰史1,2,3, 宮崎 雄輔1,2,3,
砂川 陽一1,2,3, 船本 雅文1,2, Sari NURMILA1, 清水
聡史1, 清水 果奈1,2, 和田 啓道2, 長谷川 浩二1,2, 森本
達也1,2,3 （1静岡県大薬, 2京都医療センター, 3静岡県立
総合病院）

27J-am08S
 10:24

人工基質ペプチドライブラリを用いた高選択的かつ
高感度なキノーム活性計測
○八児 一隆1, 中園 純菜1, 坂本 大2, 高橋 知里2, Chang
HSIN-YI2, 杉山 直幸2, 石濱 泰2 （1京大薬, 2京大院薬）

27J-am09
 10:36

マウスの発生・成長、iPS 細胞分化における
epitranscriptomics 解析
○朴 美燕1, 西本 愛1, 犬伏 智子1, 北恵 郁緒里1, 大塩
郁幹1, 神宮司 健太郎1, 上田 裕子1, 長谷 拓明1, 辻川
和丈1 （1阪大院薬）

27J-am10
 10:48

Alkbh8 ノックアウトマウスの表現型とエピトランス
クリプトミクス解析
○趙 雨桐1, 島ノ江 知樹1, 大塩 郁幹1, 北惠 郁緒里1,
長谷 拓明1, 神宮司 健太郎1, 上田 裕子1, 辻川 和丈1

（1阪大院薬）

27J-am11
 11:00

NASH/NAFLD 関連マイクロ RNA miR-27b の新規標
的遺伝子の機能解析
○Marcos TARACENA1, 今泉 務1, 酒井 英子1, 櫻 文
教1, 水口 裕之1,2,3 （1阪大院薬, 2医薬健栄研, 3阪大MEI
セ）

27J-am12S
 11:12

シアル酸結合性レクチン (cSBL) の EGFR pathway へ
の影響
○佐藤 稔之1, 立田 岳生1, 菅原 栄紀1, 原 明義1, 細野
雅祐1 （1東北医薬大薬）

3 月 27 日（火）　午後
J 会場　ホテル金沢　2F　ダイヤモンド C

細胞内情報伝達①
岡本 能弘（千葉科学大薬）

27J-pm01
 13:10

RNA 結合タンパク質の時間・空間的制御を介した
MAPK シグナル調節機構～RNA 結合タンパク質の
局在制御を標的とした MAPK シグナル調節薬の創薬
基盤～
○佐藤 亮介1, 萩原 加奈子1, 髙崎 輝恒1, 杉浦 麗子1

（1近畿大薬・分子医療・ゲノム創薬学）

27J-pm02S
 13:22

DEAD box 型 RNA helicase Ded1 は PKC/MAPK シグ
ナルを制御する ～RNA granule を介する PKC/MAPK
シグナルの空間的制御メカニズム～
○永井 善紀1, 神田 勇輝1, 松本 紗希1, 犬塚 夏実1, 池
田 智里1, 土屋 葵子1, 佐藤 亮介1, 高崎 輝恒1, 杉浦
麗子1 （1近畿大薬・分子医療・ゲノム創薬学）

27J-pm03
 13:34

アミノペプチダーゼ P3 の介在する新規 TNF/TNFR2
シグナル伝達制御機構の解析
○井上 雅己1,2, 鎌田 春彦2,3, 阿部 康弘4, 堤 康央3,5, 角
田 慎一1,2,5 （1神戸学院大薬, 2医薬健栄研, 3阪大院薬,
4国立衛研, 5阪大MEIセ）

27J-pm04
 13:46

Nuclear receptor 4a による脂肪分化抑制機構の解析
○伊藤 謙汰1, 石村 裕樹1, 山口 賢彦1, 黒川 洵子1 （1静
岡県大薬）

27J-pm05S
 13:58

マウス脂肪幹細胞の分化機構における YAP(Yes-
associated protein)の基礎的検討
○岡田 千穂1, 山口 賢彦1, 黒川 洵子1 （1静岡県大薬）

細胞内情報伝達②
澤田 潤一（静岡県大院）

27J-pm06S
 14:10

Long-IRBIT と陰イオン交換体の pH 依存的な相互作
用は、細胞移動を制御する
○伊藤 諒1, 濵田 浩一1, 川崎 聡子1, 波多野 直哉2, 御
子柴 克彦3, 水谷 顕洋1 （1昭和薬大, 2神戸大, 3理化研
脳研）

27J-pm07
 14:22

Sirtuin の細胞分化における役割の解析
○添田 修平1, 福田 勝一朗1, 竹下 充哉1, 木下 里紗1,
谷浦 秀夫1 （1立命館大薬）

27J-pm08
 14:34

オリーブ含有 hydroxytyrosol のエステル誘導体によ
るパーキンソン病改善効果
○藤原 聖1, 坂田 知紀1, 坂倉 彩香1, 須貝 威1, 多胡 め
ぐみ1, 田村 悦臣1 （1慶應大薬）

27J-pm09S
 14:46

IgG とハプテンによる活性化マスト細胞の抑制機構
の研究
○鈴木 瑠理子1, 横川 慧2, 伊納 義和2, 古野 忠秀2, 鈴
木 亮3, 平嶋 尚英1 （1名市大院薬, 2愛知学院大薬, 3金
沢大院医薬保）

27J-pm10S
 14:58

pseudokinase TRB1 によるインスリンを介した糖代謝
関連因子の新たな発現制御機構
○都築 香里1, 伊藤 友香1, 井上 靖道1, 林 秀敏1 （1名市
大院薬・細胞情報）
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修復・その他
仁科 博史（東京医歯大）

27J-pm11
 15:10

8-Hydroxyguanine による遠隔作用変異を選択的に検
出するアッセイ系の構築
○井藤 莉佳子1, 森 まどか1, 鈴木 哲矢1,2, 紙谷 浩之1,2

（1広島大薬, 2広島大院医歯薬保）

27J-pm12S
 15:22

XPF-ERCC1 ヘテロダイマーの細胞内局在性を決定
する要因の解析
○赤堀 稜1, 高森 千枝1, 小田桐 周平1, 若杉 光生1, 松
永 司1 （1金沢大院医薬保）

27J-pm13
 15:34

低分子化合物による NER 因子分解誘導のメカニズ
ム解析
○上田 将信1, 小田桐 周平1, 西永 真理1, 若杉 光生1,
松永 司1 （1金沢大院医薬保）

27J-pm14
 15:46

ヒト Rad17 タンパク質酸性 C 末端テールのカゼイン
キナーゼ 2 依存的リン酸化による 9-1-1 複合体との
相互作用の促進
○福本 泰典1, 中山 祐治2, 山口 直人1 （1千葉大院薬・
分子細胞生物学, 2京都薬大・生化学）

27J-pm15
 15:58

非標的部位に導入した第二のミスマッチによる遺伝
子修復（配列変換）効率の向上
○柳井 優里1, 鈴木 哲矢1,2, 中津 可道3, 續 輝久3,4, 紙
谷 浩之1,2 （1広島大薬, 2広島大院医歯薬保, 3九大院医,
4福岡歯大先端研セ）

27J-pm16
 16:10

ナマズ卵レクチン処理による細胞増殖抑制にかかわ
る分子の発現調節機構について
○石川 幼尋1, 菅原 栄紀1, 立田 岳生1, 細野 雅祐1 （1東
北医薬大薬）

細胞応答
野田 幸裕（名城大薬）

27J-pm17
 16:22

ALKATI はキナーゼ活性依存的にクロマチン構造変
換を誘導する
○高倉 勇気1, 山口 憲孝1, 本田 拓也1, 森井 真理子1,
幸 龍三郎1, 山口 直人1 （1千葉大院薬・分子細胞生物
学）

27J-pm18
 16:34

がん遺伝子 v-Src はストカスティックな形質転換機
構を引き起こす
○本田 拓也1, 森井 真理子1, 中山 祐治2, 鈴木 亘1, 山
口 憲孝1, 山口 直人1 （1千葉大院薬・分子細胞生物学,
2京都薬大・生化学）

27J-pm19S
 16:46

ヒト iPS 細胞から肝幹前駆細胞分化における最適な
培養条件の検討
○鳥羽 由希子1, 中前 壮一郎1, 高山 和雄1,2,3, 櫻井
文教1, 水口 裕之1,2,4 （1阪大院薬, 2医薬健栄研, 3JST さ
きがけ, 4阪大MEIセ）

27J-pm20S
 16:58

3 次元培養と単層培養による HepG2 細胞のメタボ
ローム解析の比較
○原 来実1, 佐藤 洋美1, 柴田 侑裕1, 樋坂 章博1 （1千葉
大院薬臨床薬理学）

27J-pm21S
 17:10

改変型膜透過ペプチドによる EGFP のサイトゾル導
入にエンドサイトーシス阻害剤が与える影響
○田原 慎也1, 竹橋 正則2, 田中 静吾2, 二木 史朗3, 奥
田 明子1 （1新潟大院保, 2大阪大谷大薬, 3京大化研）

27J-pm22S
 17:22

ゆず精油で繰り返し刺激された脂肪細胞の変化につ
いて
○鈴木 瑞季1, 石橋 賢一1, 厚味 厳一1 （1帝京大薬）

27J-pm23S
 17:34

ベルベリンの濃度に依存した抗がん作用メカニズム
の解析
○北口 大毅1, 宮田 早紀1, 山口 眞希1, 森南 志保1, 酒
井 弥侑1, 橋田 晴菜1, 田中 智1, 坂口 実1 （1大阪薬大）

27J-pm24S
 17:46

小胞体ストレスを軽減する化合物の同定とその作用
機序の解明
○德川 宗成1, 伊藤 友香1, 石内 勘一郎2, 牧野 利明2,
松野 倫代3, 井上 靖道1, 林 秀敏1 （1名市大院薬・細胞
情報, 2名市大院薬・生薬, 3高知県立牧野植物園）

3 月 27 日（火）　午前
L 会場　ホテル金沢　4F　エメラルド B

タンパク質①
長浜 正巳（明治薬大）

27L-am01S
 9:00

AhRR-ARNT ヘテロダイマーによる AhR の転写抑制
機構の構造基盤
○櫻井 駿也1, 清水 敏之1, 大戸 梅治1 （1東大院薬）

27L-am02
 9:12

酵母において eukaryotic elongation factor 3 (eEF3)は
translational readthrough を抑制する
○古林 創史1, Akira KAJI2, Hideko KAJI3 （1昭和大薬・
薬理学, 2Dept. of Microbiol. University of Pennsylvania,
3Dept. of Biochem. & Mol. Biol. Thomas Jefferson
University）

27L-am03S
 9:24

単純遺伝暗号による部位特異的ジ PEG 化インター
フェロンの開発
○今田 貴士1, 内山 正彦2, 守矢 恒司1, 一柳 光弘2, 山
村 雅幸1,3, 田川 陽一1, 木賀 大介3,4 （1東工大院・生命,
2東工大院・総理・知シス, 3東工大院・情報, 4早稲田・理
工・電生）

27L-am04
 9:36

Two distinct substrate binding modes for the normal and
reverse prenylations of hapaindoles by the
prenyltransferase AmbP3
○Chin Piow WONG1,2, 淡川 孝義1, 中嶋 優1, 森 貴裕1,
Xinyu LIU3, 森田 洋行2, 阿部 郁朗1 （1東大院薬, 2富山
大和漢医薬学総合研, 3Department of Chemistry,
University of Pittsburgh）

27L-am05
 9:48

神経分化におけるミルクタンパク質 κ-カゼインの
機能
○小林 隆信1, 井上 良介1, 鈴木 雅代2, 因藤 有里1, 安
部 千晶1, 喜納 克仁1, 宮澤 宏1 （1徳島文理大香川薬,
2広島国際大薬）

27L-am06
 10:00

近位尿細管細胞の上皮間葉転換に対する細胞接着関
連蛋白質の寄与解明に向けた検討
○井阪 亮1, 東阪 和馬1,2, 竹谷 苑子1, 石田 奈南1, 藤尾
慈1,2,3, 神出 計2,3, 長野 一也1, 堤 康央1,4 （1阪大院薬,
2阪大院医, 3阪大病院, 4阪大MEIセ）

タンパク質②・その他
中村 辰之介（新潟薬大薬）

27L-am07
 10:12

NADH 依存型脂質代謝関連蛋白質の新規分子設計
に基づく分子基盤
○宮下 由里奈1,2, 山本 雄大2, 中野 祥吾3, 伊藤 創平3,
沼本 修孝4, 伊倉 貞吉4, 伊藤 暢聡4, 関谷 元博5, 島野
仁1,5, 常盤 広明1,2,6 （1AMED-CREST, 2立教大理, 3静県
大食品, 4東京医歯大難治研, 5筑波大医, 6立教大未来
分子）

27L-am08S
 10:24

第四次革新的手法による難解析性タンパク質の構造
および機能解析
○松田 留理子1, 宮下 由里奈1,2, 中野 祥吾2,3, 伊藤
創平2,3, 島野 仁2,4, 常盤 広明1,2,5 （1立教大理, 2AMED-
CREST, 3静岡県大食品, 4筑波大医, 5立教大未来分子
研究セ）

27L-am09S
 10:36

構造および配列を基盤とした遊離脂肪酸受容体
(FFAR1/FFAR4)と PUFA との相互作用解析
○山本 雄大1, Sundaram ARULMOZHIRAJA1,2,
Vladimir SLADEK1,2,3,4, 速水 耕介5,6, 韓 力6, 辻 智子6,
中野 祥吾3,7, 伊藤 創平3,7, 渡邊 泰雄5, 山田 静雄8, 常
盤 広明1,2,3 （1立教大理, 2立教大未来分子研セ,
3AMED-CREST, 4スロバキア科学研, 5横浜薬大, 6ニッ
スイ生活機能研, 7静岡県大食品栄養科学, 8静岡県大
食薬研セ）

27L-am10
 10:48

核内受容体 LXR 新規アゴニストの作用と可能性
○米澤 正1, 中村 朱里1, 田村 理1, 川崎 靖1, 杉山 晶規1,
名取 泰博1 （1岩手医大薬）
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27L-am11S
 11:00

毛髪ケラチンに存在する活性イオウの発見と酸化ス
トレス応答
○田坂 菜々美1, 池田 真由美1, 清水 太郎1, 異島 優1,
石田 竜弘1 （1徳島大薬）

27L-am12
 11:12

オキサゾロンの熱分解反応
○穴吹 隆人1, 喜納 克仁1, 所谷 匡祐1, 坂賀 茜1, 坪井
里奈1, 長船 愛未1, 大吉 崇文2, 小林 隆信1, 宮澤 宏1

（1徳島文理大香川薬, 2静岡大）

3 月 27 日（火）　午後
L 会場　ホテル金沢　4F　エメラルド B

糖質・脂質・アミノ酸①
荒田 洋一郎（帝京大薬）

27L-pm01S
 13:10

ヒト iPS 細胞膜由来ポドカリキシンの Glycomics 研
究[2]
○永井 裕子1, 中尾 広美2, 川崎 ナナ3, 太田 悠葵3, 亀
田 康太郎3, 川嵜 伸子2, 川嵜 敏祐2, 豊田 英尚1 （1立命
館大薬, 2立命館大糖鎖工学研セ, 3横浜市立大院生命
医科）

27L-pm02S
 13:22

フコシル化糖鎖 sialyl Lewis X の新規生合成経路の
解析
○佐藤 裕之1, 松浦 寛明2, 小林 純子3, 栂谷内 晶4, 成
松 久4, Kay-Hooi KHOO5, 川島 博人1,2 （1千葉大院薬,
2静岡県大院薬, 3北大院医, 4産総研創薬基盤, 5中央研
究院生物科學研）

27L-pm03
 13:34

質量分析を用いたシアリル糖鎖解析のための化学修
飾法 SALSA の開発
○西風 隆司1, 関谷 禎規1, 岩本 慎一1, 田中 耕一1 （1島
津製作所）

27L-pm04
 13:46

超百寿者血漿タンパク質の N-結合型糖鎖解析による
健康長寿マーカー探索
○津元 裕樹1, 西風 隆司2, 橋井 則貴3, 阿部 由紀子4,
新井 康通4, 関谷 禎規2, 岩本 慎一2, 石井 明子3, 広瀬
信義4, 田中 耕一2, 三浦 ゆり1, 遠藤 玉夫1 （1都健康長
寿医セ研, 2島津, 3国立衛研, 4慶應大医）

27L-pm05S
 13:58

マスト細胞顆粒内ヘパリンの切断酵素ヘパラナーゼ
の細胞内輸送
○鈴木 沙奈1, 須藤 勧耀1, 西村 吉雄2, 安達 勇光2, 川
田 学2, 奥 輝明1, 築地 信1, 辻 勉1, 中島 元夫3, 入村
達郎4, 高橋 勝彦1, 東 伸昭1 （1星薬大, 2微化研, 3SBI
ファーマ, 4順天堂大医）

27L-pm06S
 14:10

脳梗塞時におけるシアリダーゼの酵素活性変化と
役割
○狩野 孝裕1, 南 彰1, 石井 亜実1, 小塩 渚1, 大坪 忠宗2,
池田 潔2, 鈴木 隆1 （1静岡県大薬, 2広島国際大薬）

糖質・脂質・アミノ酸②
横山 和明（帝京大薬）

27L-pm07
 14:22

炎症性疼痛におけるスフィンゴ糖脂質生合成に関わ
る糖転移酵素遺伝子の発現パターンの変化
○渡辺 俊1,2, 森田 元樹1,2, 野村 夏実1,2, 佐川 眞美1,2, 尾
山 実砂1,2, 岩井 孝志1,2, 田辺 光男1,2 （1北里大薬 薬理
学, 2北里大薬 薬学部附属医薬研究施設）

27L-pm08
 14:34

ホスファチジルイノシトールに対する酵素蛍光定量
法の開発と細胞内リン脂質クラスの網羅的定量
○辻 徳治1, 森田 真也1,2, 池田 義人1, 寺田 智祐1 （1滋
賀医大病院薬, 2AMED-PRIME）

27L-pm09
 14:46

脂肪酸の高感度イメージング質量分析を可能とする
on-tissue 誘導体化手法の開発
○佐藤 浩平1, 岡村 拓磨1, 鳴海 哲夫1, 山崎 文義2, 中
嶋 裕子2, 瀬藤 光利2, 間瀬 暢之1 （1静岡大院総, 2浜松
医大）

27L-pm10
 14:58

MFSD2B は赤血球前駆細胞株のスフィンゴシン 1 リ
ン酸輸送体として機能する
○小林 直木1, 西 晶子2, 大塚 正人1, 久野 悠2, 山口
明人2, 西 毅2,3 （1摂南大薬, 2阪大産研, 3阪大院薬）

27L-pm11S
 15:10

飽和脂肪酸含有リン脂質による炎症応答の誘導
○大木 悠佑1, 神田 麻優香1, 嶋中 雄太1, 河野 望1,2, 新
井 洋由1,3 （1東大院薬, 2PRIME, AMED, 3AMED-
CREST, AMED）

27L-pm12S
 15:22

リソソーム病で蓄積する lyso スフィンゴ糖脂質が神
経系細胞に与える影響
○渡邊 綾佑1, 辻 大輔1,2,4, 田中 裕大2, 宇野 マイケ
ル　新太郎2, 沖野 望3, 伊東 信3, 伊藤 孝司1,2,4 （1徳島
大薬, 2徳島大院薬, 3九大院農, 4AMED,ACT-MS）

糖質・脂質・アミノ酸③
杉本 幸彦（熊本大院生命科学）

27L-pm13S
 15:34

接触性皮膚炎におけるプロスタグランジン合成酵素
の機能解析
○落合 翔1, 大澤 雄樹1, 横山 知永子2, 佐々木 由香1,
原 俊太郎1 （1昭和大薬, 2神奈川工科大）

27L-pm14
 15:46

GPAT3 はらい菌感染マクロファージにおいて TAG
合成を促す
○谷川 和也1, Yuqian LUO2, 鈴木 幸一2, 中村 康宏1,
原田 史子1, 唐澤 健1 （1帝京大薬, 2帝京大医療技）

27L-pm15
 15:58

子宮内膜症に関わるプロスタグランジン E 受容体の
解析
○前田 ひかる1, 大窪 喜丸1, 橋本 美穂1, 稲住 知明1,2,
土屋 創健1,2, 杉本 幸彦1,2 （1熊本大院薬, 2AMED-
CREST）

27L-pm16S
 16:10

Lipo-3 遺伝子による GPx4 欠損細胞死とフェロトー
シスの違いの解析
○岡 佳保里1,2, 水澤 佳月1, 福田 理恵1, 長久 萌1, 松岡
正城1,2, 今井 浩孝1,2 （1北里大薬, 2AMED-CREST）

27L-pm17S
 16:22

核小体型 GPx4 高発現による細胞増殖抑制能の解析
○池田 隼人1, 中山 俊介1, 大松 栞1, 松土 渓太1, 坂本
太郎1, 今井 浩孝1 （1北里大薬）

27L-pm18
 16:34

ステアリン酸による脂肪細胞での IRE1α/XBP-1 経路
の活性化
○石橋 賢一1, 望月 悠莉1, 石井 育夫1, 宮下 眞野1, 武
田 剛寛1, 川崎 靖2, 名取 泰博2, 厚味 厳一1 （1帝京大薬,
2岩手医大薬）

糖質・脂質・アミノ酸④
山下 純（帝京大薬）

27L-pm19S
 16:46

ケトン体利用酵素の欠損がコレステロール代謝に与
える影響
○柳下 衡平1, 長谷川 晋也1, 山崎 正博1, 今井 正彦1,
福井 哲也1, 高橋 典子1 （1星薬大）

27L-pm20S
 16:58

ゼブラフィッシュを用いた ATX-LPA シグナルの血
管形成制御機構の解析
○岡里 良平1, 木瀬 亮次1, 可野 邦行1,3, 川原 敦雄2, 青
木 淳賢1,3,4 （1東北大院薬・分子細胞生化学, 2山梨大院
医・発生生物学, 3AMED-CREST, 4AMED-LEAP）

27L-pm21
 17:10

線虫における D-アミノ酸オキシダーゼ欠損変異体の
行動解析
○齋藤 康昭1, 宮本 哲也1, 関根 正恵1, 片根 真澄1, 本
間 浩1 （1北里大薬）

27L-pm22
 17:22

Goto-Kakizaki 糖尿病モデルラットにおけるメチオニ
ン-ホモシステイン代謝系の代謝フラックス解析
○長谷川 翔1, 廣野 真帆1, 長谷川 弘1, 市田 公美1 （1東
京薬大薬）

27L-pm23
 17:34

グルタチオンは高酸化状態により誘導される表皮終
末分化の低下を改善する
○水谷 多恵子1, 山脇 裕美子1, 岡野 由利1, 正木 仁1

（1東京工科大応用生物）
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3 月 27 日（火）　午前
M 会場　ホテル金沢　4F　風月

脳関連癌症
鈴木 隆（静岡県大薬）

27M-am01
 9:00

リーリンと結合する新規分子の探索と生化学的解析
○牧野 誠1, 河野 孝夫1, 服部 光治1 （1名市大院薬）

27M-am02
 9:12

DNA マイクロアレイ解析を用いたダウン症モデルマ
ウスにおける脳発達遅滞の関連遺伝子の探索
○清水 涼平1, 杉本 早希1, 都志見 文子1, 脇木 咲紀1,
河下 映里1, 下畑 充志2, Warren ALEXANDER3, 左合
治彦4, 山川 和弘2, 秋葉 聡1, 石原 慶一1 （1京都薬大,
2理研BSI, 3ウォルター医学研, 4国立成育医療セ）

27M-am03S
 9:24

慢性ストレス暴露時の脳内脂肪酸―GPR40/FFAR1
シグナルの破綻は痛みの慢性化を誘導する
○相澤 風花1, 山下 琢矢2, 中本 賀寿夫1, 糟谷 史代2,
徳山 尚吾1 （1神戸学院大薬・臨床薬学, 2神戸学院大
薬・毒性学）

27M-am04S
 9:36

脳梗塞急性期におけるグリコサミノグリカン損傷機
構の解明
○服部 奈津子1, 東 恭平1, 高 健太1, 石川 涼太1, 梅原
健太1, 降幡 知巳2, 五十嵐 一衛3, 戸井田 敏彦1 （1千葉
大院薬, 2千葉大院医, 3アミンファーマ研）

27M-am05S
 9:48

認知症関連ガングリオシドの代謝に及ぼす希少シア
ル酸分子種の影響
○三上 靖代1, 南 彰1, 石井 亜実1, 横山 喬太1, 大坪
忠宗2, 池田 潔2, 鈴木 隆1 （1静岡県大薬, 2広島国際大
薬）

27M-am06S
 10:00

ニコチン退薬症候とうつ病との類似性: NMR
spectroscopy を用いたメタボローム解析
○秋元 勇人1, 大島 新司1, 道山 雄一1, 根岸 彰生1, 根
本 直2, 小林 大介1 （1城西大薬, 2産総研 バイオメディ
カル研究部門）

ストレス
磯田 勝広（帝京平成大院薬）

27M-am07S
 10:12

ストレス応答キナーゼ ASK1 を介した免疫応答に対
するトランス脂肪酸の特異的作用機構の解明
○髙橋 未来1, 平田 祐介1, 工藤 勇気1, 野口 拓也1, 松
沢 厚1 （1東北大・院薬・衛生化学）

27M-am08S
 10:24

3T3-L1 細胞分化誘導における培養ガス圧の影響
○土橋 有希1, 宮本 理人1, 庄野 正行2, 土屋 浩一郎1

（1徳島大院薬 医薬品機能生化学分野, 2徳島大院医歯
薬 総合研究支援センター）

27M-am09
 10:36

熱ストレスによる Stat3 活性化は Hsp 誘導と温熱耐
性獲得に寄与する
○齊藤 洋平1, 的崎 雅史1, 湯川 明久1, 多田 円香1, 中
山 祐治1 （1京都薬大）

27M-am10
 10:48

内的ストレスが皮膚の幹細胞に与えるダメージにつ
いて
○藤村 将大1, 山田 貴亮1, 長谷川 靖司1,2, 中田 悟1

（1日本メナード化粧品総研, 2名大 メナード協同研究
講座）

27M-am11S
 11:00

海馬神経細胞内 Zn2+の恒常性がグルココルチコイド
による認知機能障害を制御する
○田村 公太郎1, 鈴木 美希1, 佐藤 祐一1, 玉野 春南1,
武田 厚司1 （1静岡県大薬）

3 月 27 日（火）　午後
M 会場　ホテル金沢　4F　風月

アポトーシス、細胞骨格、接着、分裂
高橋 典子（星薬大）

27M-pm01
 13:10

乳癌細胞における TGF-β 誘導性細胞死の抑制機構の
解析
○山口 憲孝1, 山口 直人1 （1千葉大院薬・分子細胞生
物学）

27M-pm02
 13:22

広域型カスパーゼ阻害剤 z-VAD-fmk による LPS 活
性化マクロファージの細胞死誘導機構の解析
○花谷 南帆1, 小池 敦資1, 天野 富美夫1 （1大阪薬大）

27M-pm03S
 13:34

p53 活性化による正常ヒト表皮角化細胞（NHEK）
のアポトーシスに対する細胞外カルシウム濃度の
影響
○吉浜 庸1, 千田 祐子1, 服部 研之1, 石井 一行1 （1明治
薬大）

27M-pm04
 13:46

上皮間葉転換に伴う EphA2 の発現と局在化機構の
解析
○山村 朋弘1, 渡邉 啓1, 田中 智大1, 周 越1,2, 櫻井 宏
明1 （1富山大院薬, 2上海中医薬大）

27M-pm05S
 13:58

細胞治療に向けた臍帯由来間葉系幹細胞シートの構
造と機能の解析
○中尾 光良1, 長瀬 健一1, 金澤 秀子1, 岡野 光夫2,3

（1慶應大, 2東京女子医科大, 3ユタ大）

27M-pm06
 14:10

ヒアルロン酸ハイドロゲルを用いた多能性幹細胞由
来心筋細胞の新規移植法の検討
○岡野 怜己1,2,7, 小笠原 達樹1,2,3, 市村 創1,2,3, 門田
真1,2, 田中 夕祈1,2,3, 南 一成4, 上杉 志成5, 和田 有子3,
齋藤 直人1, 岡田 健次3, 桑原 宏一朗6, 柴 祐司1,2,6 （1信
州大バイオメディカル研, 2信州大医再生医科学教室,
3信州大医心臓血管外科, 4阪大組織・細胞設計, 5京大
物質－細胞統合システム拠点, 6信州大医循環器内科,
7信州大院総合理工）

27M-pm07S
 14:22

培養がん細胞の増殖におけるプロリルオリゴペプチ
ダーゼとグリセルアルデヒド 3-リン酸脱水素酵素の
相互作用解析
○今 海斗1, 天野 佑美1, 藤本 佳奈1, 三森 美佳1, 松原
州平1, 田中 智1, 坂口 実1 （1大阪薬大）

細胞分裂・細胞周期
紙谷 浩之（広島大院医歯薬保）

27M-pm08S
 14:34

Hsp105 は cdc20 との結合を介して紡錘体チェックポ
イント制御に関与する
○柿花 采那1, 大東 優衣1, 齋藤 洋平1, 中山 祐治1 （1京
都薬大 生化学）

27M-pm09S
 14:46

受容体型チロシンキナーゼのセリンリン酸化による
細胞分裂制御
○海堀 祐一郎1, 齊藤 洋平1, 中山 祐治1 （1京都薬大）

27M-pm10
 14:58

IGF1R 阻害剤による染色体整列異常と細胞死の誘導
○山岸 あかね1, 奥村 大喜1, 齊藤 洋平1, 中山 祐治1

（1京都薬大）

27M-pm11S
 15:10

ミッドゾーン制御機構の解明を目指した新規免疫蛍
光染色法の構築
○居藤 亜弥1, 久家 貴寿1, 海堀 祐一郎1, 齊藤 洋平1,
中山 祐治1 （1京都薬大）

27M-pm12
 15:22

ユビキチンリガーゼ ASB7 による DDA3 の発現制御
は適切な紡錘体形成と染色体分配に必要である
○奥村 文彦1, 植松 桂司1, 外海 駿輔1, 奥村（城尾）
晶子1, Dawit Hailu ALEMAYEHU1, 錦見 昭彦2, 福井
宣規2, 中務 邦雄1, 嘉村 巧1 （1名大院理・分子修飾, 2九
大・生医研・免疫遺伝）
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免疫システムの疾患への関与
長谷 耕二（慶應大薬）

27M-pm13S
 15:34

新規 α4 インテグリンスプライシングバリアントは
内在性 α4 インテグリン抑制分子である
○重政 歩美1, 乾 恭輔2, 本田 真知子1, 松田 正2, 今
重之1 （1福山大薬分子免疫研究室, 2北大院薬 化学研
究室）

27M-pm14S
 15:46

自己免疫疾患における細胞外基質ネフロネクチンの
関与
○藤岡 和征1, 本田 真知子1, 松田 正2, 今 重之1 （1福山
大薬 分子免疫学研究室, 2北大院薬 衛生化学研究室）

27M-pm15
 15:58

細胞外基質ネフロネクチンに対するサンドイッチ
ELISA システムの構築
○本田 真知子1, 李 順姫2, 松田 正3, 大槻 剛巳2, 今
重之1 （1福山大薬・分子免疫学, 2川崎医科大医・衛生
学, 3北大院薬・衛生化学）

27M-pm16S
 16:10

炎症性腸疾患における α-マンノシダーゼ II の役割の
解明
○鈴木 功一郎1, 山田 恭央1, 山崎 慶子2, 廣田 雅人1,
石原 成美1, 坂元 瑞稀1, 髙橋 大輔1, 長谷 耕二1 （1慶應
大院薬, 2日本大医）

27M-pm17
 16:22

老齢喘息モデルマウスの確立とその解析
○村上 樹里佳1, 下田 絵莉菜1, 安斎 紗和子1, 新倉
雄一1, 山下 直美1 （1武蔵野大薬）

27M-pm18
 16:34

紫外線照射による動脈硬化性疾患に対する抑制効果
○佐々木 直人1,2, 溝口 泰司1,2, Hilman Zulkifli
AMIN1,2, 堀部 紗世1, 河内 正二1, 山下 智也2, 平田
健一2, 力武 良行1,2 （1神戸薬大, 2神大院医）

免疫細胞の機能
今井 康之（静岡県大）

27M-pm19S
 16:46

胸腺外で誘導された制御性 T 細胞(Treg)の特性解析
○川上 竜司1,2,4, 杉本 篤1,2, 三上 統久2, 大倉 永也3, 坂
口 志文2 （1阪大院医, 2阪大免フロ研セ, 3阪大最先端
イノ, 4日本学術振興会）

27M-pm20
 16:58

TNFR2 選択的アゴニスト TNF 変異体による制御性
T 細胞の機能制御
○辻 優太1, 井上 雅己1,2, 安藤 大介2,3, 鎌田 春彦2, 小
野寺 章1, 河合 裕一1, 角田 慎一1,2,4 （1神戸学院大薬,
2医薬健栄研, 3阪大院薬, 4阪大MEIセ）

27M-pm21
 17:10

微生物が産生する α-マンノシル化糖脂質による
invariant NKT 細胞の活性化
○島村 道夫1,2, Peter VAN DEN ELZEN3, Peter
ANDREW4, Petr ILLARIONOV5 （1帝京平成大健康栄
養, 2筑波大学際物質研究セ, 3バンクーバー大, 4レス
ター大, 5バーミンガム大）

27M-pm22S
 17:22

マウス B 細胞におけるフコシル化糖鎖抗原シアリル
ルイス X の発現解析
○竹添 智宏1, 松村 龍志2, 関根 成隆1, 平川 城太朗1,
川島 博人1,2 （1千葉大院薬, 2静岡県大院薬）

27M-pm23S
 17:34

ピタバスタチンがマクロファージの活性化に及ぼす
影響
○辻中 海斗1, 小池 敦資1, 天野 富美夫1 （1大阪薬大）

27M-pm24
 17:46

シコニンによるマクロファージを標的とした活性化
抑制作用の解析
○小池 敦資1, 芝野 真喜雄1, 天野 富美夫1 （1大阪薬
大）

3 月 27 日（火）　午前
T 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　3F　会議室 3A

老化・発生
南 彰（静岡県大院薬）

27T-am01S
 9:00

Gamma-glutamylcyclotransferase (GGCT) の発現低下
はがん細胞にオートファジーを介して細胞老化を誘
導する
○谷口 恵香1, 松村 健吾2, 飯居 宏美1, 影山 進3, 芦原
英司4, 河内 明宏3, 吉貴 達寛1,3, 中田 晋1 （1京都薬大・
臨床腫瘍学, 2京大病院薬, 3滋賀医科大・泌尿器科学,
4京都薬大・病態生理学）

27T-am02
 9:12

緑茶カテキンによる認知機能低下予防のメカニズム
○海野 けい子1,2, Monira PERVIN2, 井口 和明1, 南 彰1,
原 彩3, 高垣 晶子3, 南条 文雄3, 中村 順行2 （1静岡県大
薬, 2静岡県大茶学研セ, 3三井農林食品総合研）

27T-am03
 9:24

脂質過酸化物修飾タンパク質の免疫化学的解析
○日坂 真輔1, 山川 晴香1, 近藤 芳皓1, 赤津 裕康2,3, 能
勢 充彦1 （1名城大薬, 2名市大院, 3福祉村病院）

27T-am04S
 9:36

精子形成障害モデルマウスの構築とその性状解析
○長尾 優汰1, 目加田 京子1, 中西 剛1, 永瀬 久光1 （1岐
阜薬大）

27T-am05S
 9:48

大型回転式細胞培養機材を用いた高機能ヒト iPS 細
胞由来肝細胞の大量作製
○山下 智起1, 高山 和雄1,2,3, 櫻井 文教1, 水口 裕之1,2,4

（1阪大院薬, 2医薬健栄研, 3JST さきがけ, 4阪大MEI
セ）

27T-am06S
 10:00

骨格形成過程における mTORC1/Sox9 シグナルの
役割
○堀江 哲寛1, 家崎 高志1, 深澤 和也1, 金田 勝幸1, 檜
井 栄一1 （1金沢大院医薬保）

3 月 27 日（火）　午前
U 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　6F　会議室 6A

生理活性物質・電子伝達
板部 洋之（昭和大薬）

27U-am01
 9:00

スペルミン酸化酵素依存的な毛細胆管の形成
○植村 武史1, 五十嵐 一衛1,2 （1アミンファーマ研, 2千
葉大院薬）

27U-am02S
 9:12

合成 Nobiletin は天然 Nobiletin と同程度に心筋細胞
肥大および心機能低下を抑制した
○佐々木 華1, 砂川 陽一1,2,3, 鈴木 杏奈1, 船本 雅文1,2,
清水 果奈1,2, 刀坂 泰史1,2,3, 宮崎 雄輔1,2,3, 清水 聡史1,
sari NURMILA1, 村上 明4, 浅川 倫宏1, 菅 敏幸1, 和田
啓道2, 島津 章2, 長谷川 浩二1,2, 森本 達也1,2,3 （1静岡県
大薬, 2京都医療センター, 3静岡県立総合病院, 4兵庫
県大環）

27U-am03S
 9:24

天然 Curcumin 誘導体及び主要な Curcumin 代謝産物
を用いた心筋細胞肥大抑制作用の検討
○源平 麻衣1, 砂川 陽一1,2,3, 船本 雅文1,2, 清水 果奈1,2,
清水 聡史1, Sari NURMILA1, 刀坂 泰史1,2,3, 宮崎 雄
輔1,2,3, 高橋 伸明4, 掛谷 秀昭4, 和田 啓道2, 長谷川
浩二2, 森本 達也1,2,3 （1静岡県大薬, 2京都医療セ, 3静岡
県立総合病院, 4京大院薬）

27U-am04S
 9:36

カカオ豆ポリフェノール CBP は ERK のリン酸化抑
制を介して心筋細胞肥大を抑制した
○本多 大樹1, 宮崎 雄輔1,2,3, 刀坂 泰史1,2,3, 砂川 陽
一1,2,3, 船本 雅文1,2, Sari NURMILA1, 清水 聡1, 清水
果奈1,2, 大庭 知慧4, 夏目 みどり4, 和田 啓道2, 長谷川
浩二1,2, 森本 達也1,2,3 （1静岡県大薬, 2京都医療セン
ター, 3静岡県立総合病院, 4明治）
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27U-am05
 9:48

プロトン輸送 ATPase 阻害剤は虫歯菌 Streptococcus
mutans の耐酸性を低下させる
○関谷 瑞樹1, 泉澤 信太郎1, 櫛桁 安生1, 芳賀 雅人1,
下山 佑2, 佐々木 実2, 木村 重信3, 佐々木 由香4, 岩本

（木原） 昌子4, 中西（松井） 真弓1 （1岩手医大薬, 2岩手
医大歯, 3関西女子短大歯, 4長浜バイオ大バイオサイ
エンス）

生体膜・オルガネラ・物質輸送
厚味 厳一（帝京大薬）

27U-am06S
 10:00

hMCT1, 4 の基質選択性に関わるアミノ酸残基の
探索
○二木 悠哉1,2, 古堅 彩子1, 鳴海 克哉1, 小林 正紀3, 井
関 健1,3 （1北大院薬, 2日本学術振興会特別研究員DC,
3北大病院薬）

27U-am07S
 10:12

微弱電流処理により誘導される細胞取り込み過程の
定量的評価
○三村 美夕紀1, 大島 康史1, 虎尾 祐1, 藤川 昂樹2, 福
田 達也2, 田中 保2, 小暮 健太朗2 （1徳島大薬, 2徳島大
院薬）

27U-am08S
 10:24

微弱電流処理によるユニークなエンドサイトーシス
誘導に関連する因子の検討
○虎尾 祐1, 大島 康史1, 三村 美夕紀1, 藤川 昂樹2, 福
田 達也2, 田中 保2, 小暮 健太朗2 （1徳島大薬, 2徳島大
院薬）

27U-am09S
 10:36

Moesin による NKCC2 のエンドサイトーシスと電解
質再吸収における役割の解明
○川口 高徳1, 波多野 亮1, 浅野 真司1 （1立命館大薬）

27U-am10
 10:48

破骨細胞における分泌リソソームの局在に対する V-
ATPase 阻害剤（バフィロマイシン A1）の影響
○松元 奈緒美1, 関谷 瑞樹1, 中西（松井） 真弓1 （1岩手
医大薬）

27U-am11
 11:00

リソソーム病における神経細胞死に対するリソソー
ム制御因子 TFEB の役割
○辻 大輔1,2,3, 宇野 マイケル新太郎1, Carmine
SPAMPANATE2, 田中 裕大1, 渡邊 綾佑1, Andrea
BALLABIO2, 伊藤 孝司1,3 （1徳島大薬・創薬生命工学
分野, 2Telethon Institute of Genetics and Medicine
(TIGEM), 3AMED・ACT-MS）

27U-am12S
 11:12

リソソーム病でのオートファジー異常に関わる共通
因子の解析
○田中 裕大1, 辻 大輔1,2,3, 渡邊 綾佑2, 宇野 マイケル
新太郎1, 眞継 毅2, 伊藤 孝司1,2,3 （1徳島大院薬・創薬生
命工学分野, 2徳島大薬・創薬生命工学分野,
3AMED,ACT-MS）

3 月 27 日（火）　午後
U 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　6F　会議室 6A

微生物感染・薬剤耐性
塩田 澄子（就実大薬）

27U-pm01S
 13:10

皮膚上のアシネトバクターは黄色ブドウ球菌の細胞
傷害性を増悪させるか
○井上 瑞菜1, 張 音実1, 杉田 隆1 （1明治薬大）

27U-pm02S
 13:22

入院患者由来アクネ菌のバイオフィルム形成能と薬
剤感受性
○山崎 絹人1, 中瀬 恵亮1, 野口 雅久1 （1東京薬大薬・
病原微生物）

27U-pm03S
 13:34

皮膚常在菌によるアクネ菌の増殖阻害作用
○鈴木 珠理1, 中瀬 恵亮1, 野口 雅久1 （1東京薬大薬・
病原微生物）

27U-pm04S
 13:46

病院内メチシリン耐性黄色ブドウ球菌の変化
○髙玉 駿介1, 中南 秀将1, 野口 雅久1 （1東京薬大薬・
病原微生物）

27U-pm05S
 13:58

Clonal complex 8 の市中感染型 MRSA の増加
○笹井 菜央1, 中南 秀将1, 杉山 拓1, 宮嶋 英里1, 野口
雅久1 （1東京薬大薬・病原微生物）

27U-pm06S
 14:10

皮膚常在細菌におけるマクロライド耐性遺伝子
erm(X) の拡散
○青木 沙恵1, 中瀬 恵亮1, 野口 雅久1 （1東京薬大薬・
病原微生物）

27U-pm07
 14:22

サポニン類によるニューデリー・メタロ β-ラクタ
マーゼ 1 を含めた各種 β-ラクタマーゼに対する阻害
効果
○堀江 均1, 千葉 明香1, 和田 重雄1 （1奥羽大薬）

ワクチン
笠原 忠（国際医福大院）

27U-pm08S
 14:34

マラリア PfCSP タンパクのワクチン抗原としての免
疫原性および感染防御効果の検討
○Fitri AMELIA1, 伊従 光洋1, 玄師 健人2, 尾上 裕
太郎1, Talha Bin EMRAN1, Yenni YUSUF1, 吉田 栄人1

（1金沢大院医薬保, 2金沢大医薬保）

27U-pm09S
 14:46

ウイルスベクターと組換えタンパクを組み合わせた
マラリアワクチンの開発研究
○大塚 広夢1, 島田 聡1, 伊従 光洋2, 吉田 邦嵩2, 吉田
栄人2 （1金沢大薬, 2金沢大院医薬保）

27U-pm10S
 14:58

アデノ随伴ウイルスベクターを用いたマラリアワク
チン開発研究
○吉井 達也1, 伊従 光洋1, 吉田 邦嵩1, 島田 聡3, Yenni
YUSUF1, 水上 浩明2, 吉田 栄人1 （1金沢大院医薬保,
2自治医大医, 3金沢大医薬保）

27U-pm11S
 15:10

アデノウイルスとアデノ随伴ウイルス用いた
heterologous prime-boost immunization によるマラリア
ワクチンの開発研究
○Yenni YUSUF1, 吉田 邦嵩1, 伊従 光洋1, 吉井 達也1,
橋爪 洋樹2, 島田 聡2, 水上 浩明3, 山本 大介3, 福本
晋也4, 吉田 栄人1 （1金沢大院医薬保, 2金沢大医薬保,
3自治医大, 4帯広畜産大）

27U-pm12S
 15:22

組換えワクシニアウイルス LC16m8Δ のマラリアワ
クチン効果
○堀 直人1, 伊従 光洋2, 吉田 邦嵩2, TalhaBin
EMRAN2, 島田 聡1, 志田 壽利3, 吉田 栄人2 （1金沢大
薬, 2金沢大院医薬保, 3北大遺伝子病制御研）

ウイルス
田中 智之（岡山大院医歯薬）

27U-pm13
 15:34

H7N9 インフルエンザウイルスが持つ N9 型 NA の性
状解析
○紅林 佑希1, 田本 千尋1, 高橋 忠伸1, 河岡 義裕2, 鈴
木 隆1 （1静岡県大薬, 2東大医科研）

27U-pm14S
 15:46

新型インフルエンザウイルスの NA の酸性安定性の
解析
○大谷 渚紗1, 紅林 佑希1, 進藤 大地1, 高橋 忠伸1, 鈴
木 隆1 （1静岡県大薬）

27U-pm15S
 15:58

インフルエンザウイルス NA の酸性安定性がウイル
ス感染性に与える影響の解析
○進藤 大地1, 紅林 佑希1, 大谷 渚紗1, 高橋 忠伸1, 鈴
木 隆1 （1静岡県大薬）

27U-pm16S
 16:10

細胞膜障害を伴わないアデノウイルスの細胞外移行
機構
○佐藤 あんな1, 平井 孝昌1, 小泉 直也1, 渡邉 愛音1,
中島 匠海1, 野村 鉄也1, 水口 裕之2,3,4, 宇都口 直樹1

（1昭和薬大, 2阪大院薬, 3医薬健栄研, 4阪大MEIセ）

27U-pm17
 16:22

サフォードウイルスの IRES 依存的非 AUG 翻訳
○姫田 敏樹1, 大桑 孝子1, 宇谷 公一1, 樋口 雅也1 （1金
沢医大・微生物学）

27U-pm18S
 16:34

エンドサイトーシスを介して上皮細胞へのサイトメ
ガロウイルス感染効率を亢進させる蛋白群の役割の
解析
○牧野 怜奈1, 松浦 未来1, 三浦 拓也1, 奥村 美紗貴1,
山田 壮一2, 井上 直樹1 （1岐阜薬大, 2感染研）
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免疫生物
中野 泰子（横浜薬大）

27U-pm19
 16:46

腫瘍進展におけるマクロファージスカベンジャー受
容体 CD163 の機能解析
○藤原 章雄1, 白石 大偉輔1, 潘 程1, 中川 雄伸1, 宮川
育子1, 竹屋 元裕1, 菰原 義弘1 （1熊本大院医）

27U-pm20S
 16:58

Royal jelly 中の粘膜免疫誘導因子の探索とその有用
性の評価
○江藤 比華留1, 岸本 直樹1, 諌山 達弥1, 生田 智樹2,
立藤 智基2, 高宗 暢暁3, 三隅 将吾1 （1熊本大院薬, 2山
田養蜂場本社, 3KUICC）

27U-pm21
 17:10

植物由来組換え型分泌片を活用した抗原特異的分泌
型 IgA の構築と消化酵素抵抗性の付与
○菊地 祐希1, 松田 弥奈美1, 森兼 捷太1, 中西 勝宏1,
黒羽子 孝太1, 丹羽 康夫2, 小林 裕和2, 今井 康之1 （1静
岡県大薬, 2静岡県大院食品）

27U-pm22
 17:22

マイクロ空間を利用した LAMP 法の開発；超高感度
な薬剤耐性マラリア診断法の開発を目指して
○井戸 佑介1, 橋本 宗明1, 八代 聖基1, 田中 正人1, 梶
本 和昭1, 片岡 正俊1 （1産総研）

27U-pm23S
 17:34

コラーゲン誘導性血小板凝集阻害活性を有するハマ
ダラカ唾液タンパク AAPP の機能を喪失すると吸血
行動が制限される
○Ashekul ISLAM1, 伊従 光洋1, 山本 大介2, Talha Bin
EMRAN1, 都野 展子4, 山口 莉理夏3, Henrique
SILVEIRA1, 吉田 栄人1 （1金沢大院医薬保, 2自治医大,
3金沢大医薬保, 4金沢大院理工）

3 月 28 日（水）　午前
F 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 1

炎症・免疫系①
沖米田 司（関西学院大）

28F-am01S
 9:00

T 細胞活性化に対する TRP チャネル阻害薬の抑制
効果
○久米 保乃香1, 篠原 佑璃亜1, 森山 保乃花2, 月本
光俊1,2 （1東京理大院薬, 2東京理大薬）

28F-am02S
 9:12

アレルギー性喘息モデルマウスの気管支平滑筋にお
ける Ccr3 ケモカイン受容体発現の増加
○玉置 小百合1, 須藤 航1, 土山 美紗規1, 花崎 元彦2,
片山 浩3, 酒井 寛泰4, 千葉 義彦1 （1星薬大・生理分子
科学, 2国際医福大・医・麻酔・集中治療, 3川崎医大・麻
酔・集中治療3, 4星薬大・疾患病態解析学）

28F-am03S
 9:24

レンコン由来の抗アレルギー成分の単離
○湧川 朝治1, 水口 博之2, 平松 美春1, 永峰 賢一3, 田
辺 英矢3, 篠原 啓子4, 沢田 英司4, 藤野 裕道1, 福井
裕行5, 武田 憲昭6 （1徳島大院薬 分子情報薬理学分野,
2大阪大谷大薬 薬理学講座, 3ニチレイバイオサイエン
ス, 4徳島県農業総合技術支援センター, 5徳島大院 分
子難病学分野, 6徳島大院医 耳鼻咽喉科学分野）

28F-am04S
 9:36

喘息病態における女性優位な Th2 型免疫応答を誘導
する CD103+ 樹状細胞の機能亢進に関与する 17β-
estradiol の役割
○増田 千愛1, 宮坂 智充1, 川上 佳織1, 河野 資1, 高柳
元明1, 高橋 知子1, 大野 勲2 （1東北医薬大薬, 2東北医
薬大医）

28F-am05
 9:48

錠剤「ルミン A」の有効成分 NK-4 の抗アレルギー
作用：選択的 Th2 細胞活性化制御作用とエフェク
ター機能の抑制
○河野 恵三1, 宮田 聡美1, 原島 哲1, 有安 利夫1, 牛尾
慎平1 （1林原 研究開発本部）

28F-am06
 10:00

スギ花粉症に対する皮下免疫療法（SCIT）による鼻
炎症状改善と制御性 T (Treg) 細胞サブセット増加の
相関解析
○松田 将也1, 辻本 奈有1, 森榮 勇貴1, 石田 有希1, 高
橋 弘夢1, 濱口 淳平1, 田淵 雄基1, 土井 加菜1, 寺田
哲也2, 河田 了2, 奈邉 健1 （1摂南大薬, 2大阪医大）

炎症・免疫系②
石毛 久美子（日本大薬）

28F-am07S
 10:12

アレルギー性接触皮膚炎における、MUP1 のハプテ
ンキャリア分子としての可能性
○白石 絵里奈1, 井戸 章子1, 田中 健人1, 中西 剛1, 永
瀬 久光1 （1岐阜薬大）

28F-am08S
 10:24

腎マクロファージにおける P2X7 受容体活性化によ
る免疫調節因子の放出
○箱田 公樹1, 竹之内 敬人2, 木谷 裕2, 月本 光俊1 （1東
理大院薬, 2農研機構）

28F-am09S
 10:36

2,4,6-trinitrochrolobenzene (TNCB)誘発過敏性に対す
る SB225002 の効果
○矢部 早織1, 松本 健次郎2, 加藤 伸一2, 里 史明1, 湯
本 哲郎1, 千葉 義彦3, 酒井 寛泰1 （1星薬大 疾患病態解
析, 2京薬大 薬物治療, 3星薬大 生理分子科学）

28F-am10
 10:48

ダニ抗原（Der f）による皮膚炎症状に対する IL-2/抗
IL-2 抗体複合体の効果
○水谷 暢明1, 奈邉 健2 （1金城学院大薬, 2摂南大薬）

28F-am11
 11:00

脂肪組織 CD11c 陽性マクロファージにおける Pdgfb
発現機構の解明
○小野木 康弘1, 和田 努1, 松澤 崇俊1, 桶川 晃1, 恒枝
宏史1, 笹岡 利安1 （1富山大院薬）

28F-am12
 11:12

グリア細胞におけるトランスグルタミナーゼ発現と
細胞機能における役割
○高野 桂1, 河邊 憲司2, 森山 光章1, 中村 洋一1 （1大阪
府立大院生命環境科学, 2岡山大院医）

3 月 28 日（水）　午後
F 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 1

平滑筋・その他
松岡 功（高崎健康福祉大）

28F-pm01S
 13:10

喘息時の気道局所における PGD2 産生の亢進および
その気道過敏性形成における役割
○須藤 航1, 花崎 元彦2, 片山 浩3, 酒井 寛泰4, 千葉
義彦1 （1星薬大・生理分子科学, 2国際医福大・医・麻
酔・集中治療, 3川崎医大・麻酔・集中治療3, 4星薬大・
疾患病態解析学）

28F-pm02S
 13:22

マウス気管支平滑筋における low pH による PGE2 産
生を介する収縮抑制反応
○佐藤 翼1, 山根 大和1, 須藤 航1, 酒井 寛泰2, 千葉
義彦1 （1星薬大・生理分子化学, 2星薬大・疾患病態解
析学）

28F-pm03S
 13:34

マウスアレルギー性喘息時の過敏性気管支平滑筋に
おける Malat1 発現の増加
○安達 幸佳1, 藤井 茂基1, 須藤 航1, 花崎 元彦2, 片山
浩3, 酒井 寛泰4, 千葉 義彦1 （1星薬大・生理分子科学,
2国際医福大・医・麻酔・集中治療, 3川崎医大・麻酔・集
中治療, 4星薬大・疾患病態解析学）

28F-pm04S
 13:46

肝細胞における Nardilysin による低比重リポ蛋白
（LDL）の代謝調節
○安田 大将1, 平岡 義範1, 川ノ上 大輔1, 鳥井 栄貴1,
清水 るみ子1, 大野 美紀子2, 西 英一郎2, 久米 典昭1

（1神戸学院大薬, 2滋賀医科大）

28F-pm05S
 13:58

神経発達脆弱性因子による成体期の精神機能への影
響：PGE2 の関与
○竹内 佐織1, 肥田 裕丈1, 毛利 彰宏2, 吉見 陽1, 森 健
太郎1, 山田 清文3, 尾崎 紀夫4, 古屋敷 智之5, 成宮 周6,
野田 幸裕1 （1名城大薬・病態解析学Ⅰ, 2藤田保衛大・
先進診断システム探索, 3名大院医・医療薬学, 4名大院
医・精神医学, 5神戸大院医・薬理, 6京都大院医・メディ
カルイノベーションセンター）
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28F-pm06S
 14:10

アレルギー性気管支喘息モデルマウスの気管支平滑
筋における Ccr2 ケモカイン受容体発現の増加
○奥村 香央里1, 須藤 航1, 土山 実紗規1, 花崎 元彦2,
片山 浩3, 酒井 寛泰4, 千葉 義彦1 （1星薬大 生理分子科
学, 2国際医福大 麻酔・集中治療医学, 3川崎医大 麻
酔・集中治療3, 4星薬大 疾患病態解析学）

細胞内情報伝達
前田 武彦（新潟薬大薬）

28F-pm07S
 14:22

Src によるグルコシルセラミド合成酵素活性化機構
の解明
○笠原 潤也1, Kazuyuki YAMAGATA1, Hiroyuki
NAKAMURA1, Toshihiko MURAYAMA1 （1千葉大院
薬）

28F-pm08S
 14:34

Loxl2 による TGF-β 誘導性上皮間葉転換制御の解析
○田中 孝仁1, 西尾 愛梨紗1, 井上 靖道1, 加藤 ちひろ1,
伊藤 友香1, 林 秀敏1 （1名市大院薬・細胞情報）

28F-pm09
 14:46

ヒト結腸がん HCA-7 細胞における酪酸による EP4
受容体発現系への影響
○渡嘉敷 夏海1, 倉田 直希1,2, 三竿 顕也1, 荒木 祐美1,2,
清良 尚史2, 山際 菜月1, 杉山 学1, 福島 圭穣1, John W
REGAN3, 村山 俊彦2, 藤野 裕道1 （1徳島大薬, 2千葉大
院薬, 3米国アリゾナ大薬）

28F-pm10
 14:58

食事と身体運動による代謝制御のクロストークの場
としての AMPK
○宮本 理人1, 梅本 果奈1, 上島 沙弥香1, 友成 奈央実1,
保岡 尭1, 中山 卓1, 桂 明里1, 大西 怜奈1, 井上 陽加1,
土橋 有希1, 土屋 浩一郎1 （1徳島大薬医薬品機能生化
学）

28F-pm11
 15:10

中枢神経系における翻訳後修飾によるアペリン受容
体の薬理学的挙動変化
○山田 孝紀1, 大塩 美知子1, 海老澤 俊1, 川嶋 秀和1,
山下 卓哉1, 平野 聖1, 東 紘史1, 金城 俊彦1, 前田 定秋2,
倉本 展行1 （1摂南大薬・薬効薬理, 2摂南大薬・薬物治
療）

28F-pm12
 15:22

臨界期マウス一次視覚野で変動するタンパク質のプ
ロテオーム解析
○及川 弘崇1, 古川 絢子1, 宮﨑 翔平1, 藤川 隆彦1,2,3

（1鈴鹿医療大薬, 2鈴鹿医療大院薬, 3三重大院医）

呼吸器系
田邉 由幸（横浜薬大）

28F-pm13S
 15:34

内因性気道過敏性抑制因子としての progranulin の可
能性
○藤井 茂基1, 須藤 航1, 甲斐 友規2, 花崎 元彦3, 片山
浩4, 酒井 寛泰2, 千葉 義彦1 （1星薬大・生理分子科学,
2星薬大・疾患病態解析学, 3国際医福大・医・麻酔・集
中治療, 4川崎医大・麻酔・集中治療3）

28F-pm14S
 15:46

アレルギー性喘息モデルマウスの気管支平滑筋にお
ける Neuroactive ligand-receptor interaction pathway の
変化
○安原 由里佳1, 須藤 航1, 竹澤 菜穂美1, 原田 梨香1,
花崎 元彦2, 片山 浩3, 酒井 寛泰4, 千葉 義彦1 （1星薬
大・生理分子科学, 2国際医福大・医・麻酔・集中治療,
3川崎医大・麻酔・集中治療3, 4星薬大・疾患病態解析）

28F-pm15S
 15:58

肺線維症病態における骨髄由来免疫抑制細胞の役割
○小堺 友理1, 斎藤 賢治1, 小寺 真央1, 堀江 一郎1, 礒
濱 洋一郎1 （1東京理大薬）

28F-pm16S
 16:10

チリダニ抽出物 (HDM) を抗原とする気管支喘息モ
デル動物における粘液産生の亢進
○町田 渉1, 堀江 一郎1, 礒濱 洋一郎1 （1東京理大薬・
応用薬理）

28F-pm17
 16:22

マウスアレルギー性鼻炎様症状に及ぼす
prostaglandin D2 の影響
○大日方 翔太朗1, 西原 徹1, 澤田 章央1, 山下 弘高1,2,
稲垣 直樹1,2, 田中 宏幸1,2 （1岐阜薬大・薬理, 2岐阜大
院・連合創薬）

28F-pm18
 16:34

2 型システイニルロイコトリエン受容体 (CysLT2R)
による Th2 依存性気道炎症への関与
○池田 勇貴1, 野口 敦史1, 山越 大輝1, 高橋 涼1, 関岡
智彦2, 山下 弘高1,3, 稲垣 直樹1,3, 田中 宏幸1,3 （1岐阜薬
大・薬理, 2小野薬品工業, 3岐阜大院連合創薬）

腎・泌尿・生殖器官
宝田 剛志（岡山大院医歯薬）

28F-pm19S
 16:46

酢酸誘発慢性腎不全モデルにおよぼすエダラボンの
影響
○小関 優太朗1, 橋本 光正1, 本田 一男1, 野部 浩司1

（1昭和大薬 薬理）

28F-pm20S
 16:58

Ⅱ型糖尿病モデルマウスにおける Dimethyl
Resveratrol の腎症改善効果の検討
○山口 智亮1, 安田 英里香1, 木下 翔平1, 柴田 佳太1,
福原 潔1, 野部 浩司1 （1昭和大薬）

28F-pm21S
 17:10

精子受精能の維持に関わる低温保護化合物の発見
○吉本 英高1, 桐木平 小春1, 武氏 志保里1, 竹尾 透1,
中潟 直己1 （1熊本大･生命資源･資源開発）

28F-pm22
 17:22

Runx3 による cyst 形成抑制メカニズム
○鄭 由依1, 青山 朋子1, 田中 公輔1, 藤田 隆司1 （1立命
館大）

28F-pm23
 17:34

急性腎不全モデルマウスにおける生理活性天然物の
効果の検討
○柴田 佳太1, 木下 翔平1, 橋本 光正1, 蓮見 惠司2, 本
田 一男1, 野部 浩司1 （1昭和大薬, 2東農工大農）

28F-pm24
 17:46

5/6 腎摘出ラットにおける sacubitril/valsartan の腎保
護作用
○牛島 健太郎1, 荒川 裕輔2, 鈴木 智理1, 相澤 健一1,
藤村 昭夫1 （1自治医大, 2日本医大）

3 月 28 日（水）　午前
G 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 2

循環器系①
久米 利明（京都大院薬）

28G-am01S
 9:00

糖尿病性血管機能障害時における植物性ポリフェ
ノール morin 誘発弛緩メカニズムの検討
○田野 育実1, 田口 久美子1, 長谷川 麻美1, 成松 遥1,
大久保 美晴1, 田中 希依1, 小林 信寛1, 川上 優花1, 中
島 花也1, 沼生 千秋1, 我妻 未菜美1, 松本 貴之1, 小林
恒雄1 （1星薬大）

28G-am02S
 9:12

慢性雄性 2 型糖尿病ラット胸部大動脈におけるウリ
ジンアデノシンテトラフォスフェート誘発反応性変
化とプロスタノイドとの関連
○髙柳 奎介1, 松本 貴之1, 小林 翔太1, 安藤 眞1, 井口
舞香1, 小嶋 美帆香1, 田口 久美子1, 小林 恒雄1 （1星薬
大薬）

28G-am03S
 9:24

マウス由来マイクロパーティクルは糖尿病時含有因
子が変化し血管内皮障害を引き起こす
○成松 遥1, 田口 久美子1, 竹下 菜美穂1, 斉藤 恵美1,
高橋 紫苑1, 瀬戸山 和希1, 馬場 玖瑠実1, 伊藤 智里1,
舟見 佳夏1, 孫田 一輝1, 前田 莉邑1, 松本 貴之1, 小林
恒雄1 （1星薬大）

28G-am04S
 9:36

血管平滑筋ミトコンドリアのエネルギー産生におけ
る Mitofusin2 の機能解析
○稲垣 奏1, 山村 寿男1, 鈴木 良明1, 今泉 祐治1 （1名市
大院薬）

28G-am05S
 9:48

血管平滑筋細胞における YAP1 のシグナル伝達機構
○久保 貴司1, 髙栗 郷1, 佐藤 久美1 （1北海道薬大）

28G-am06S
 10:00

低酸素ストレスは、HIF-1α-Dynamin2-Kir2.1 シグナ
ルを介して、脳微小血管内皮細胞の細胞増殖亢進に
寄与する
○山村 英斗1, 鈴木 良明1, 山村 寿男1, 浅井 清文2,
Wayne GILES3, 今泉 祐治1 （1名市大院薬, 2名市大院
医, 3カルガリー大）
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循環器系②
田中 光（東邦大薬）

28G-am07S
 10:12

GRK2 阻害薬は Akt/eNOS 経路の活性化により、糖
尿病性高血圧のリバウンド現象を抑制する
○別所 七海1, 田口 久美子1, 古米 典1, 長谷川 麻美1,
成松 遥1, 渡辺 星奈1, 松本 貴之1, 小林 恒雄1 （1星薬
大）

28G-am08S
 10:24

Uridine diphosphate 誘発弛緩反応は 雌性 Otsuka
Long-Evans Tokushima Fatty ラット 胸部大動脈にお
いて増大する
○小林 翔太1, 松本 貴之1, 安藤 眞1, 井口 舞香1, 田口
久美子1, 小林 恒雄1 （1星薬大薬）

28G-am09S
 10:36

アドレナリン受容体作動薬の OLETF ラット大腿動
脈に対する反応変化
○小嶋 美帆香1, 松本 貴之1, 小林 翔太1, 安藤 眞1, 井
口 舞香1, 髙柳 奎介1, 田口 久美子1, 小林 恒雄1 （1星薬
大薬）

28G-am10S
 10:48

Nobiletin は NBP1 (Nobiletin Binding Protein1) を介し
て心不全への進展を抑制した
○薮田 亜沙美1, 砂川 陽一1,2,3, 鈴木 杏奈1, 小川原 慎
太郎1, 櫻井 涼賀1, 刀坂 泰史1,2,3, 宮崎 雄輔1,2,3, 船本
雅文1,2, Sari NURMILA1, 清水 聡史1, 清水 果奈1,2, 村
上 明4, 稲垣 暢也5, 浅川 倫宏1, 菅 敏幸2, 和田 啓道2,
長谷川 浩二2, 森本 達也1,2,3 （1静岡県大薬, 2京都医療
センター, 3静岡県立総合病院, 4兵庫県大環, 5京大医）

28G-am11S
 11:00

クルクミン類似体 Y030 は圧負荷モデルにおける心
不全の進展を改善した
○清水 果奈1,2, 船本 雅文1,2, 砂川 陽一1,2,3, 源平 麻衣1,
刀坂 泰史1,2,3, 宮崎 雄輔1,2,3, Sari NUMIRA1, 清水 聡
史1, 柴田 浩行4, 和田 啓道2, 長谷川 浩二1,2, 森本 達
也1,2,3 （1静岡県大院薬, 2京都医療センター, 3静岡県立
総合病院, 4秋田大院医）

28G-am12
 11:12

DDS キャリア評価のための摘出リンパ管灌流システ
ムの構築
○黒田 千佳1, 安嶋 久美子2,3, 羽二生 久夫2,4, 石田 悠4,
上田 勝也4, 青木 薫5, 加藤 博之1, 齋藤 直人2,4 （1信大
院医, 2信大バイオメディカル研, 3信大医メディカル・
ヘルスイノベーション, 4信大院総合理工, 5信大医）

3 月 28 日（水）　午後
G 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 2

皮膚・感覚器官①
井上 敦子（福山大薬）

28G-pm01S
 13:10

培養表皮角化細胞に対するアミノカルボニル化した
コラーゲン繊維・表皮基底膜抽出物の影響
○森本 遥香1, 前田 憲寿1 （1東京工科大院 バイオニク
ス）

28G-pm02S
 13:22

表皮のフィラグリンの生成・分解に対するヒアルロ
ン酸誘導体の新機能
○橋本 萌1, 門 隆之2, 前田 憲寿1 （1東京工科大院 バイ
オニクス, 2岩瀬コスファ 研究開発部）

28G-pm03S
 13:34

培養表皮角化細胞のオートファジー活性に対する植
物エキスの影響
○小泉 さくら1, 曽 海峰1, 前田 憲寿1 （1東京工科大院
バイオニクス）

28G-pm04
 13:46

培養表皮角化細胞、培養皮脂腺細胞の不飽和脂肪酸
合成に対するメバロノラクトンの作用
○長谷川 知穂1, 中川 香奈子1, 久下 高生2, 小池 誠治2,
前田 憲寿1 （1東京工科大院 バイオニクス, 2ADEKA
ライフサイエンス材料研）

28G-pm05
 13:58

Nε-(carboxymethyl) lysine(CML)は毛球の凝集を抑制
し、毛包の形成を阻害する
○水野 佳奈1,2, 田中 公輔1,2, 島田 侑季1,2, 鄭 由依1,2, 夏
目 知佳1,2, 高西 美沙紀1,2, 藤田 隆司1,2 （1立命館大薬,
2分子薬効毒性学研究室）

28G-pm06
 14:10

赤外線(IR)暴露は真皮線維芽細胞の酸化ストレス亢
進と真皮マトリックス再生に影響を及ぼす
○松橋 友衣1, 水谷 多恵子1, 岡野 由利1, 正木 仁1 （1東
京工科大）

皮膚・感覚器官②
坂本 謙司（北里大薬）

28G-pm07S
 14:22

接触性皮膚炎に対する新規カテキン誘導体の抗炎症
効果
○中野 恵理子1, 亀井 大輔1, 滝 伊織1, 唐沢 浩二1, 福
原 潔1, 岩井 信市1 （1昭和大薬）

28G-pm08S
 14:34

スフィンゴミエリン合成酵素の発現をコントロール
した表皮角化細胞の機能性評価
○山下 麻衣1, 横田 麻美1, 徳留 嘉寛1 （1城西大薬）

28G-pm09S
 14:46

ヒト皮脂腺代替モデルにおけるカテコールアミンに
よる皮脂産生促進機構の解明
○河野 敦1, 水野 晃治1, 佐藤 隆1 （1東京薬大薬）

28G-pm10S
 14:58

スフィンゴミエリンのチロシナーゼ活性とメラニン
生成に対する影響
○福富 萌子1, 徳留 嘉寛1 （1城西大薬）

28G-pm11S
 15:10

皮膚バリア機能に対するスフィンゴミエリン合成酵
素 2 の影響
○本間 希1, 徳留 嘉寛1 （1城西大薬）

28G-pm12
 15:22

ミトコンドリアの融合と分裂が表皮幹細胞の増殖と
分化に及ぼす影響の解析
○井上 悠1,2,3, 長谷川 靖司1,2, 宮地 克真1, 山田 貴亮1,
長谷部 祐一1,2, 中田 悟1, 田中 正彦3, 鈴木 亮5, 平嶋
尚英3,4 （1日本メナード化粧品総研, 2名大 メナード協
同研究講座, 3名市大院薬, 4名市大 創薬基盤科学研究
所, 5金沢大院医薬保）

皮膚・感覚器官③
稲垣 直樹（岐阜薬大）

28G-pm13
 15:34

皮膚の乾燥はスーパーオキシドアニオンラジカルを
生成し、感覚刺激に対する感受性を高める環境を誘
導する
○平山 美咲1, 井筒 ゆき子2, 正木 仁1 （1東京工科大,
2ニッコールグループ ニコダームリサーチ）

28G-pm14
 15:46

細胞外カルボニルタンパクは細胞内に酸化ストレス
を誘導し、真皮マトリックスの再生を妨害する
○山脇 裕美子1, Adelheid KUEHNLE2, Robert
SCHURR2, 水谷 多恵子1, 岡野 由利1, 正木 仁1 （1東京
工科大, 2Kuehnle AgroSystems, Inc.）

28G-pm15
 15:58

線維芽細胞の老化は色素細胞の増殖と樹状突起の伸
長を誘導する
○遠藤 香凜1, 水谷 多恵子1, 岡野 由利1, 正木 仁1 （1東
京工科大）

28G-pm16
 16:10

大気汚染物質がシミ形成に及ぼす影響
○奥野 凌輔1, 堀場 大生1, 田中 浩1, 長谷川 靖司1,2, 中
田 悟1 （1日本メナード化粧品総研, 2名大 メナード協
同研究講座）

28G-pm17
 16:22

アトピー性皮膚炎発症に病態脂質代謝産物スフィン
ゴシルホスホリルコリンが関与する
○村山 枝理茄1, 金田 英亨2, 南部 寿則2, 矢倉 隆之2,
安東 嗣修1 （1富山大院薬・応用薬理, 2富山大院薬・分
子合成化学）

28G-pm18
 16:34

表皮細胞におけるポリメトキシフラボノイドの抗酸
化メカニズムに関する研究
○森 亮太1, 石神 政道1, 岡田 正紀1, 正木 仁2 （1セプテ
ム総研, 2東京工科大応用生物）
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3 月 28 日（水）　午前
J 会場　ホテル金沢　2F　ダイヤモンド C

中枢神経系①
藤田 和歌子（長崎大院医歯薬）

28J-am01S
 9:00

海馬メタロチオネイン誘導合成はアミロイド β1-42 誘
発性記憶障害を阻止する
○鈴木 大貴1, 橋本 若奈1, 小池 勇太1, 玉野 春南1, 武
田 厚司1 （1静岡県大院薬）

28J-am02S
 9:12

小児期の高熱が神経回路形成と将来の脳機能に及ぼ
す影響
○平木 俊光1, 小山 隆太1, 池谷 裕二1 （1東大院薬・薬
品作用学教室）

28J-am03S
 9:24

疼痛時の脳内遊離脂肪酸変化に対する脂質関連因子
の影響
○橘 男1, 中村 有香1, 相澤 風花1, 山下 琢矢2, 中本 賀
寿夫1, 糟谷 史代2, 徳山 尚吾1 （1神戸学院大薬・臨床薬
学, 2神戸学院大薬・毒性学）

28J-am04S
 9:36

認知機能障害に対するトウゲシバ抽出物の保護作用
○大庭 卓也1, 道本 晋一1, 中村 信介1, 嶋澤 雅光1, 河
野 宏行2, 田平 武3,4, 原 英彰1 （1岐阜薬大 薬効解析学,
2アピ, 3順天堂大院 認知症診断・予防・治療学, 4岐阜
河村病院）

28J-am05
 9:48

胎生期の免疫異常応答が、表現型の世代間継承に与
える影響
○平田 明里1, 衣斐 大祐1, 小出 菜優1, 木下 真帆1, 間
宮 隆吉1, 平松 正行1 （1名城大薬）

28J-am06
 10:00

頭部外傷マウスにおける Blood-brain barrier の破綻に
対するエンドセリン ETB 受容体拮抗薬の効果
○道永 昌太郎1, 鳥山 佳勇1, 藤井 愛望1, 小山 豊2 （1大
阪大谷大薬, 2神戸薬大）

中枢神経系②
山口 拓（長崎国際大薬）

28J-am07S
 10:12

虚血性神経障害時の LRP1 の変化と神経保護の可
能性
○山田 まりこ1, 林 秀樹1, 岩谷 結衣1, 鈴木 かおり1, 袁
博1, 高木 教夫1 （1東京薬大薬・応用生化）

28J-am08S
 10:24

筋萎縮性側索硬化症に関連した UBQLN2 の変異が
オートファジー・リソソーム系タンパク質分解に及
ぼす影響
○井寺 晃子1, 関 貴弘1, 佐藤 正寛1, 倉内 祐樹1, 久恒
昭哲2,3, 香月 博志1 （1熊本大院薬・薬物活性, 2熊本大
院・先導機構, 3熊本大・リーディング大学院・HIGOプ
ログラム）

28J-am09S
 10:36

社会性ストレスによる体温変化が行動に与える影響
の解明
○星 雄高1, 柴崎 貢志2, 小山 隆太1, 池谷 裕二1,3 （1東
大院薬・薬品作用, 2群馬大院医・分子細胞生物, 3脳情
報通信融合研セ）

28J-am10S
 10:48

全脳イメージング法を用いた発達障害モデルマウス
の脳形態解析
○中 雄一郎1, 笠井 淳司1, 片山 雄太2, 勢力 薫1,3, 山浦
港生1, 田沼 将人1, 中澤 敬信1,4, 中山 敬一2, 橋本 均1,5,6

（1阪大院薬・神経薬理, 2九大生医研・分子医科, 3阪大
未来戦略, 4阪大院歯・薬理, 5阪大院連合小児・子ども
のこころセ, 6阪大データビリティフロンティア機構）

28J-am11
 11:00

非定型抗精神病薬アリピプラゾールの神経細胞に対
する抗酸化作用
○皆川 貴美乃1, 山下 佑介1, 松井 宏晃2, 熊井 俊夫1

（1聖マリ医大 遺伝子多型・機能解析学, 2聖マリ医大
脳情報制御医学分野）

28J-am12
 11:12

海洋由来化合物 A は亜鉛による M1 型ミクログリア
の増悪化を阻害する
○東 洋一郎1, 新武 享朗1, 小野寺 健一2, 清水 孝洋1,
清水 翔吾1, 上羽 佑亮1, 濱田 朋弥1, Suo ZOU1, 山本
雅樹1, 長尾 佳樹1, 齊藤 源顕1 （1高知大医, 2高知大農）

3 月 28 日（水）　午後
J 会場　ホテル金沢　2F　ダイヤモンド C

中枢神経系③
白川 久志（京大薬）

28J-pm01S
 13:10

嗅球摘出マウスにおけるメマンチンの抗うつ効果と
その作用機序
○髙橋 浩平1, 中川西 修1, 根本 亙1, 小平 貴代1, 佐久
間 若菜1, 丹野 孝一1 （1東北医薬大 薬 薬理）

28J-pm02S
 13:22

フェルラ酸誘導体 FAD012 の予防的投与によるラッ
ト中大脳動脈閉塞時の脳血流維持作用
○浅野 昂志1, 遠藤 諒1, 林 浩輔1, 岩田 直洋1, 松﨑
広和1, 坂本 武史1, 日比野 康英1, 岡﨑 真理1 （1城西大
薬）

28J-pm03S
 13:34

ケタミン光学異性体はマウス大脳皮質前頭前野モノ
アミン遊離に対して異なる作用を示す
○田邊 航1, 吾郷 由希夫1, 樋口 桃子1, 塚田 信司1, 橋
本 謙二2, 橋本 均1,3 （1阪大院薬・神経薬理, 2千葉大・社
会精神保健研セ, 3阪大・データビリティフロンティア
機構）

28J-pm04S
 13:46

mPGES-1 阻害薬のマウス脳梗塞障害改善機序
○宿利 美香1, 大内 彩子1, 内藤 康仁1, 岩井 孝志1, 渡
辺 俊1, 尾山 実砂1, 植松 智2, 審良 静男3, Per-Johan
JAKOBSSON4, 田辺 光男1, 松尾 由理1,5 （1北里大薬,
2千葉大医, 3阪大微免疫学フロンティア研セ, 4カロリ
ンスカ研, 5北陸大薬）

28J-pm05
 13:58

脊髄小脳失調症の原因となる変異 transmembrane
protein 240 の小脳神経細胞への発現は神経細胞死を
起こさずにグリオーシス及び運動機能障害を引き起
こす
○関 貴弘1, 木部 友貴1, 太田 智子1, 倉内 祐樹1, 今野
歩2, 平井 宏和2, 久恒 昭哲3,4, 香月 博志1 （1熊本大院
薬・薬物活性, 2群馬大院医・脳神経再生, 3熊本大院・
先導機構, 4熊本大・リーディング大学院・HIGOプログ
ラム）

28J-pm06
 14:10

幼弱期隔離飼育ストレスによる社会性行動へ及ぼす
シナプス小胞蛋白質 SV2A の影響
○清水 佐紀1, 徳留 健太郎1, 大西 奏子1, 嶋田 梓1, 田
中 敏博1, 芹川 忠夫1, 大野 行弘1 （1大阪薬大薬・薬品
作用解析学）

中枢神経系④
小坂田 文隆（名大院創薬）

28J-pm07S
 14:22

アルコールによる脳内報酬系における活性化細胞の
解析
○若井 涼輔1, 芝崎 真裕1, 岩澤 千鶴1, 青木 萌1, 新井
理沙1, 濱田 祐輔1, 成田 道子1, 葛巻 直子1, 成田 年1

（1星薬大・薬理）

28J-pm08S
 14:34

ドパミン作動性ニューロンへの細胞外 Zn2+流入は 6-
ヒドロキシドパミン誘発パーキンソン病様運動障害
の一因である
○西尾 隆佑1, 森岡 洋貴1, 竹内 梓紗1, 玉野 春南1, 武
田 厚司1 （1静岡県大薬）

28J-pm09S
 14:46

低リン酸負荷が誘発する細胞障害に対するミトコン
ドリア賦活化剤の神経保護効果
○高瀬 奈央子1, 位田 雅俊1, 関根 信一郎1, 金子 由希1,
栗田 尚佳1, 保住 功1 （1岐阜薬大・薬物治療）

28J-pm10S
 14:58

変異 SOD1 毒性に対するフラボノール類のオート
ファジー活性化を介した神経保護効果
○上田 智之1, 位田 雅俊1, 木内 政徳1, 浅香 雄太1, 栗
田 尚佳1, 保住 功1 （1岐阜薬大・薬物治療）

28J-pm11
 15:10

脊髄後角アストロサイト Ca2+ シグナルは感覚情報伝
達に関与する
○松田 烈士1, 吉原 康平1, 齊藤 秀俊1, 高露 雄太1, 津
田 誠1 （1九大院薬）
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28J-pm12S
 15:22

脊髄後角アストロサイトを介したノルアドレナリン
による新しい感覚情報制御
○吉原 康平1, 松田 烈士1, 齊藤 秀俊1, 高露 雄太1, 津
田 誠1 （1九大院薬）

中枢神経系⑤
大澤 匡弘（名市大院薬）

28J-pm13S
 15:34

中脳切片培養系を用いたドパミン神経変性モデルに
おけるポリスルフィドドナーの効果
○高橋 周平1, 倉内 祐樹1, 久恒 昭哲2,3, 関 貴弘1, 香月
博志1 （1熊本大院薬・薬物活性, 2熊本大院・先導機構,
3熊本大・リーディング大学院・HIGOプログラム）

28J-pm14S
 15:46

老齢ラットは海馬細胞外 Zn2+に起因するアミロイド
β1-42 誘発性記憶障害に脆弱である
○大根田 直矢1, 天白 宗和1, 塩谷 あおい1, 河渕 修平1,
玉野 春南1, 武田 厚司1 （1静岡県大薬）

28J-pm15S
 15:58

脳卒中後疼痛における DDAH1/ADMA/NOS シグナ
ル系の関与
○松浦 渉1, 原田 慎一1, 鷹野 正興2, 徳山 尚吾1 （1神戸
学院大薬・臨床薬学, 2神戸学院大薬・分子細胞生物
学）

28J-pm16
 16:10

遠志エキスはアルツハイマー病モデルマウスの軸索
変性及び記憶障害の誘発を予防する
○久保山 友晴1, 東田 千尋1 （1富山大和漢研神経機能
学）

28J-pm17
 16:22

グループⅢ代謝型グルタミン酸受容体刺激薬がマウ
ス網膜神経傷害に与える影響
○坂本 謙司1, 大澤 和己1, 森 麻美1, 中原 努1 （1北里大
薬）

28J-pm18
 16:34

ATP 依存性カリウムチャネル開口に伴うミトコンド
リア脱分極の抑制と神経保護作用
○東 紘史1, 新宅 美紀1, 大塩 美知子1, 金城 俊彦1, 倉
本 展行1 （1摂南大薬・薬効薬理）

中枢神経系⑥
大野 行弘（大阪薬大）

28J-pm19S
 16:46

ヒト iPS 細胞由来神経細胞とヒト iPS 細胞由来アス
トロサイトの共培養による同期活動の促進
○鹿山 将1, 鈴木 郁郎2, 小田原 あおい2,3, 佐々木 拓
哉1,4, 池谷 裕二1 （1東大, 2東北工業大, 3日本学術振興
会, 4戦略的創造研究推進事業さきがけ）

28J-pm20S
 16:58

扁桃体細胞内 Zn2+シグナリングを介したアドレナリ
ン β 受容体活性化はアミロイド β1-42 によるシナプス
可塑性障害を回避する
○島谷 良太1, 窪田 充泰1, 伊藤 流星1, 藤瀬 裕貴1, 鈴
木 美希1, 玉野 春南1, 武田 厚司1 （1静岡県大薬）

28J-pm21S
 17:10

内側前頭前野におけるストレス誘発性てんかん発作
の誘導機構
○笹瀨 人暉1, 和田 進太郎1, 堂本 将輝1, 出山 諭司1,
檜井 栄一1, 金田 勝幸1 （1金沢大院医薬保）

28J-pm22S
 17:22

危険ドラッグ 5F-AMB によるマウスの認知行動機能
障害の解析
○伊藤 志穂1, 出山 諭司1, 堂本 将輝1, 矢口 立真1,
Tong ZHANG1, 檜井 栄一1, 金子 周司2, 金田 勝幸1

（1金沢大院医薬保, 2京大院薬）

28J-pm23
 17:34

MDGA1 は抑制性シナプス形成抑制因子であり、そ
の欠損は興奮性の抑制と学習・記憶能力の障害をも
たらす
○山本 融1, Steven A. CONNOR2, 岸本 泰司3,
Ammendrup-Johnsen INA2, 原田 岳2, 尾嶋 大喜1, Razib
HOSSAIN1, Ann Marie CRAIG2 （1香川大医, 2Univ.
British Columbia, 3徳島文理大香川薬）

28J-pm24
 17:46

γ-セクレターゼ活性およびミクログリアの貪食機能
を介した α7 ニコチン受容体特異的刺激薬 DMXBA
のアミロイド β 蓄積抑制作用の解析
○高田 和幸1, 黒田 絵莉子1, 河西 翔平1, 戸田 侑紀1,
下濱 俊2, 芦原 英司1 （1京都薬大, 2札幌医大医）

3 月 28 日（水）　午前
M 会場　ホテル金沢　4F　風月

薬物代謝・その他
藤田 隆司（立命館大薬）

28M-am01S
 9:00

チトクロム P450 2C19 多型性を示すマーモセット個
体別 R-オメプラゾールと S-ワルファリン血中濃度推
移の生理学的薬物動態モデルによる予測
○草間 崇史1, 清水 万紀子1, 戸田 亜希子2, 上原 正
太郎1, 井上 貴史3, 宇野 泰広2, 鵜藤 雅裕1,2, 佐々木 え
りか3,4, 山崎 浩史1 （1昭和薬大, 2新日本科学, 3実験動
物中央研, 4慶應大）

28M-am02S
 9:12

マーモセット P450 2C および 3A 酵素によるプロゲ
ステロン水酸化酵素活性
○中西 一志1, 上原 正太郎1, 宇野 泰広2, 井上 貴史3,
佐々木 えりか3,4, 山崎 浩史1 （1昭和薬大, 2新日本科学,
3実験動物中央研, 4慶應大）

28M-am03
 9:24

カルシウムの経口摂取量と摂取時期がアルコール習
慣化に与える影響
○清水 千賀子1, 土屋 陽一1, 鍋島 俊隆2,3,4 （1サッポロ
ホールディングス, 2藤田保健衛生大, 3藍野大, 4医薬
品適正使用推進機構）

28M-am04
 9:36

酵素分解ローヤルゼリー由来脂肪酸の代謝と体内
動態
○山家 雅之1, 谷 央子1, 奥村 暢章1, 八巻 礼訓1, 立藤
智基1, 橋本 健1 （1山田養蜂場 みつばち健康科学研）

28M-am05
 9:48

臨床試験早期における薬効予測を指向した SGLT2
阻害薬 6 剤の尿糖排泄量と HbA1c 変化のモデル基
盤メタアナリシス
○石川 彩夏1, 佐藤 洋美1, 吉岡 英樹1, 樋坂 章博1 （1千
葉大院薬 臨床薬理学）

28M-am06
 10:00

ATF5、PROX1、FOXA2、FOXA3、HNF4A 遺伝子導
入による高機能な肝細胞ダイレクトリプログラミン
グ技術の開発
○赤嶺 寛樹1, 中森 大貴2, 高山 和雄1,2,3,4, 櫻井 文教1,2,
水口 裕之1,2,4,5 （1阪大薬, 2阪大院薬, 3JSTさきがけ, 4医
薬健栄研, 5阪大MEIセ）

内分泌・代謝
徳山 尚吾（神戸学院大薬）

28M-am07S
 10:12

糖尿病下における細胞内 ADMA の蓄積は NO によ
る膵 β 細胞保護作用を減弱させる
○佐野 実咲1, 金子 雪子1, 森岡 亜望1, 石川 智久1 （1静
岡県大薬）

28M-am08S
 10:24

マクロファージ共培養下での脂肪細胞由来マイクロ
パーティクルの血液凝固亢進作用の変化
○外川 弘大1, 武田 剛寛1, 中谷 絵理子1, 石橋 賢一1,
大藏 直樹1, 板部 洋之2, 厚味 厳一1 （1帝京大薬, 2昭和
大薬）

28M-am09S
 10:36

核内受容体 CAR の活性化が PPARα 依存的な脂質代
謝調節に及ぼす影響
○江崎 香奈子1, 志津 怜太1, 大塚 祐多2, 石井 千鶴2,
保坂 卓臣1, 佐々木 崇光1, 吉成 浩一1,2 （1静岡県大薬,
2東北大院薬）

28M-am10
 10:48

フルタミドによる肝臓の糖脂質代謝異常の誘発とそ
の分子メカニズムの解明
○椿原 伊織1, 高木 康平1, 中西 剛1, 永瀬 久光1 （1岐阜
薬大）

28M-am12
 11:12

強大音響曝露に伴うらせん靭帯線維細胞死における
MAPK 経路の関与
○山口 太郎1, 原田 里佳子1, 米山 雅紀1, 尾中 勇祐1,
荻田 喜代一1 （1摂南大薬・薬理）
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3 月 28 日（水）　午後
M 会場　ホテル金沢　4F　風月

受容体・チャネル・トランスポーター
輿水 崇鏡（自治医科大）

28M-pm01S
 13:10

Antiandrogen-induced protein degradation of Ca2+-
activated K+ channel KCa1.1 in human breast cancer cells
○Anowara KHATUN1, 下澤 基1, 鬼頭 宏彰2, 川口
真由1, 藤本 万由1, 丹羽 里実1, 藤井 正徳1, 大矢 進1,2

（1京都薬大, 2名市大院医）

28M-pm02S
 13:22

改変遺伝子導入培養細胞系を用いた K2P チャネル標
的作用薬の新規高効率評価方法
○川崎 桂輔1, 鈴木 良明1, 山村 寿男1, 今泉 祐治1 （1名
市大院薬・細胞分子薬効解析学）

28M-pm03S
 13:34

アミノ酸点変異導入による新規 GPCR 活性化手法の
開発
○柴田 剛明1, 井上 飛鳥1,2, 川上 耕季1, 木瀬 亮次1,3,
青木 淳賢1,4,5 （1東北大院薬 分子細胞生化学, 2AMED-
PRIME, 3学振DC1, 4AMED-CREST, 5AMED-LEAP）

28M-pm04
 13:46

タウリン抱合型ヒオデオキシコール酸による ABCB4
を介したリン脂質排出の促進
○池田 義人1, 森田 真也1,2, 辻 徳治1, 寺田 智祐1 （1滋
賀医大, 2AMED-PRIME）

28M-pm05
 13:58

肺高血圧症におけるカルシウム感受性受容体の発現
増加機構と PDGF シグナル
○山村 彩1, 高橋 理恵1, 佐喜眞 未帆1, 林 寿来1, 佐藤
元彦1 （1愛知医大医）

28M-pm06
 14:10

マウス前骨芽細胞におけるビタミン D 受容体を介し
た中コンダクタンス Ca2+活性化 K+チャネルの活性
抑制
○鬼頭 宏彰1,2, 森広 晴香1, 川岸 怜子1, 榊原 侑香1, 藤
井 正徳1, 大矢 進1,2 （1京都薬大, 2名市大院医）

漢方薬・その他
田辺 光男（北里大薬）

28M-pm07S
 14:22

全トランスレチノイン酸による HL-60 細胞の分化誘
導におけるアクアポリン 9 の役割
○中山 将希1, 角 大悟1, 姫野 誠一郎1 （1徳島文理大
薬）

28M-pm08S
 14:34

腓腹筋におけるシスプラチン誘発筋萎縮作用に対す
る運動負荷の効果
○伊佐 洋佑1, 矢部 早織1, 木寅 聡子1, 内藤 宏秋1, 浅
見 真穂1, 甲斐 友規1, 里 史明1, 湯本 哲郎1, 千葉 義彦2,
酒井 寛泰1 （1星薬大 疾患病態解析, 2星薬大 生理分子
科学）

28M-pm09S
 14:46

漢方方剤「瀉白散」煎剤の Poly(I:C)誘発気道炎症に
対する改善作用の機序と活性成分の解析
○伊藤 寛文1, 永井 隆之1,2,3, 清原 寛章1,2,3 （1北里大院
感染制御, 2北里大生命研, 3北里大東洋医学総研）

28M-pm10S
 14:58

骨髄由来免疫抑制細胞に対する十全大補湯の抑制作
用とその機序
○斎藤 賢治1, 小寺 真央1, 小堺 友理1, 堀江 一郎1, 礒
濱 洋一郎1 （1東京理大薬）

28M-pm11
 15:10

新規合成化合物 Vizantin 誘導体による血管新生阻害
作用への影響
○北田 卓也1, 山本 博文1, 阿部 友美1, 瀬津 弘順1, 葛
西 祐介1, 今川 洋1, 井上 正久1 （1徳島文理大薬）

28M-pm12
 15:22

漢方薬の薬物相互作用研究-漢方薬エキスによる薬物
トランスポーター P-gp 阻害作用の検討-
○松本 隆志1, 水原 康晴1, 貝淵 典子1, 渡辺 淳子1, 山
本 雅浩1 （1ツムラ）
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環境・衛生系薬学（口頭発表）

3 月 28 日（水）　午前
T 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　3F　会議室 3A

衛生化学・公衆衛生学①
黄 基旭（東北大院薬）

28T-am01
 9:00

ヘスペレチンおよびその誘導体の白内障予防効果の
検討
○中澤 洋介1, Pauze MARTIN1, 長井 紀章2, 多胡 め
ぐみ1, 須貝 威1, 田村 悦臣1 （1慶應大薬, 2近畿大薬）

28T-am02
 9:12

コーヒーによる肥満誘導白内障予防効果の検討
○鈴木 正太1, 中澤 洋介1, 福山 和也1, 石森 奈奈1, 小
口 潤1, 森 揮1, 多胡 めぐみ1, 田村 悦臣1 （1慶應大薬）

28T-am03S
 9:24

完全水添菜種油を摂取した SHRSP が示す病態改善
における DHA の役割
○酒向 史裕1, 立松 憲次郎1, 大原 直樹2 （1岐阜薬大,
2金城学院大薬）

28T-am04
 9:36

Tamoxifen 誘導型全身性ビタミン K 変換酵素
（UBIAD1）欠損マウスの表現型解析
○藤原 聖美1, 西村 亮宏1, 中川 公恵1, 岡野 登志夫1,
須原 義智2, 長谷川 潤1 （1神戸薬大, 2芝浦工大）

28T-am05S
 9:48

taurine は TRPV 阻害作用を介して酸化ストレス誘導
作用を発揮する
○森内 将貴1,2, 中野 義雄1,2, 連川 雄1,2, ピルジャン マ
リアム1,2, メリーアン スイコ1, 首藤 剛1, 甲斐 広文1,2

（1熊本大院薬, 2熊本大リーディングプログラム）

28T-am06S
 10:00

セレン代謝における腸内細菌叢の影響評価
○髙橋 一聡1, 鈴木 紀行1, 小椋 康光1 （1千葉大院薬）

衛生化学・公衆衛生学②
中川 公恵（神戸薬大）

28T-am07
 10:12

香煎茶は軽度肥満者の肝機能マーカーを改善する
○宮崎 雄輔1,2,3, 刀坂 泰史1,2,3, 筒井 優介1, 砂川 陽
一1,2,3, 船本 雅文1,2, 清水 果奈1, 清水 聡史1, Sari
NURMILA1, 山陰 一2, 遠山 和成4, 鈴木 美香5, 清水
篤6, 長谷川 浩二1,2, 森本 達也1,2,3 （1静岡県大薬, 2京都
医療セ, 3静岡県総病院, 4SBS静岡健康増進セ, 5聖隷
健康サポートセ, 6サンダイヤ）

28T-am08S
 10:24

トコフェロールコハク酸含有リポソームによる脂肪
蓄積の抑制
○三橋 亮介1, 梶本 和昭2, 福田 達也3, 田中 保3, 小暮
健太朗3 （1徳島大薬, 2産総研, 3徳島大院医歯薬）

28T-am09S
 10:36

FGF19 による非アルコール性脂肪肝炎（NASH）改
善作用の分子機構
○山田 真佑花1, 土田 芽衣1, 高橋 未来1, 平田 祐介1,
宮田 昌明2, 吉成 浩一3, 野口 拓也1, 松沢 厚1 （1東北
大・院薬・衛生化学, 2水産大学校食品科学科, 3静岡県
立大・薬・衛生分子毒性学）

28T-am10
 10:48

代替可塑剤による皮膚感作促進作用メカニズムの
解明
○望月 成美1, 関口 皓太1, 鈴木 若菜1, 黒羽子 孝太1,
今井 康之1 （1静岡県大薬）

28T-am11
 11:00

FITC 誘導接触性皮膚炎の感作過程におけるフタル
酸ジブチル代謝物の影響
○堤 正人1, 関口 皓太1, 小川 衿菜1, 黒羽子 孝太1, 今
井 康之1 （1静岡県大薬）

28T-am12S
 11:12

アクリルアミドの中枢神経毒性における神経炎症の
役割
○長谷川 莉慧霞1, 宗 才1, 漆谷 真2, 大迫 誠一郎3, 櫻
井 敏博1, 市原 学1 （1東京理大薬, 2滋賀医科大 神経内
科, 3東大院医）

3 月 28 日（水）　午後
T 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　3F　会議室 3A

衛生化学・公衆衛生学③
高橋 勉（東京薬大薬）

28T-pm01
 13:10

マクロファージと共培養したヒト胆管細胞において
1,2-ジクロロプロパン曝露は AID の発現を増加さ
せる
○宗 才1, 木村 優介1, 木下 和生2, 高巣 成惟1, 張 驍1,
櫻井 敏博1, 市原 佐保子3, 市原 学1 （1東京理大薬, 2滋
賀県立成人病センター研, 3自治医大医）

28T-pm02S
 13:22

1，2-ジクロロプロパン曝露マウスの P450 依存的な
肝臓タンパク発現の網羅的解析
○森川 浩太1, 張 驍1, 森 有利絵2, 宗 才1, 市原 佐保子3,
及川 伸二2, 市原 学1 （1東京理大薬, 2三重大院医, 3自
治医科大）

28T-pm03
 13:34

レモン果皮より得られた新規成分の化学構造および
抗変異原性
○北川 翔大1, 松本 崇宏1, 新井 千佳1, 中野 結華1, 金
山 菫玲1, 長谷井 友尋1, 渡辺 徹志1 （1京都薬大）

28T-pm04
 13:46

乳がん細胞 migration の正の調節因子としての fatty
acid 2-hydroxylase (FA2H)の可能性
○鈴木 雅代1, 竹田 修三1, 岡島 隼輔2, 三好 弘子2, 渡
辺 和人2, 瀧口 益史1, 荒牧 弘範2 （1広島国際大薬, 2第
一薬大）

28T-pm05S
 13:58

核内受容体 CAR および PXR による肝細胞増殖調節
における YAP の関与
○石村 麻衣1, 天池 優斗1, 阿部 太紀1, 志津 怜太1, 保
坂 卓臣1, 佐々木 崇光1, 吉成 浩一1 （1静岡県大薬）

28T-pm06
 14:10

日焼け止めクリームの光毒性とその対処法　第 2 報
○富岡 節子1, 山﨑 直毅2, 山﨑 勝弘2 （1いわき明星大
看護, 2いわき明星大薬）

衛生化学・公衆衛生学④
河野 望（東大院薬）

28T-pm07S
 14:22

蛍光 HPLC による香粧品中アセチルヒアルロン酸お
よびヒアルロン酸の定量分析
○短田 優奈1, 東 恭平1, 安井 千晶1, 戸井田 敏彦1 （1千
葉大院薬）

28T-pm08S
 14:34

ナノ銀粒子曝露による神経細胞でのアミロイド β 発
現増加とその誘導機序解明
○笠原 淳平1, 東阪 和馬1,2, 大須賀 絵理1, 豊田 麻人1,
長野 一也1, 堤 康央1,3 （1阪大院薬, 2阪大院医, 3阪大
MEIセ）

28T-pm09S
 14:46

非晶質ナノシリカの事前投与による肝障害の増悪に
関わる因子の同定に向けた検討
○衛藤 舜一1, 東阪 和馬1,2, 佐藤 建太1, 越田 葵1, 長野
一也1, 堤 康央1,3 （1阪大院薬, 2阪大院医, 3阪大MEIセ）

3 月 28 日（水）　午前
U 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　6F　会議室 6A

衛生化学・公衆衛生学⑤
竹田 修三（広島国際大薬）

28U-am01
 9:00

ヒト 17β-hydroxysteroid dehydrogenase 2 の Morphine
関連化合物に対する基質特異性および 17β-
hydroxysteroid 類による Morphine 6-Dehydrogenase 活
性の阻害
○松尾 康平1, 青木 理歩1, 成松 鎭雄2, 舟橋 達也3, 山
野 茂1 （1福岡大薬, 2南九州大健康栄養, 3松山大薬）
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28U-am02
 9:12

健康食品と医薬品の飲み合わせに関する意識調査と
検索データベースの活用
○新田 弥生1, 生駒 照1, 生田 智樹1, 立藤 智基1, 三浦
健2, 篠塚 和正2 （1山田養蜂場, 2武庫川女大薬）

28U-am03
 9:24

アスタキサンチンと α-トコトリエノールの相乗的抗
酸化効果における立体構造の影響
○石川 みすず1, 平井 将太1, 濵 進3, 細井 信造3, 吉田
達貞2, 髙橋 侑4, 福田 達也2, 田中 保2, 小暮 健太朗2

（1徳島大薬, 2徳島大院医歯薬, 3京都薬科大, 4富士化
学工業）

28U-am04
 9:36

アスタキサンチンと抗酸化物質の組合せによる相乗
的な活性酸素消去活性の向上
○平井 将太1, 髙橋 侑2, 吉田 達貞3, 田中 保3, 福田
達也3, 小暮 健太朗3 （1徳島大薬, 2富士化学工業, 3徳島
大院医歯薬）

環境科学①
河野 貴子（立命館大薬）

28U-am05S
 9:48

培養細胞を用いたカドミウムによる近位尿細管再吸
収障害の評価
○岡 奈々恵1, 藤代 瞳1, 姫野 誠一郎1 （1徳島文理大
薬）

28U-am06S
 10:00

タンパク質アルギニン残基のメチル化に対する亜ヒ
酸の影響
○中村 優李1, 角 大悟1, 姫野 誠一郎1 （1徳島文理大
薬）

28U-am07
 10:12

鉛の内皮細胞毒性はカドミウムにより増強される
○藤江 智也1, 針田 伶奈1, 鍜冶 利幸2, 山本 千夏1 （1東
邦大薬, 2東京理大薬）

28U-am08S
 10:24

ヒト血管内皮細胞株 EA.hy926 細胞の線溶系に対す
る亜ヒ酸の抑制作用
○中野 毅1, 高橋 勉1, 吉田 映子2, 恒岡 弥生1, 篠田 陽1,
山本 千夏3, 鍜冶 利幸2, 藤原 泰之1 （1東京薬大薬, 2東
京理大薬, 3東邦大薬）

28U-am09S
 10:36

カーボンブラックナノ粒子の胎児期曝露により出生
児の脳血管周囲病変で誘導される小胞体ストレス
○小野田 淳人1,2, 近藤 洋介3, 宮崎 智3, 武田 健4, 梅澤
雅和5 （1東理大院薬, 2学振DC, 3東理大薬・生命, 4山東
理大薬, 5東理大総研院）

28U-am10
 10:48

PM2.5 由来有機化学物質の胎仔期曝露が雄性出生仔
生殖機能に及ぼす影響
○吉田 成一1, 村木 直美2, 伊藤 剛2, 嵐谷 奎一3, 市瀬
孝道1 （1大分県看科大, 2日本自動車研, 3産業医大）

3 月 28 日（水）　午後
U 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　6F　会議室 6A

環境科学②・社会と薬学
村橋 毅（日本薬大）

28U-pm01S
 13:10

神経分化誘導系を用いた低濃度環境化学物質曝露に
よる影響の解析
○郷 すずな1, 畑野 愛1, 松本 夏南1, 栗田 尚佳1, 位田
雅俊1, 保住 功1 （1岐阜薬大薬物治療）

28U-pm02
 13:22

腎近位尿細管上皮細胞における HMGB-1 の細胞外
放出に及ぼすカドミウムの影響
○李 辰竜1, 白鳥 義貴1, 徳本 真紀1, 佐藤 雅彦1 （1愛知
学院大薬）

28U-pm03S
 13:34

パラコート誘発性のドパミン作動性ニューロンへの
細胞外 Zn2+流入はパーキンソン病様運動障害の一因
である
○森岡 洋貴1, 西尾 隆佑1, 竹内 梓紗1, 玉野 春南1, 武
田 厚司1 （1静岡県大院薬）

28U-pm04S
 13:46

エストロゲン応答性レポーターマウスを用いた新規
in vivo エストロゲン作動性スクリーニング試験法の
構築および妥当性評価
○伊藤 裕恵1, 古川 誠之1, 中西 剛1, 永瀬 久光1 （1岐阜
薬大）

28U-pm05S
 13:58

金属鉛中毒に対する活性炭吸着療法の効果の検討
―胃酸酸性における in vitro 活性炭吸着実験―
○友田 吉則1, 福本 真理子1 （1北里大薬 臨床薬学研
究・教育センター 中毒学）
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医療系薬学（口頭発表）

3 月 27 日（火）　午前
C 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　鳳西

ADME①
清水 万紀子（昭和薬大）

27C-am01
 9:00

高機能かつ高純度なヒト iPS 細胞由来肝細胞の作製
と創薬応用
○高山 和雄1,2,3, 水口 裕之1,3,4,5 （1阪大院薬, 2さきがけ,
3医薬健栄研, 4阪大MEIセ, 5阪大院医）

27C-am02S
 9:12

アレルギー疾患時にシトクロム P450 代謝を阻害す
る一酸化窒素の産生因子
○板東 徹1, 谷野 公俊1, 野尻 幸江1, 岡田 祐奈1, 上田
ゆかり1, 櫻井 栄一1 （1徳島文理大薬）

27C-am03
 9:24

肝遊離細胞サンドイッチ培養法を用いたカルベジ
ロールの輸送および代謝における光学異性体間相互
作用の解析
○伊藤 圭祐1, 佐々木 萌子1, 佐藤 夕紀2, 鷲見 正人2,
武隈 洋2, 菅原 満2 （1北大薬, 2北大院薬）

27C-am04
 9:36

急性局所炎症モデルラットにおける糖尿病治療薬ナ
テグリニドの体内動態の変動メカニズム
○神志那 萌子1, 鈴木 啓一郎1, 藤本 和貴1, 合葉 哲也2

（1岡山大薬, 2岡山大院医歯薬）

27C-am05
 9:48

酸化マグネシウムがレボドパ／カルビドパ配合剤の
薬物動態に与える影響の評価
○與田 賢作1, 寺尾 唯2, 柏原 祐志2, 廣田 豪2, 窪田
敏夫3, 木村 美由紀4, 平川 雅章1, 入江 伸4, 家入 一郎2

（1福岡徳洲会病院薬, 2九大院薬, 3第一薬大地域医療
薬学セ, 4福岡みらい病院臨床研セ）

27C-am06
 10:00

体内動態制御および炎症性呼吸器疾患治療を指向し
た新規 clecoxib 吸入粉末剤
○當波 諒1, 鈴木 寛貴1, 佐藤 秀行1, 世戸 孝樹1, 尾上
誠良1 （1静岡県大薬）

ADME②
伊藤 清美（武蔵野大薬）

27C-am07S
 10:12

In silico 解析へ向けた α1-酸性糖タンパク質異型間の
薬物結合選択性に寄与するアミノ酸残基の同定
○中村 侑加1, 渡邊 博志1, 中村 照也1, 池鯉鮒 麻美1,
石躍 華奈1, 前田 仁志1, 山縣 ゆり子1, 小田切 優樹2,
丸山 徹1 （1熊本大院薬, 2崇城大薬）

27C-am08
 10:24

蛍光波長の異なる希土類ドープ NaYF4 粒子の OTN
近赤外蛍光の生体透過性
○梅澤 雅和1,2, 上ノ町 友紀2, 千原 拓未2, 上村 真生1,2,
曽我 公平1,2 （1東理大総研院, 2東理大基礎工）

27C-am09S
 10:36

腎虚血・再灌流誘発性急性腎障害モデルラットにお
けるミダゾラムの組織移行変化の要因解明
○徳永 彩子1, 宮元 敬天1, 麓 伸太郎1, 西田 孝洋1 （1長
崎大院医歯薬）

27C-am10S
 10:48

NSAIDs の COX 選択性がシスプラチン起因性細胞傷
害に及ぼす影響
○岡本 敬介1, 齋藤 佳敬2, 古堅 彩子1, 鳴海 克哉1, 小
林 正紀2, 井関 健1,2 （1北大院薬, 2北大病院薬）

27C-am11S
 11:00

パクリタキセル代謝に及ぼすカンデサルタングルク
ロン酸抱合体の影響
○勝部 友理恵1, 辻本 雅之1, 小出 博義1, 池田 義人2,
平 大樹2,3, 峯垣 哲也1, 森田 真也2, 寺田 智祐2, 西口
工司1 （1京都薬大, 2滋賀医大病院薬, 3立命館大薬）

27C-am12
 11:12

β‐グルクロニダーゼを介した塩酸イリノテカン代
謝物（SN38G）の脱抱合反応におけるアモキサピン
併用の影響
○古俵 孝明1, 東 高士1, 根来 寛1, 上谷 幸男1, 五十嵐
敏明1, 矢野 良一1, 渡辺 享平1, 塚本 仁1, 後藤 伸之1

（1福井大病院薬）

3 月 27 日（火）　午前
F 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 1

剤形開発・製剤試験
内田 享弘（武庫川女大薬）

27F-am01S
 9:00

クルクミン含有ナノ複合体を構造保持したゼリー剤
の開発
○野上 聡1, 内山 博雅1, 門田 和紀1, 戸塚 裕一1 （1大阪
薬大）

27F-am02S
 9:12

ルチンを用いたケルセチン非晶質製剤の調製および
溶解性改善に関する検討
○和田 悠平1, 山下 力也1, 内山 博雅1, 門田 和紀1, 戸
塚 裕一1 （1大阪薬大）

27F-am03S
 9:24

グミ製剤の開発に関する研究 (第 6 報)－グミ製剤の
物性と服用感の関係－
○杉本 澪彦1, 内田 信也1, 関 秀太1, 中垣 史哲1, 田中
紫茉子1, 並木 徳之1 （1静岡県大薬）

27F-am04S
 9:36

褥瘡の治療に用いる水溶性基剤の吸水機構に関する
検討
○星野 拓也1, 山本 佳久2, 東 初樹1, 井上 元基1, 深水
啓朗1 （1明治薬大, 2帝京平成大薬）

27F-am05
 9:48

自動分割分包機により調剤した分包品の質量均一性
○大屋 彩音1, 中妻 章1, 二宮 昌樹1, 徳村 忠一1 （1徳島
文理大香川薬）

27F-am06
 10:00

自動分割分包機の残留薬物量に対する吸引清掃と乳
糖洗浄の複合効果
○矢野 志織1, 中妻 章1, 二宮 昌樹1, 徳村 忠一1 （1徳島
文理大香川薬）

医薬品情報・管理
百瀬 泰行（国際医福大薬／国際医福大・塩谷病院薬）

27F-am07S
 10:12

有害事象自発報告データベース(JADER)を用いた薬
剤性光線過敏症の評価
○中尾 智史1, 畠平 春奈1, 笹岡 沙也加1, 長谷川 栞1,
元岡 佑美1, 上田 夏実1, 阿部 純子1,2, 福田 昌穂1, 長沼
美紗1, 加納 宏行3, 清島 眞理子3, 石黒 源之4, 紀ノ定
保臣5, 中村 光浩1 （1岐阜薬大, 2メディカルデータベー
ス, 3岐阜大院医, 4石黒クリニック, 5岐阜大院連合創
薬）

27F-am08
 10:24

セレギリン、ラサギリン類のシグナル検出による副
作用比較
冷 傲1, 田 雨時1, 淺野 遥香2, ○浅野 弘斗1, 周 怡1, 高
木 達也1 （1阪大院薬, 2阪大薬）

27F-am09
 10:36

「NIHS 医薬品安全性情報」として収集した 15 年間
のトピックスから～安全性問題の発生から決着まで
を振り返る～
○青木 良子1, 前田 初代1, 鈴木 菜穂1, 丸野 有利子1

（1国立衛研）

27F-am10
 10:48

後発医薬品導入の取り組み～効率かつ効果的な導
入～
○城野 修男1 （1市立貝塚病院薬）

27F-am11
 11:00

使用実績に基づく採用薬剤数適正化にむけた薬事委
員会としての取り組み
○中野 智尋1, 藺上 圭子1, 河原 昌美1 （1金沢市立病
院）
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27F-am12
 11:12

調剤エラーの発生メカニズムと患者への危険性との
関係
○辻 敏和1, 永田 健一郎1, 入佐 俊弘1, 金谷 朗子1, 増
田 智先1 （1九州大病院）

3 月 27 日（火）　午後
F 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 1

TDM
今村 知世（慶應大医）

27F-pm01S
 13:10

尿細管再吸収機構を基盤としたリチウムのクリニカ
ルファーマコメトリクス
○山口 大地1, 辻 泰弘1, 園田 美樹2, 進 健司3, 木藤
弘子4, 笠井 英史5, 藤 秀人1, 神村 英利6 （1富山大薬,
2八幡厚生病院薬, 3飯塚病院薬, 4福間病院薬, 5サター
ラ, 6福岡大病院薬）

27F-pm02S
 13:22

癌化学療法における細胞間質液モニタリングの有用
性に関する検討
○徳永 寛人1, 鶴田 弘明1, 河渕 真治1, 伊藤 由佳子1,
栄田 敏之1 （1京都薬大）

27F-pm03
 13:34

CHDF 患者に対して VCM の投与量を推奨した一例
○町田 浩晃1, 小林 綾1, 小林 岳1, 飯島 尚志1 （1川崎市
立川崎病院薬）

27F-pm04S
 13:46

リネゾリド誘発性汎血球減少症を予測する ER 解析
○中舘 成河1, 辻 泰弘2, 尾上 知佳2, 山口 大地1, 酒巻
一平3, 笠井 英史4, 藤 秀人2, 山本 善裕3 （1富山大薬,
2富山大院薬, 3富山大院医, 4サターラ）

27F-pm05S
 13:58

骨肉腫患者における大量メトトレキサート療法の母
集団薬物動態解析
○スタッブ アンジェリーナ由紀子1, 菅 幸生1,2, 津幡
あつ実1, 三坂 恒1,2, 辻 泰弘3, 藤 秀人3, 嶋田 努2, 崔
吉道2, 松下 良1 （1金沢大院医薬保, 2金沢大病院薬, 3富
山大院薬）

27F-pm06
 14:10

ヒト血漿中総および遊離形ダプトマイシン濃度測定
法の確立とその臨床適用
○宮寺 友香里1, 内藤 隆文1, 山田 尚広1, 川上 純一1

（1浜松医大病院薬）

医薬品適正使用
佐藤 淳也（静岡県立静岡がんセンター）

27F-pm07
 14:22

ポリファーマシーに対する介入の長期的な評価
○高橋 知子1, 小倉 史愛1, 木村 丈司1, 清水 倫子1, 西
岡 達也1, 久米 学1, 槇本 博雄1, 矢野 育子1 （1神戸大病
院薬）

27F-pm08
 14:34

持参薬確認業務における危険予知トレーニングツー
ルの開発とその評価
○谷藤 亜希子1, 山本 和宏1, 木村 丈司1, 五百蔵 武士1,
西岡 達也1, 久米 学1, 槇本 博雄1, 矢野 育子1 （1神戸大
病院薬）

27F-pm09
 14:46

高尿酸血症・痛風の治療ガイドラインと比べた血清
尿酸値の管理状況
○清水 るみ子1, 鳥井 栄貴1, 安田 大将1, 平岡 義範1,
橋田 亨2, 久米 典昭1 （1神戸学院大薬, 2神戸市立医療
センター中央市民病院薬）

27F-pm10
 14:58

ERCP および上部消化管手術・処置後の欠食患者に
おける栄養管理
○小路 晃平1, 梅下 翔1, 山島 糸1, 西 千恵子1, 河原
昌美1 （1金沢市立病院薬）

27F-pm11
 15:10

乳癌アントラサイクリン/シクロホスファミド併用療
法に対する制吐対策としてのオランザピンの有効性
の評価
○小林 亮1, 名和 美奈子1, 廣瀬 智恵美1, 松岡 梨恵1,
鈴木 昭夫1, 森 龍太郎2, 二村 学2, 杉山 正3, 吉田 和弘2,
伊藤 善規1 （1岐阜大病院薬, 2岐阜大院医, 3岐阜薬大）

27F-pm12
 15:22

進行・再発大腸がんに対するトリフルリジン/チピラ
シル配合錠服用患者の予後因子としての好中球減少
○木村 美智男1, 宇佐美 英績1, 吉村 知哲1 （1大垣市民
病院薬）

調剤薬局・在宅医療・地域医療
伊藤 譲（レーベンプラン　レモン薬局）

27F-pm13
 15:34

健康サポート薬局におけるフレイル予防のための骨
粗鬆症の早期発見と運動指導の実践
○宇部 忍1, 藤田 啓祐1, 福田 祥子1, 岡部 美彩子1, 緒
方 直美1 （1クラフト さくら薬局）

27F-pm14
 15:46

臨床検査値を用いて実践したプレアボイド事例報告
及びその検討
○板床 真沙美1, 溝口 大貴1, 高木 真衣1, 的場 俊哉1

（1キリン堂）

27F-pm15
 15:58

施設在宅における他職種連携から見えた漫然投与に
おける実態
○高野 聖也1, 藤井 真吾1, 茶谷 友子1, 大澤 友範1, 佐
生 健宏1 （1キリン堂）

27F-pm16
 16:10

ジヒドロピリジン系薬剤において生じた交叉反応が
疑われる光線過敏症の症例にみる保険薬剤師の果た
すべき役割
○八木下 敏彰1, 中島 直幸2, 前田 守1, 長谷川 佳孝1,
月岡 良太1, 森澤 あずさ1, 佐藤 宏樹3, 大石 美也1, 澤
田 康文3 （1アインホールディングス, 2リード薬局, 3東
大院薬）

27F-pm17
 16:22

高齢者が薬を正しく使える仕組みを作るための基礎
調査
○水内 義明1, 新井 茂昭1, 向井 良1, 形部 宏文1, 木村
康浩1, 水谷 怜子1, 谷 雅子1 （1安田女大薬）

27F-pm18
 16:34

障害者施設職員に対するインフルエンザ曝露後予防
の有効性の検討
○北岡 泰介1, 藤川 勇実3, 森本 真仁2, 京谷 庄二郎1

（1徳島文理大院薬, 2徳島赤十字ひのみね総合療育セ
ンター薬剤部, 3徳島赤十字ひのみね総合療育セン
ター看護部）

薬薬連携
飯塚 敏美（望星薬局）

27F-pm19
 16:46

薬剤師が取り組むポリファーマシー（施設における
現状と課題）第 1 報
○山口 弘美1, 北井 智康2, 安田 圭子3, 橋本 昌子3, 杉
田 尚寛4 （1てまり西泉薬局, 2有料老人ホーム ひなの
家, 3スパーテル, 4スパーテル 医薬品情報室）

27F-pm20
 16:58

在宅服薬ケア連携
寒原 純子2, ○森永 ひかり1, 益永 月乃1, 米田 麗奈1,
篠崎 裕美1, 水内 義明1 （1安田女大薬, 2日本調剤）

27F-pm21
 17:10

老健施設と保険薬局の連携によるポリファーマシー
解消の試み
○山浦 克典1,2, 林 直子1, 岩田 紘樹1,2, 福本 正勝3, 荻
堂 義規1, 小林 典子1,2, 川本 嘉子1 （1慶應大附属薬局,
2慶應大薬社会薬学, 3長岡福祉協会首都圏）

27F-pm22
 17:22

吸入デバイスの理解度と複雑性の改善－吸入指導講
習会参加者へのアンケート調査より－
○中村 宗一郎1,2, 加藤 秀紀1, 片岡 智哉1,3, 萩原 宏
美3,4, 江崎 哲夫1, 木村 和哲1,2,3 （1名市大病院薬, 2名市
大院薬, 3名市大院医, 4名市大病院 臨床研究開発支援
センター）

27F-pm23
 17:34

プロトコールに基づく医療機関と薬局間の連携によ
る経口抗がん薬治療管理
○安原 眞人1, 有澤 賢二2, 遠藤 一司3, 大塚 昌孝4, 奥
田 真弘5, 片倉 法明4, 佐々木 均6, 下村 直樹7, 高橋
弘充8, 立松 三千子9, 長久保 久仁子10, 永田 将司8, 縄
田 修一11, 松井 礼子12, 村田 勇人13, 山本 弘史14 （1帝京
大薬, 2日本薬剤師会, 3日本病院薬剤師会, 4つくし薬
局, 5三重大病薬, 6長崎大病薬, 7日本調剤, 8東京医歯
大病薬, 9愛知がんセ中央病薬, 10ミキ薬局, 11昭和大横
浜市北部病薬, 12がん研セ東病薬, 13クオール薬局, 14長
崎大病臨床研究セ）
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27F-pm24
 17:46

薬局主導の服薬情報提供書を用いた薬薬連携につ
いて
○吉田 啓太郎1, 杉尾 由希子2, 大窪 典子2, 永崎 一樹1,
末永 亘2, 山下 典子2, 津曲 恭一2, 尾之江 剛樹2, 野中
弘幸3 （1都城会営薬局, 2都城医療センター薬, 3都城薬
剤師会）

3 月 27 日（火）　午前
G 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 2

薬物治療（臨床）①
池田 博昭（徳島文理大香川薬）

27G-am01
 9:00

救急領域患者における薬物動態変動に応じた rTM の
至適投与量の後ろ向き調査
○中野 貴文1,2, 中村 智美2, 仲村 佳彦3, 佐藤 啓介1,2,
入江 圭一1, 三島 健一1, 石倉 宏恭3, 神村 英利1,2, 江川
孝1 （1福岡大薬, 2福岡大病院薬, 3福岡大病院救命）

27G-am02
 9:12

レベチラセタム単剤投与により誘発された悪性症候
群の一例
伊藤 康一1, 水野 翔童1,2, ○野地 裕美1, 山下 和宏2, 谷
口 秀和3, 桑山 一行3, 林 武文2 （1徳島文理大香川薬,
2四国こどもとおとなの医療センター薬, 3四国こども
とおとなの医療センター脳外）

27G-am03
 9:24

GLP-1 受容体作動薬の悪心、嘔吐に影響する因子の
検討
○塩見 めぐみ1,2, 髙田 哲秀3, 坂本 将規2, 磯元 晃2, 矢
島 慶子2, 尾鳥 勝也1,2 （1北里大薬 薬物治療学Ⅳ, 2北
里大メディカルセンター薬, 3北里大メディカルセン
ター内分泌代謝）

27G-am04
 9:36

酸化マグネシウムの併用投与は統合失調症患者の塩
基性薬物血中濃度を低下する
○吉田 久博1,2, 高橋 みのり1, 本田 実鈴1, 天保 英明3,
安藤 正純3,4 （1明治薬大, 2京都薬大, 3ハートフル川崎
病院, 4戸塚共立第2病院）

27G-am05
 9:48

芍薬甘草湯による低 K 血症発見のための K 値測定
のタイミング（第 2 報）
○伊藤 雅1, 嶋田 沙織1, 本間 真人1,2 （1筑波大病院薬,
2筑波大医学医療系）

27G-am06
 10:00

大建中湯の機能性便秘に対する有効性・安全性と 用
量による臨床効果の違いについての検討
○廣瀬 達也1, 篠田 康孝1,2, 黒田 彩夏1, 吉田 あや1, 三
岡 麻千子1, 森 光輝1, 川地 雄基1, 田中 孝治1, 竹田
亜子1, 吉村 知哲1,2, 杉山 正2 （1大垣市民病院薬, 2岐阜
薬大）

薬物治療（臨床）②
矢野 育子（神戸大病院）

27G-am07S
 10:12

エテルカルセチドの適正使用へ向けたアルブミンと
のジスルフィド結合解析
○今福 匡司1, 田中 翔馬1, 田中 元子2, 松下 和孝2, 前
田 仁志1, 渡邊 博志1, 小田切 優樹3, 丸山 徹1 （1熊本大
院薬, 2あけぼのクリニック, 3崇城大薬）

27G-am08
 10:24

ATG16L1 と ATG12 の遺伝子多型は H. pylori 陽性者
の胃粘膜萎縮の進展と相関する
○平良 美紀1, 上田 遥香1, 平戸 基輝1, 稲嶺 達夫1, 近
藤 新二1, 福田 大輔2, 磯本 一3, 塚元 和弘1 （1長崎大院
医歯薬, 2福田外科病院, 3鳥取大医）

27G-am09
 10:36

TNFRSF1A の rs2284344 多型はインフリキシマブ治
療抵抗性に関与する
○田添 優奈1, 谷口 隼輔1, 稲嶺 達夫1, 近藤 新二1, 磯
本 一2, 塚元 和弘1 （1長崎大院医歯薬, 2鳥取大医）

27G-am10
 10:48

血漿中タンパク濃度の変化によるダサチニブ遊離型
分率への影響
○川又 洸太1, 島田 美乃里1, 安江 里菜1, 徳野 千絵1,
鈴木 綾希1, 山崎 有貴1, 井上 優衣1, 長谷川 奈央1, 松
本 邦洋1, 大野 恵子1, 岸野 吏志1 （1明治薬大）

27G-am11S
 11:00

ダプトマイシンの安定性の検討
○小室 奎太1, 提箸 一貴1, 鈴木 里奈1, 松田 栞里1, 松
本 邦洋1, 大野 恵子1, 岸野 吏志1 （1明治薬大）

27G-am12S
 11:12

蛍光誘導体化 4β-hydroxycholesterol 高感度定量法の
検討
○清水 泰喜1, 吉田 蘭1, 中場 康太1, 伏木 彩1, 笹﨑 恵1,
和田 彩夏1, 鈴木 陽介2, 松本 邦洋1, 大野 恵子1, 伊東
弘樹2, 岸野 吏志1 （1明治薬大, 2大分大病院薬）

3 月 27 日（火）　午後
G 会場　ANA クラウンプラザホテル金沢　3F　瑞雲 2

薬物治療（臨床）③
永田 将司（東京医歯大病院）

27G-pm01
 13:10

ヒト母乳中への抗ヒスタミン薬の移行に関する研究
－フェキソフェナジンの母乳中濃度－
○岩佐 千尋1,2, 目鳥 幸一1, 在間 一将1, 張替 直輝1, 四
宮 一総1, 田中 嘉一2, 濱田 潤2, 林 宏行1 （1日本大薬,
2千葉県済生会習志野病院薬）

27G-pm02S
 13:22

ドネペジルおよびメマンチンの LC/MS/MS を用いた
同時定量法の確立と臨床における血中濃度の測定
○加藤 大雅1, 中村 友喜1,2, 三輪 高市1 （1鈴鹿医療大
薬, 2三重県立こころの医療センター薬）

27G-pm03
 13:34

日本人の補助人工心臓装着症例における遺伝子多型
がワルファリンコントロールへ与える影響
○中北 和樹1,2, 和田 恭一1,2, 西野 料司1, 松田 紗知1,
竹中 裕美1, 寺川 伸江1, 川端 一功1, 髙田 充隆2, 老田
章1 （1国立循環器病研セ薬, 2近畿大薬）

27G-pm04
 13:46

NUDT15 ハプロタイプの 6-メルカプトプリン感受性
への影響
○田中 庸一1, 近藤 健介2, 康 勝好3, 尾鳥 勝也1, 真部
淳4 （1北里大薬, 2聖マリアンナ医科大小児科, 3埼玉県
立小児医療センター血液・腫瘍科, 4聖路加国際病院
小児科）

27G-pm05
 13:58

Vitamin K2 suppresses T cell-mitogen activated
proliferation of peripheral lymphocytes of atopic
dermatitis patients through inhibition of MAPK
○張 美玉1,4, 杉山 健太郎1, 三浦 太郎2, 鈴木 俊輔3, 千
代反田 雅子2, 田中 祥子1, 河島 尚志2, 平野 俊彦1 （1東
京薬大薬 臨床薬理, 2東京医科大病院 小児科, 3東京
医科大八王子医療センター 小児科, 4中国中医科学院
医学実験センター）

27G-pm06
 14:10

心分泌蛋白質に着目した心不全に対する新規バイオ
マーカー探索
○東阪 和馬1,2, 大須賀 絵理1, 笠原 淳平1, 豊田 麻人1,
尾花 理徳1, 鎌田 春彦3, 前田 真貴子1, 長野 一也1, 藤
尾 慈1,2,4, 坂田 泰史2,4, 堤 康央1,5 （1阪大院薬, 2阪大院
医, 3医薬基盤健栄研, 4阪大病院, 5阪大MEIセ）

薬物治療（基礎）①
島田 美樹（鳥取大病院薬）

27G-pm07S
 14:22

COPD モデルマウスにおけるレチノイン酸誘導体
Am80 の治療効果および併存症に対する影響
○熊谷 春海1, 高桑 和也1, 秋田 智后1, 山下 親正1,2

（1東京理大院薬, 2東京理大総研院 再生医療とDDSの
融合研究部門）

27G-pm08S
 14:34

COPD モデルマウスにおける活性型ビタミン D3 の
肺胞修復効果の検討
○金井 綾香1, 藤井 純輝1, 熊谷 春海1, 秋田 智后1,2, 山
下 親正1,2 （1東京理大院薬, 2東京理大総研院 再生医
療とDDSの融合研究部門）

27G-pm09
 14:46

アルギン酸ナトリウムのマウス非アルコール性脂肪
肝炎モデルに対する抑制効果
○河内 正二1, 堀部 紗世1, 佐々木 直人1, 棚橋 俊仁1,2,
濵口 常男1, 力武 良行1 （1神戸薬大, 2徳島県鳴門病院
内科）

– 11 –



27G-pm10
 14:58

球形吸着炭(AST-120)は、慢性腎臓病による好中球/
リンパ球比の増加を抑制する
○伊藤 都裕1, 辻野 健1 （1兵庫医療大薬）

27G-pm11
 15:10

妊娠高血圧腎症に対するプロトンポンプ阻害薬の
効果
○恩田 健二1, Stephen TONG2, 武藤 真長3, Parry
LAURA2, Mark DILWORTH4, 伊川 正人3, 平野 俊彦1,
Natalie HANNAN2 （1東京薬大薬, 2メルボルン大, 3阪
大微研, 4マンチェスター大）

27G-pm12S
 15:22

致死性血栓症に対する治療薬としてのコンドロイチ
ン硫酸の可能性
○長野 文彦1, 水野 智博1, 水本 秀二1, 吉岡 憲吾1, 高
橋 和男2, 坪井 直毅3, 丸山 彰一3, 山田 修平1, 永松 正1

（1名城大薬, 2藤田保健衛生大医, 3名大院医）

薬物治療（基礎）②
小林 正紀（北大病院薬）

27G-pm13
 15:34

Arsenic disulfide-induced apoptosis and its potential
mechanisms in two- and three-dimensionally cultured
human breast cancer MCF-7 cells
○Yuxue ZHAO1,2, Kenji ONDA1, Bo YUAN3, Sachiko
TANAKA1, Anna KIYOMI4, Kentaro SUGIYAMA1,
Munetoshi SUGIURA4, Norio TAKAGI3, Toshihiko
HIRANO1 （1東京薬大薬 臨床薬理, 2中国中医科学院
鍼灸研, 3東京薬大薬 応用生化, 4東京薬大薬 医薬品
安全管理）

27G-pm14
 15:46

Integrated Stress Response における GCN2 経路選択的
な阻害剤の探索
○加藤 優1,2, 杉本 芳一2, 冨田 章弘1 （1がん研・化療セ・
ゲノム, 2慶應大薬・化学療法）

27G-pm15S
 15:58

新規心不全治療薬探索を目指したイメージングに基
づくハイスループットスクリーニング法の確立
○茂木 光1, 清水 聡史2, 砂川 陽一1,3,4, 小郷 尚久2, 船
本 雅文2,3, Sari NURMILA2, 清水 果奈2, 宮﨑 雄輔1,3,4,
刀坂 泰史1,3,4, 浅井 章良2, 和田 啓道3, 長谷川 浩二1,3,
森本 達也1,3,4 （1静岡県大薬, 2静岡県大院薬, 3京都医
療センター, 4静岡県立総合病院）

27G-pm16
 16:10

間葉系幹細胞からがん関連線維芽細胞への分化に与
える PDGFRβ の関与
○青木 重樹1, 青砥 香織1, 伊藤 晃成1 （1千葉大院薬・
生物薬剤）

27G-pm17
 16:22

ハムスター由来膵 β 細胞株（HIT-T15）におけるオ
ランザピンによるインスリン分泌抑制機構の解析
○長田 麻央1, 中井 智恵3, 三浦 悠美香3, 冨田 隆志2,
垰越 崇範1,2,3, 横大路 智治1,3, 杉本 由美4, 松尾 裕彰1,2,3

（1広島大院医歯薬保, 2広島大病院薬, 3広島大薬, 4姫
路獨協大薬）

27G-pm18S
 16:34

Quercetin による肺胞上皮 II 型細胞の薬剤性上皮間
葉転換抑制効果とその機構解析
○妹尾 俊祐1, 出口 純也1, 小中 崇史1, 川見 昌史1, 湯
元 良子1, 高野 幹久1 （1広島大院医歯薬保）

遺伝子治療・その他
山田 勇磨（北大院薬）

27G-pm19
 16:46

ウイルス製剤であるレオウイルスによる肝星細胞に
おける線維化抑制効果に関する検討
○木部 友貴1, 井上 俊介1, 水口 裕之1,2,3, 櫻井 文教1

（1阪大院薬, 2医薬健栄研, 3阪大MEIセ）

27G-pm20S
 16:58

CRISPR/Cpf1 搭載アデノウイルスベクターによるゲ
ノム編集効率の評価
○塚本 智仁1, 酒井 英子1, 高山 和雄1,2,3, 櫻井 文教1,
水口 裕之1,2,4 （1阪大院薬, 2医薬健栄研, 3JST さきがけ,
4阪大MEIセ）

27G-pm21S
 17:10

新規 AP-1 阻害剤 DTCM-glutarimide の体内動態にお
ける CYP2C19 の関与
○黒﨑 宏太1, 阿瀬見 まりえ1, 橋本 直樹1, 吉友 葵1,
小谷 真由1, 高山 さゆ美1, 松本 邦洋1, 大野 恵子1, 藤
堂 省2, 梅澤 一夫3, 岸野 吏志1 （1明治薬大, 2聖マリア
病院, 3愛知医大医）

27G-pm22S
 17:22

DTCM-glutarimide ポリソルベート製剤の炎症抑制効
果の検討(2)
○阿瀬見 まりえ1, 黒﨑 宏太1, 吉友 葵1, 橋本 直樹1,
小谷 真由1, 高山 さゆ美1, 岸野 吏志1, 松本 邦洋1, 大
野 恵子1, 藤堂 省2, 梅澤 一夫3 （1明治薬大, 2聖マリア
病院, 3愛知医大医）

27G-pm23S
 17:34

大腸炎モデルラットにおける DHMEQ 坐剤の炎症抑
制効果の検討
○蛭間 拓哉1, 内田 彩1, 兒嶋 祥士1, 長井 愛1, 桑山
裕多1, 田口 悠香1, 松本 邦洋1, 大野 恵子1, 藤堂 省2, 梅
澤 一夫3, 岸野 吏志1 （1明治薬大, 2聖マリア病院, 3愛
知医大医）

27G-pm24S
 17:46

新規抗癌剤 Arctigenin 濃度に β-glucuronidase が与え
る影響の検討
○木下 祐樹1, 松崎 未来1, 抜井 裕介1, 吉田 愛梨1, 畑
茉利子1, 平岡 碧1, 松本 邦洋1, 大野 恵子1, 岸野 吏志1

（1明治薬大）

3 月 27 日（火）　午前
P 会場　ヴィサージュ　11F　会議室 1

がん①
三浦 昌朋（秋田大病院薬）

27P-am01S
 9:00

第三世代 EGFR-TKI オシメルチニブ耐性肺癌細胞は
代替経路として SFK/Akt 経路を活性化する
○日下部 大樹1, 村上 雄一1,2, 渡 公佑1, 山田 健一1,3,
小野 眞弓1 （1九大院薬, 2聖マリア健康科学研,
3AMED-CREST）

27P-am02S
 9:12

非小細胞肺がんにおける EGFR チロシンキナーゼ阻
害剤の耐性化機構の解明に向けた検討
○林 穎1, 東阪 和馬1,2, 新谷 拓也1,3, 花室 紗知代1, 芳
賀 優弥1, 前田 真一郎1, 長野 一也1, 藤尾 慈1, 堤 康
央1,4 （1阪大院薬, 2阪大院医, 3阪大病院, 4阪大MEIセ）

27P-am03
 9:24

抗がん剤エルロチニブによる皮膚乾燥メカニズムの
解析
○金子 未歩1, 横山 貴俊1, 吉野 真花奈1, 水上 七帆1,
川崎 藍1, 田中 李歩1, 高山 直也1, 今 理紗子1, 五十嵐
信智1 （1星薬大）

27P-am04
 9:36

上皮成長因子受容体チロシンキナーゼ阻害薬（EGFR-
TKIs）による口腔粘膜炎の発症における上皮成長因
子（EGF）の影響に関する研究
○村田 志帆1, 小池 敦資1, 長谷川 聡司1,2, 天野 富美
夫1 （1大阪薬科大 生体防御学研究室, 2大阪府立病院
機構 大阪はびきの医療センター薬）

27P-am05S
 9:48

白血病細胞内エネルギー代謝適応を標的としたチロ
シンキナーゼ阻害薬併用治療の可能性
○平尾 卓也1, 山口 正視2, 菊谷 芽久美1, 知花 博治2,
伊藤 晃成1, 青木 重樹1 （1千葉大院薬, 2千葉大真菌セ）

27P-am06S
 10:00

ダサチニブ抵抗性に着目した、Triple Negative Breast
Cancer の分子病態解明に向けた検討
○芳賀 優弥1, 東阪 和馬1,2, 楊 立立1, 関根 直輝1, 林
穎1, 長野 一也1, 堤 康央1,3 （1阪大院薬, 2阪大院医, 3阪
大MEIセ）

がん②
佐々木 忠徳（昭和大）

27P-am07S
 10:12

[18F]FDG PET を用いた PD-1 治療効果の早期予測に
関する in vivo での検討
○富田 真由1, 高倉 栄男2, 安井 博宣3, 東川 桂3, 久下
裕司3, 小川 美香子2 （1北大薬, 2北大院薬, 3北大CIS）

27P-am08
 10:24

担癌マウスにおける免疫チェックポイント阻害剤の
組織内分布の解析とそれらが薬効特性に及ぼす影響
○栗野 泰大1, 畠山 浩人1, 鈴木 博元1, 小久保 朋美1,
照井 亜侑1, 荒野 泰1, 樋坂 章博1 （1千葉大院薬）

– 12 –



27P-am09
 10:36

In vitro がん血管モデルを用いた免疫療法の新生血管
に対する影響の評価
○野村 鉄也1, 山川 真希枝1, 平井 孝昌1, 小泉 直也1,
宇都口 直樹1 （1昭和薬大）

27P-am10
 10:48

薬剤誘導性腫瘍血管正常化は抗癌剤感受性を増強さ
せる
○松永 慎司1, 西出 峻治1, 北島 正二朗1, 山口 雄大1,
塩田 正之2, 三浦 克之3, 冨田 脩平1 （1大阪市大院医・
分子病態薬理学, 2大阪市大院医・研究支援プラット
ホーム, 3大阪市大院医・薬効安全性学）

27P-am11S
 11:00

光線免疫療法におけるメカニズム解明に向けた薬剤
の光応答性に関する検討
○安藤 完太1, 中島 孝平1, 高倉 栄男1, 小川 美香子1,2

（1北大院薬, 2JSTさきがけ）

27P-am12S
 11:12

光線免疫療法によるがん細胞死誘発過程における細
胞膜の変化に関する検討
○中島 孝平1, 高倉 栄男1, 志水 陽一1, 浅沼 大祐2,3, 上
野 匡4, 浦野 泰照2,4,5, 小川 美香子1,3 （1北大院薬, 2東大
院医, 3JSTさきがけ, 4東大院薬, 5CREST AMED）

3 月 27 日（火）　午後
P 会場　ヴィサージュ　11F　会議室 1

がん③
川上 純一（浜松医大病院薬）

27P-pm01S
 13:10

FOLFIRINOX 療法における抗癌剤の体内動態とバイ
オマーカーに関する検討
○森 わかな1, 伊藤 由佳子1, 河渕 真治1, 栄田 敏之1

（1京都薬大）

27P-pm02S
 13:22

膵癌化学療法における治療選択バイオマーカーに関
する検討
○柄田 佐和子1, 伊藤 由佳子1, 河渕 真治1, 堀口 繁2,
加藤 博也2, 白羽 英則2, 栄田 敏之1 （1京薬大, 2岡山大
病院医）

27P-pm03S
 13:34

投薬タイミングの違いによる oxaliplatin 誘発末梢神
経障害の発症メカニズムの解明
○瀬戸 祥弘1, 鰐渕 将1, 髙原 彩1, 高倉 俊介1, 岡﨑
史泰1, 友成 真理1, 藤 秀人1 （1富山大院薬）

27P-pm04S
 13:46

大腸癌モデルラットにおけるオキサリプラチン誘発
急性末梢神経障害と血漿中薬物濃度に関する基礎的
検討
○森本 実希1, 武貞 和希1, 高橋 千春1, 武田 茉子1, 河
渕 真治1, 伊藤 由佳子1, 栄田 敏之1 （1京都薬大）

27P-pm05S
 13:58

ヒトスキルス胃がん細胞株とその好発転移株の薬剤
感受性に関する研究
○中代 里美1, 小池 敦資1, 栁原 五吉2, 天野 富美夫1

（1大阪薬大, 2国立がん研セ）

27P-pm06S
 14:10

レバミピドは口腔粘膜細胞において Akt 経路活性化
により 5-fluorourasil 誘導細胞死を抑制する
○川島 啓司1, 椿 正寛1, 武田 朋也1, 浅野 良太1, 藤本
伸一郎1,2, 西田 升三1 （1近畿大薬, 2近畿大病院薬）

がん④
武田 泰生（鹿児島大病院薬）

27P-pm07S
 14:22

多発性骨髄腫での MIP-1α オートクラインは ERK 及
び Akt 経路活性化により抗がん剤耐性に寄与する
○河本 雄一1, 椿 正寛1, 武田 朋也1, 川島 啓司1, 西田
升三1 （1近畿大薬）

27P-pm08
 14:34

慢性骨髄性白血病における BCR-ABL1 阻害薬耐性
に MET 経路活性化が寄与する
○椿 正寛1, 武田 朋也1, 河本 雄一1, 浅野 良太1, 藤本
伸一郎1,2, 山添 譲2, 西田 升三1 （1近畿大薬, 2近畿大病
院薬）

27P-pm09S
 14:46

Nicotinamide phosphoribosyltransferase 阻害剤に対す
るがん耐性機構の解析
○荻野 暢子1,2, 佐藤 聡1, 内海 文彰2, 田沼 靖一1 （1東
京理大薬・生化学, 2東京理大薬・遺伝子制御学）

27P-pm10
 14:58

HSP90 阻害薬による quizartinib 耐性急性骨髄性白血
病の克服
○片山 和浩1, 伊藤 賢司1, 野口 耕司1, 杉本 芳一1 （1慶
應大薬）

27P-pm11S
 15:10

KSHV RTA と Sp1/3 による interleukin-10 プロモー
ターの活性化
○宮澤 雅典1, 野口 耕司1, 片山 和浩1, 杉本 芳一1 （1慶
應大薬・化学療法）

がん⑤
内藤 隆文（浜松医大病院薬）

27P-pm12S
 15:22

Pioglitazone は PPARγ 非依存的に STAT3 阻害を介し
てアポトーシスを誘導する
○浅野 良太1, 椿 正寛1, 武田 朋也1, 川島 啓司1, 藤原
大一朗1,2, 阪口 勝彦2, 西田 升三1 （1近畿大薬, 2日本赤
十字和歌山医療センター薬）

27P-pm13S
 15:34

解糖系代謝酵素 Glyoxalase I はヒト乳癌において組
織学的グレード 3 と相関し、ALDH1 陽性乳癌幹細
胞の生存に関与する
○多森 翔馬1,2, 野崎 優香1,2, 本村 瞳1, 中根 裕美1, 片
山 鈴花1, 鈴木 悠平1, 野池 芽衣1, 菊池 恵梨子1, 嶋田
奈実1, 佐藤 圭子2, 今井 美沙5, 原 泰志4, 安部 良4, 吉森
篤史6, 高澤 涼子1,3, 田沼 靖一1,3, 秋本 和憲1,2 （1東京理
大薬, 2東京理大TRセ, 3東京理大ゲノム創薬セ, 4東京
理大生命医科学研, 5順天堂大院JLRCDR, 6理論創薬
研）

27P-pm14S
 15:46

非小細胞肺癌における ALKBH3 発現抑制時の細胞
死メカニズムの解明
○小垣 考弘1, 大塩 郁幹1, 浦 芙弥1, 北恵 郁緒里1, 長
谷 拓明1, 上田 裕子1, 神宮司 健太郎1, 辻川 和丈1 （1阪
大院薬）

27P-pm15
 15:58

Dimethyl fumarate による悪性黒色腫での NF-κB 阻害
を介した腫瘍増殖・転移抑制効果
○武田 朋也1, 椿 正寛1, 浅野 良太1, 川島 啓司1, 西田
升三1 （1近畿大薬）

27P-pm16S
 16:10

Foxp3 阻害化合物の探索と作用機序解析
○園田 祐大1, 村岡 大輔1, 三好 奈央1, 小郷 尚久1, 浅
井 章良1 （1静岡県大院薬）

27P-pm17S
 16:22

異所性バゾプレシン産生に関わる遺伝子発現と融合
遺伝子の網羅的解析
○大堀 寛稀1, 三田 充男1, 菱沼 滋1, 庄司 優1 （1明治薬
大・薬効）

病態モデル
宮本 篤（札幌医大院医）

27P-pm18S
 16:34

転写共役因子 YAP 誘導性肝がん形成機構の解明
○長岡 勇也1, 仁科 博史1 （1東京医歯大院・難研・発生
再生）

27P-pm19S
 16:46

脂肪細胞分化の制御における時計遺伝子 Dbp の関与
○鈴木 智理1,2, 牛島 健太郎1, 安藤 仁3, 北村 広子1, 秋
田 智后2, 今井 靖1, 山下 親正2, 藤村 昭夫1 （1自治医大,
2東京理大薬, 3金沢大医）

27P-pm20
 16:58

気管支喘息重症化の性差に関与する気道上皮細胞の
Estradiol 依存的機能変化
○川上 佳織1, 宮坂 智充1, 増田 千愛1, 河野 資1, 高柳
元明1, 高橋 知子1, 大野 勲2 （1東北医薬大薬・病態生
理, 2東北医薬大医教育推進セ）

27P-pm21
 17:10

CAWS 誘導川崎病様マウス血管炎の IL-10 による病
態抑制効果
○木村 博昭1, 中村 潤1, 渡邊 幸子1, 唐澤 直義1, 鎌田
涼1, 笠原 忠1,2, 三浦 典子3, 大野 尚仁3, 高橋 将文1 （1自
治医大, 2国際医福大薬, 3東京薬大薬）

27P-pm22S
 17:22

キメラ型 HLA 遺伝子導入マウスを用いた免疫の関
与する特異体質薬物毒性評価モデルの確立
○薄田 健史1, 青木 重樹1, 宋 彬彬1, 藤森 惣大1, 伊藤
晃成1 （1千葉大院薬・生物薬剤学研究室）
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3 月 27 日（火）　午前
T 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　3F　会議室 3A

PK/PD
松永 民秀（名市大院薬）

27T-am07S
 10:12

腎障害時のオキサリプラチン体内動態に関する検討
○甲斐 美優1, 古家 真優1, 河渕 真治1, 伊藤 由佳子1,
栄田 敏之1 （1京都薬大）

27T-am08S
 10:24

腎障害モデルラットにおける TS-1 の体内動態に関す
る基礎的検討
○古家 真優1, 甲斐 美優1, 河渕 真治1, 伊藤 由佳子1,
栄田 敏之1 （1京都薬大）

27T-am09S
 10:36

TS-1 反復投与後の体内動態と DPD 活性に関する基
礎的検討
○田野 遥1, 河渕 真治1, 伊藤 由佳子1, 栄田 敏之1 （1京
都薬大）

27T-am10S
 10:48

胎盤細胞への葉酸輸送に及ぼす抗てんかん薬の影響
の評価
○黒澤 優子1, 古堅 彩子2, 西村 あや子3, 鳴海 克哉2,
小林 正紀3, 井関 健2,3 （1北大薬, 2北大院薬, 3北大病院
薬）

27T-am11
 11:00

MALDI-MSI を用いた Raltegravir 中枢神経系移行性
評価への応用
○大内 麻由1,3, 土屋 亮人2, 相川 博明1, 林 光博1, 劉
晶楽1, 濱田 哲暢1,3 （1国立がん研セ 基盤的臨床開発研
究コアセンター薬効試験部門, 2国立国際医療研究セ
ンター病院 エイズ治療・研究開発セ, 3熊本大院薬）

27T-am12
 11:12

メンケス病治療薬候補としての CuGTSM のマウスに
おける体内動態の検討
○阪本 優介1, 大弓 将史1, 合田 ひとみ1, 山岸 喜彰1,
高橋 秀依2, 深水 啓朗3, 工藤 敏之1, 伊藤 清美1 （1武蔵
野大薬, 2帝京大薬, 3明治薬大）

3 月 27 日（火）　午後
T 会場　TKP 金沢新幹線口会議室　3F　会議室 3A

社会薬学①
亀井 美和子（日本大薬）

27T-pm01
 13:10

日本における薬剤師の地域偏在 18 年間（1996～2014
年）の動向
○安藤 崇仁1, 井上 和男2 （1帝京大薬, 2帝京大ちば総
合医療セ）

27T-pm02S
 13:22

糖尿病患者の治療行動におけるアドヒアランス関連
因子に関する研究－内的要因としての病識に着目し
た探索的検討－
○富永 佳子1, 青森 達2, 早川 智久2, 井澤 美苗2, 望月
眞弓1,2 （1慶應大院薬, 2慶應大薬）

27T-pm03S
 13:34

入院中に薬剤を調整した患者の退院後処方の調査
○齊藤 亜依1, 大木 稔也1,2, 庄野 あい子1, 佐藤 秀昭2,
赤沢 学1 （1明治薬大, 2イムス三芳総合病院薬）

27T-pm04S
 13:46

高血圧患者におけるグレード・合併症別の治療効果
○山村 泰駿1, 高山 雅隆1, 野村 香織2, 赤沢 学1 （1明治
薬大, 2慈恵会医大）

27T-pm05S
 13:58

経口プロトンポンプ阻害剤（PPI）フォーミュラリー
導入後のボノプラザンの使用実態調査
○畠山 由莉子1, 上田 彩1,2, 高野 純一3, 坂上 逸孝2, 田
中 恒明2, 増原 慶壮4, 赤沢 学1 （1明治薬大, 2聖マリア
ンナ医大病院薬, 3日本調剤在宅医療, 4日本医薬総合
研）

27T-pm06S
 14:10

妊娠中毒症を伴う妊娠および出産と 2 型糖尿病発症
の関連
○末永 みどり1, 櫛山 暁史2, 庄野 あい子1, 赤沢 学1

（1明治薬大, 2朝日生命成人病研究所付属医院）

社会薬学②
串田 一樹（昭和薬大）

27T-pm07
 14:22

調剤記録からの高齢者における医薬品の使用調査と
適正使用の検討
○森川 馨1, 長内 隆1, 井上 圭三1, 中崎 正太郎2, 狭間
研至2 （1帝京大薬, 2ファルメディコ）

27T-pm08
 14:34

高齢者における医薬品の適正使用を支援するシステ
ム開発
○長内 隆1, 山下 裕久2, 森川 馨1 （1帝京大薬, 2山下内
科・循環器科クリニック）

27T-pm09S
 14:46

大うつ病患者における HMG-CoA 還元酵素阻害剤の
有効性及び安全性に関するメタ解析
○市瀬 好美1, 吉島 千智1, 大野 恵子1, 松本 邦洋1, 岸
野 吏志1 （1明治薬大）

27T-pm10S
 14:58

レニンアンジオテンシン系薬のアルツハイマー型認
知症に対する有効性：メタ解析
○吉島 千智1, 市瀬 好美1, 大野 恵子1, 松本 邦洋1, 岸
野 吏志1 （1明治薬大）

27T-pm11S
 15:10

日本医薬品市場の特殊性及び今後の医薬品開発の方
向性に関する薬学―経済学横断的研究
○柴田 翔洋1, 鈴木 岳之1 （1慶応大院薬 薬学教育研
セ）

27T-pm12
 15:22

シメプレビルナトリウム市販前後における投与対象
集団の特性比較
○関 真美1, 津本 周作1 （1島根大医 医療情報学講座）

3 月 27 日（火）　午前
V 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6A

がん治療 DDS-①
立花 雅史（阪大院薬 附属創薬センター）

27V-am01
 9:00

温度・pH 応答性ポリマーミセルによる選択的かつ効
率的な抗がん剤デリバリ
○蛭田 勇樹1, 神田 侑季2, 勝山 直哉2, 金澤 秀子2 （1慶
應大理工, 2慶應大薬）

27V-am02S
 9:12

ナノファイバーバイオセルロースを用いた新規パク
リタキセル製剤の開発
○望月 啓志1, 安藤 英紀2, 藤田 研司1,3, 田島 健次4, 異
島 優1, 石田 竜弘1 （1徳島大薬, 2山口大院医, 3大鵬薬
品工業, 4北大院工）

27V-am03
 9:24

肺がん治療を目的としたオートファジー誘導剤封入
葉酸修飾リポソームの有用性評価
○森岡 駿介1, 小野寺 理沙子1, 田原 耕平1, 竹内 洋文1

（1岐阜薬大）

27V-am04S
 9:36

Panobinostat 封入 PEG 修飾リポソームの開発とその
有効性評価
○陳 鴻杰1, 片桐 百恵1, 浅井 知浩1, 奥 直人1 （1静岡県
大薬）

27V-am05S
 9:48

Tissue factor 標的化リポソームを用いたがんマルチ
ターゲティング
○森 智哉1, 大塚 和摩1, 竹内 祥人1, 成田 雄大1, 清水
広介1,2, 松村 保広3, 奥 直人1 （1静岡県大薬, 2浜松医大,
3国立がん研セ 先端医療開発センター）

27V-am06S
 10:00

HDAC 阻害薬と併用効果を示す既存薬の探索とがん
治療への応用
○片桐 百恵1, 陳 鴻杰1, 浅井 知浩1, 奥 直人1 （1静岡県
大薬）

がん治療 DDS-②
原島 秀吉（北大院薬）

27V-am07S
 10:12

CAR のヒンジ・膜貫通領域改変による CAR-T 細胞
機能制御に関する基礎的検討
○藤原 健人1, 常井 彩加1, 北裏 将樹1, 今枝 啓輔1, 立
花 雅史1, 岡田 直貴1 （1阪大院薬）
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27V-am08S
 10:24

CAR のシグナル伝達領域改変による CAR-T 細胞機
能制御に関する基礎的検討
○北裏 将樹1, 藤原 健人1, 常井 彩加1, 今枝 啓輔1, 立
花 雅史1, 岡田 直貴1 （1阪大院薬）

27V-am09S
 10:36

免疫抑制性シグナル回避能を付与した T 細胞医薬の
創製と機能解析
○重松 知樹1, 藤原 健人1, 立花 雅史1, 岡田 直貴1 （1阪
大院薬）

27V-am10S
 10:48

腫瘍溶解性ウイルスであるレオウイルスの癌関連線
維芽細胞における細胞死誘導メカニズムに関する
検討
○栗栖 望1, 上撫 忠孝2, 水口 裕之1,2,3,4, 櫻井 文教1,2

（1阪大薬, 2阪大院薬, 3医薬基盤研, 4阪大MEIセ）

27V-am11S
 11:00

高性能な腫瘍溶解性アデノウイルスの開発に向けた
E1 遺伝子発現カセットの最適化に関する検討
○高山 耕輔1, 若林 圭作1, 櫻井 文教1, 水口 裕之1,2,3

（1阪大院薬, 2医薬健栄研, 3阪大MEIセ）

27V-am12
 11:12

グルカンデンドリマーの生体内デリバリーと抗原特
異的免疫誘導効果
○角谷 亮1, 柳瀬 美千代1, 穂苅 早織1, 久保 亜希子1,
杉本 和久1, 鷹羽 武史1, 栗木 隆1 （1江崎グリコ 健康
研）

3 月 27 日（火）　午後
V 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6A

がん治療 DDS-③　遺伝子 DDS-①
秋田 英万（千葉大院薬）

27V-pm01S
 13:10

効果的がん免疫療法の確立に向けた免疫賦活化核酸
搭載ナノ粒子の開発
○宗像 理紗1, 鈴木 亮1, 小俣 大樹1, 青枝 大貴2, 長谷
田 泰成2, 小山 正平3, 吉岡 靖雄2,4, 岡田 欣晃4, 丸山
一雄1 （1帝京大薬, 2阪大微研, 3阪大院医, 4阪大院薬）

27V-pm02S
 13:22

TNF-α 発現・分泌組換えビフィズス菌のマウス悪性
黒色腫モデルを用いたがん免疫療法への応用検討
○加藤 雅和1, 平 裕一郎1, 平 郁子1, 清水 芳実1, 磯田
勝広1, 斎藤 浩美1, 石田 功1 （1帝京平成大薬）

27V-pm03S
 13:34

腫瘍血管内皮細胞を標的とした樹状細胞ワクチン療
法による抗腫瘍効果と抗原特異的免疫誘導能の解析
○山川 真希枝1, 野村 鉄也1, 平井 孝昌1, 小泉 直也1,
宇都口 直樹1 （1昭和薬大）

27V-pm04S
 13:46

ジストログリカン親和性ペプチド併用 polyplex によ
る筋細胞選択的遺伝子デリバリーシステムの開発
○韮沢 慧1, 片桐 文彦1, 佐々木 愛理1, 楢木 侑子1, 三
橋 佑介1, 吉川 大和1, 野水 基義1, 根岸 洋一1 （1東京薬
大薬）

27V-pm05
 13:58

細胞間移行能を持つキャリアタンパク質の細胞内取
り込みに関する検討
○狩野 順平1, 碓井 美穂1, 小泉 直也1, 平井 孝昌1, 野
村 鉄也1, 水口 裕之2,3,4, 宇都口 直樹1 （1昭和薬大, 2阪
大院薬, 3医薬健栄研, 4阪大MEIセ）

27V-pm06S
 14:10

マイクロ流路を用いた charge-reversible 脂質ナノ粒子
調製法の構築
○佐伯 椋子1, 平井 勇祐1, 浅井 知浩1, 深田 尚文2, 冨
田 康治2, 前田 典之2, 奥 直人1 （1静岡県大薬, 2日本精
化）

遺伝子 DDS-②
丸山 一雄（帝京大薬）

27V-pm07S
 14:22

標的選択的デリバリーを指向したタンパク質修飾
siRNA 内包ナノカプセル
○木幡 愛1, Hashim P. K.1, 大黒 耕1, 相田 卓三1 （1東大
院工）

27V-pm08
 14:34

siRNA embedded chaperonin GroEL nanotubes for in
vivo gene therapy
○Hashim P. K.1, Seunghyun SIM1, 大黒 耕1, 相田 卓
三1 （1東大院工）

27V-pm09S
 14:46

ワンポット調製法を用いた siRNA 搭載型中性脂質ナ
ノ粒子の開発
○白根 大貴1, 田中 浩揮1, 吉岡 宏樹2, 丹下 耕太2, 中
井 悠太2, 秋田 英万1 （1千葉大院薬, 2日油）

27V-pm10S
 14:58

Charge-reversible 脂質を用いた siRNA デリバリーシ
ステムの開発と有用性評価
○平井 勇祐1, 佐伯 椋子1, 岡本 彩香1, 浅井 知浩1, 深
田 尚文2, 冨田 康治2, 前田 典之2, 奥 直人1 （1静岡県大
薬, 2日本精化）

27V-pm11S
 15:10

微弱電流刺激による siRNA の細胞内送達メカニズム
の解析
○Mahadi HASAN1, 濱 進1, 斎藤 博幸1, 小暮 健太朗2

（1京都薬大, 2徳島大薬）

27V-pm12S
 15:22

フッ素導入によるポリアミンリポソームの精密な
pKa 制御と siRNA 送達効率に与える影響評価
○岡本 彩香1, 小出 裕之1, 森田 直樹2, 濱島 義隆2, 浅
井 知浩1, 奥 直人1 （1静岡県大院薬 医薬生命化学講
座, 2静岡県大院薬 医薬品創製化学講座）

遺伝子 DDS-③
浅井 知浩（静岡県大薬）

27V-pm13S
 15:34

微弱電流処理を利用した機能性核酸の細胞内取り込
みの検討
○大島 康史1, Mahadi HASAN3, 田良島 典子2, 濱 進3,
福田 達也2, 田中 保2, 南川 典昭2, 小暮 健太朗2 （1徳島
大薬, 2徳島大院薬, 3京都薬大）

27V-pm14
 15:46

イオントフォレシスによる肝臓への核酸医薬送達
○賀川 真夕子1, 福田 達也2, 田中 保2, 小暮 健太朗2

（1徳島大薬, 2徳島大院医歯薬）

27V-pm15
 15:58

優れた siRNA 送達効率と安全性を両立する脂質ナノ
粒子の開発
○佐藤 悠介1, 橋場 一毅1, 原島 秀吉1 （1北大院薬）

27V-pm16S
 16:10

ヒトナチュラルキラー細胞株への毒性回避を目指し
た siRNA 搭載脂質ナノ粒子の開発
○山田 小春1, 中村 孝司1, 藤原 優希1, 佐藤 悠介1, 原
島 秀吉1 （1北大院薬）

27V-pm17S
 16:22

がん組織における浸潤性向上を目指した極小脂質ナ
ノ粒子の開発
○岡部 奈々1, 佐藤 悠介1, 真栄城 正寿2, 渡慶次 学2,
原島 秀吉1 （1北大院薬, 2北大院工）

27V-pm18S
 16:34

治療用 RNA 搭載ミトコンドリア標的型リポソーム
による遺伝子治療戦略の検証
○宗宮 加奈1, 山田 勇磨1, 河村 恵理子1, 宮内 彰彦2,
小坂 仁2, 原島 秀吉1 （1北大院薬, 2自治医科大）

半固形製剤　注射剤・液剤
尾上 誠良（静岡県大薬）

27V-pm19S
 16:46

アクリル系ポリマーを用いた貼付剤の製剤学的特性
評価
○四角 凌悟1, 藤井 美佳1,2, 我藤 勝彦1,3, 井上 元基1,
伊東 明彦1, 深水 啓朗1 （1明治薬大, 2ミロット, 3アステ
ラス製薬）

27V-pm20S
 16:58

ノビレチンの溶解性及び吸収性改善を目的としたイ
オン液体含有経皮投与製剤の開発と評価
○服部 禎士1, 岩尾 康範1, Samir MITRAGOTRI2, 櫻井
理咲子1, 木村 晋一郎1, 稲井 誠1, 浅川 倫宏1, 菅 敏幸1,
板井 茂1 （1静岡県大薬, 2ハーバード大）

27V-pm21S
 17:10

オキサリプラチン誘発性急性末梢神経障害に対する
新規 TRPA1 阻害外用剤の開発
○向井 雅人1, 河野 弥生1, 中澤 孝文2, 鈴木 貴明2, 石
井 伊都子2, 花輪 剛久1 （1東京理大薬, 2千葉大病院薬）
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27V-pm22
 17:22

フリーラジカルによるケトプロフェン光分解反応の
新規抑制方法の探索
○島田 洋輔1, 寳 彩香1, 小林 拳志郎1, 後藤 了1, 浅田
瑞枝2, 中村 敏和2, 猪尾 勝幸3 （1東京理大薬, 2分子研,
3帝國製薬）

27V-pm23S
 17:34

DPD シミュレーションによる脂質膜構成メカニズム
の解明
○新庄 永治1, 奥脇 弘次2, 土居 英男2, 望月 祐志2,3, 郡
司 美穂子1, 古石 誉之1, 福澤 薫1, 米持 悦生1 （1星薬大,
2立教大理, 3東大生研）

27V-pm24S
 17:46

Quality by Design アプローチを用いた幹細胞製剤の
新規処方検討
○藏合 順也1, 近藤 雄哉1, 秋田 智后1,2, 山下 親正1,2

（1東京理大薬, 2東京理大総研院）

3 月 27 日（火）　午前
W 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6C

コントロールドリリース
山本 昌（京都薬大薬）

27W-am01
 9:00

自然抗体としての anti-PEG IgM が Doxil の血中濃度
に与える影響
○久保 幸代1, 清水 太郎1, 鵜川 真実1, 藤本 麻葉2, 松
本 陽子2, 異島 優1, 石田 竜弘1 （1徳島大薬, 2東大病院）

27W-am02
 9:12

マクロファージによる PEG 修飾体の in vitro 取り込
み量評価による ABC 現象の発現予測に関する検討
○清水 太郎1, 久保 幸代1, 異島 優1, 石田 竜弘1 （1徳島
大薬）

27W-am03S
 9:24

タンパク質性薬物の持続放出を企図した温度応答性
Sangelose/cyclodextrin インジェクタブルゲルの構築
○大久保 尚徳1,3, 庵原 大輔1, 安楽 誠1, 上釜 兼人1, 平
山 文俊1,2 （1崇城大薬, 2DDS研, 3ファーマダイワ）

27W-am04S
 9:36

Eudragit RS/RL を用いた新規 IKV-741 含有徐放性製
剤の物性および体内動態評価
○塚田 遼太1, 山根 千佳1, 兼子 裕規1, 樋口 浩司2, 新
銅 猛2, 四釜 洋2, 世戸 孝樹1, 佐藤 秀行1, 尾上 誠良1

（1静岡県大薬, 2石原産業）

27W-am05S
 9:48

骨誘導性機能を有する薬物徐放性足場材料としての
低温焼結 PLGA マイクロスフェアブロックの開発と
in vivo の評価
○沼口 貴範1, 照喜名 孝之1, 服部 祐介1, 大塚 誠1 （1武
蔵野大薬）

27W-am06S
 10:00

スチレンマレイン酸コポリマー結合型アムフォテリ
シン B（SMA-AmB）の合成と評価
○番匠谷 研吾1, 山本 繁史1, 田中 哲郎1, 金尾 義治1,
前田 浩2 （1福山大薬, 2バイオダイナミックス研）

ターゲティング①
異島 優（徳島大院医歯薬）

27W-am07S
 10:12

細胞膜透過性ペプチド (CPPs) を用いた眼科ドラッグ
デリバリーシステムの可能性検討
○小山 裕貴1, 石田 怜司1, 榎本 裕志1,2, 本田 崇宏1,2,
岡部 高明1,2 （1奈良先端大院, 2参天製薬）

27W-am08
 10:24

血管内皮細胞増殖因子の局所徐放による心筋細胞組
織移植の生着率向上の検討
○長瀬 健一1,2, 南雲 悠平1, Miri KIM3, Hee-Jung KIM3,
Hei-Won KYUNG3, Hye-Jin CHUNG3, 関根 秀一2, 清
水 達也2, 金澤 秀子1, 岡野 光夫2, Seung-Jin LEE3, 大
和 雅之2 （1慶應大薬, 2東女医大先端生命研, 3梨花女
子大薬）

27W-am09
 10:36

ヒト生検大腸粘膜組織を用いたレクチン固定化蛍光
ナノスフェアの癌認識性
○佐久間 信至1, 熊谷 光倫1,2, 中井 夏那子1, 鵜川 真
実1, 江口 考明3, 福知 工3, 吉野 琢哉4, 松浦 稔5, 飛田
悦男2, John GORE6, Wellington PHAM6, 仲瀬 裕志7

（1摂南大薬, 2ADEKAライフサイエンス材料研, 3大阪
府済生会中津病院, 4田附興風会北野病院, 5京大病院,
6Vanderbilt Univ. Institute of Imaging Sci., 7札幌医大
医）

27W-am10S
 10:48

ドラッグデリバリーシステムに用いるナノ粒子の体
内分布特性評価を目的としたマルチスケールイメー
ジング手法の確立
○石澤 清心1, 戸上 紘平1, 多田 均1, 丁野 純男1 （1北海
道薬大）

27W-am11
 11:00

PEG 脂質を介した細胞膜表面への単鎖抗体修飾
○山田 創太1, 樋口 ゆり子1, 橋田 充2, 山下 富義1 （1京
大院薬, 2京大物質－細胞統合システム拠点）

27W-am12
 11:12

ニーマン・ピック病 C 型治療を企図したラクトース
修飾シクロデキストリンの in vivo 評価
○前田 有紀1,2, 西山 怜奈1, 本山 敬一1, 東 大志1, 石塚
洋一1, 近藤 悠希1, 入江 徹美1,2, 江良 択実3, 有馬 英
俊1,2 （1熊本大院薬, 2熊本大リーディング大学院
HIGO プログラム, 3熊本大発生医学研）

3 月 27 日（火）　午後
W 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　6F　

カンファレンスルーム 6C

ターゲティング②
佐久間 信至（摂南大薬）

27W-pm01S
 13:10

セリン修飾を利用した新規腎ターゲティング型高分
子キャリアの創製
○松浦 悟1, 勝見 英正1, 鈴木 宏枝1, 林 英誉1, 平井 菜
都子1, 坂根 稔康1,2, 山本 昌1 （1京都薬大, 2神戸薬大）

27W-pm02S
 13:22

アスパラギン酸修飾を利用した骨指向性高分子ミセ
ルの開発及び癌骨転移治療への応用
○山下 修吾1, 勝見 英正1, 磯部 友吾1, 矢木 夕美子1,
坂根 稔康1,2, 山本 昌1 （1京都薬大薬, 2神戸薬大製剤学
研究室）

27W-pm03S
 13:34

COPD 根治治療薬としての Am80 封入 ssPalm ナノ粒
子の有用性の検討
○長島 彰太1, 加藤 大貴1, 三浦 可南子1, 秋田 智后1,2,
田中 浩揮3, 秋田 英万3, 山下 親正1,2 （1東京理大院薬,
2東京理大総研院, 3千葉大院薬）

27W-pm04
 13:46

ナロキソン経鼻投与後の脳内移行性ならびに虚血再
灌流障害マウスにおける脳保護効果
○金沢 貴憲1, 益子 崇1, 福田 光良1, 畑山 真佑佳1, 樋
口 優美1, 鈴木 直人1, 木澤 靖夫1, 鈴木 豊史1 （1日本大
薬）

27W-pm05S
 13:58

マウス食道逆挿管鼻腔内投与法を用いた水溶性高分
子の Nose-to-Brain 動態評価
○福田 光良1, 鈴木 直人1, 金沢 貴憲1, 鈴木 豊史1 （1日
本大薬）

27W-pm06
 14:10

鼻から脳への薬物送達（Nose-to-Brain）を達成する
ための経鼻投与技術開発：サルへのマンガン配合経
鼻製剤投与による鼻腔内分布及び脳移行性の評価
○鳥飼 祐介1, 園田 陽1, 迫田 翔悟1, 安田 奈美1, 治田
俊志1 （1新日本科学）

固形製剤①
米持 悦生（星薬大）

27W-pm07S
 14:22

低融点マイクロクリスタリンワックスを用いた温度
感受性製剤の設計と評価
○松本 亘平1, 木村 晋一郎1, 西野 悟2, 岩尾 康範1, 板
井 茂1 （1静岡県大薬, 2日本精蝋）
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27W-pm08S
 14:34

多孔性ケイ酸カルシウムとポリビニルピロリドンを
用いた徐放性製剤の開発と評価
○上垣 由布子1, 前田 幸千恵1, 平井 伸明1, 中瀬 朋夏1,
髙橋 幸一1 （1武庫川女大薬）

27W-pm09
 14:46

温度感受性タンパク質含有徐放性製剤の設計と評価
○一布 茉梨絵1, 松本 亘平1, 木村 晋一郎1, 岩尾 康範1,
板井 茂1 （1静岡県大薬）

27W-pm10
 14:58

Effect of preparation method of ternary solid dispersion
on physical stability of probucol nanoparticles in
aqueous solution
○Zhijing ZHAO1, Hiroaki KATAI1, Keisuke UEDA1,
Kenjirou HIGASHI1, Kunikazu MORIBE1 （1Graduate
School of Pharmaceutical Sciences, Chiba University）

27W-pm11
 15:10

造粒高分子を用いた中空粒子の調製と評価
○辻村 隆成1, 鳳﨑 貴翔1, 吉原 尚輝1, 淺田 拓海2, 福
島 徹2, 木村 晋一郎1, 岩尾 康範1, 野口 修治3, 板井 茂1

（1静岡県大薬, 2大日本住友製薬, 3東邦大薬）

27W-pm12
 15:22

熱溶融積層型 3D プリンターを用いた新規胃内浮遊
性固体分散体の開発
○石川 太一1, 木村 晋一郎1, 岩尾 康範1, 板井 茂1 （1静
岡県大薬）

固形製剤②
深水 啓朗（明治薬大）

27W-pm13
 15:34

漢方エキス末高含有錠剤の設計と評価
○内田 真奈佳1, 木庭 里佳1, 岩尾 康範1, 木村 晋一郎1,
板井 茂1 （1静岡県大薬）

27W-pm14
 15:46

乾式複合化技術を利用したシリマリン高配合製剤の
開発
○眞霜 昌裕1, 清水 篤史1, 足立 知基1, 本城 政稔1, 寺
本 祐之1 （1ファンケル）

27W-pm15S
 15:58

コアモルファス化によるカルベジロールの溶解性
改善
○畠 菜々望1, 古石 誉之1, 郡司 美穂子1, 福澤 薫1, 米
持 悦生1 （1星薬大）

27W-pm16S
 16:10

FTIR を指標としたタンニン酸と PVP の最適な非水
溶性複合体量の検討による口腔内崩壊錠の処方設計
○水上 明仁1, 角田 陽祐1, 工藤 克也1, 山田 篤志2, 島
谷 隆夫2, 郡司 美穂子1, 古石 誉之1, 福澤 薫1, 小幡
誉子1, 米持 悦生1 （1星薬大, 2テイカ製薬）

27W-pm17
 16:22

異なる種類の CoQ10 顆粒を含有する口腔内崩壊錠
の溶出性および経口吸収性評価
○柏倉 康治1, 内田 信也1, 田草川 翔太1, 池松 康之1,
並木 徳之1 （1静岡県大薬）

27W-pm18
 16:34

全乾式工程による OD 錠用の苦味マスキング粒の
設計
○古越 有美1, 佐伯 勇1, 近藤 啓太1, 丹羽 敏幸1 （1名城
大薬）

固形製剤③
岩尾 康範（静岡県大薬）

27W-pm19S
 16:46

健康成人および高齢患者におけるサイズの異なる錠
剤の服用性および取り扱い性
○森廣 槙吾1, 長尾 亮佑1, 内田 信也1, 柏倉 康治1, 石
坂 優佳1, 伊藤 譲2, 並木 徳之1 （1静岡県大薬, 2レモン
薬局）

27W-pm20S
 16:58

低波数ラマン分光法を用いた改良型ナノスポット法
の汎用性検討
○大橋 健人1, 田邊 佑太1, 前野 祐介2, 久田 浩史1, 井
上 元基1, 深水 啓朗1 （1明治薬大, 2日産化学工業）

27W-pm21S
 17:10

攪拌造粒における原薬結晶形の in situ ラマン分光モ
ニタリング
○宮坂 耕平1, 大西 優1, 野村 和也1, 井上 元基1, 深水
啓朗1 （1明治薬大）

27W-pm22
 17:22

混合・造粒・乾燥工程におけるプロセスモニタリン
グに関する研究
○小柳 敬太1, 上野 明紀1, 服部 祐介2, 大塚 誠2 （1アー
ステクニカ, 2武蔵野大薬）

27W-pm23S
 17:34

Desloratadine の多成分結晶化による打錠特性の改善
○梅田 大貴1, Ahmad AINUROFIQ2,3, Rachmat
MAULUDIN2, Diky MUDHAKIR2, Sundani
SOEWANDHI2, Okky PUTRA1, 郡司 美穂子1, 古石
誉之1, 福澤 薫1, 米持 悦生1 （1星薬大, 2Institut
Teknologi Bandung, 3Sebelas Maret University）

27W-pm24
 17:46

錠剤における走査形電子顕微鏡用低ダメージ断面作
製法の検討
○長谷部 祐治1, 朝比奈 俊輔1, 真鍋 法義2 （1日本電子,
2東北医薬大）

3 月 27 日（火）　午前
X 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　7F　

カンファレンスルーム 7B

経皮吸収
勝見 英正（京都薬大）

27X-am01S
 9:00

細胞間脂質充填構造に及ぼすセラミド化学構造の
影響
○表 萌々1, 新井 裕子1, 太田 昇2, 石田 賢哉3, 小幡
誉子1 （1星薬大, 2SPring-8/JASRI, 3高砂香料工業）

27X-am02S
 9:12

経皮免疫応答誘導における炎症性サイトカインおよ
び Alarmin の寄与に関する基礎的検討
○伊藤 沙耶美1, 中川 雄介1, 吉田 淳哉2, 小山田 孝嘉2,
立花 雅史1, 岡田 直貴1 （1阪大院薬, 2富士フイルム）

27X-am03S
 9:24

水溶性薬物含有ナノシートを用いた 新規皮膚適用製
剤の開発と評価
○福島 孝昌1, カダハム ウイサム1, 藤堂 浩明1, 畑中
朋美1, 杉林 堅次1, 岡村 陽介2 （1城西大薬, 2東海大工）

27X-am04S
 9:36

ポリグリコール酸製ソリッドマイクロニードルを用
いた経皮ワクチン製剤の開発
○坂上 俊1, 小野 彰彦1, 伊藤 沙耶美1, 小豆澤 宏明2,3,
浅田 秀夫2, 齊藤 美生4, 権 英淑4, 神山 文男4, 片山
一朗3, 立花 雅史1, 廣部 祥子1, 岡田 直貴1 （1阪大院薬,
2奈良医大, 3阪大院医, 4コスメディ製薬）

27X-am05
 9:48

溶解型マイクロニードルを用いた hPTH1-34 の経皮送
達と骨粗鬆症治療への応用
○内藤 千尋1, 勝見 英正1, 鈴木 智子1, 権 英淑2, 神山
文男2, 坂根 稔康1,3, 山本 昌1 （1京都薬大, 2コスメディ
製薬, 3神戸薬大）

27X-am06S
 10:00

イオントフォレシスを用いた PLGA ナノ粒子製剤の
経皮免疫系への応用
○鈴木 孝明1, 竹内 一成1,2, 牧野 公子1,2 （1東京理大院
薬, 2東京理大DDS研セ）

消化管吸収
井上 勝央（東京薬大薬）

27X-am07
 10:12

柑橘類及び漢方薬成分ヘプタメトキシフラボンの腸
管吸収に対する影響因子
近藤 裕希1, 伊藤 志穏1,2, 奥山 聡1, 古川 美子1, ○水間
俊1 （1松山大薬, 2愛媛県衛生環境研）

27X-am08
 10:24

オキサ酸を乳化剤として用いた Coenzyme Q10 乳剤
の性質とその消化管吸収性
○八巻 義朗1, 西村 悠汰1, 横山 さや香1, 佐藤 夕紀2,
武隈 洋2, 丸山 真吾3, 菅原 満2 （1北大薬, 2北大院薬,
3MORESCO）

27X-am09S
 10:36

Multi-inlet vortex mixer を用いた Cyclosporine A の体
内動態制御と抗炎症作用の向上
○山田 幸平1, 兼子 裕規1, Hoang D. LU2, 世戸 孝樹1,
佐藤 秀行1, Robert K. PRUD'HOMME2, 尾上 誠良1

（1静岡県大薬, 2Princeton大）

27X-am10
 10:48

Quercetin のナノ結晶固体分散体化による経口吸収性
及び尿酸値低下作用向上: potassium oxonate 誘発性
高尿酸血症ラットにおける尿酸値定量法の比較
○平野 樹1, 勝俣 瑞木1, 後 英理1, 世戸 孝樹1, 佐藤
秀行1, 尾上 誠良1 （1静岡県大薬）
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27X-am11S
 11:00

ヒト iPS 細胞から小腸型の腸管上皮細胞への高効率
な分化誘導法の開発
○根来 亮介1, 高山 和雄1,2,3, 河合 夏苗4, 櫻井 文教1,4,
水口 裕之1,2,4,5 （1阪大院薬, 2医薬健栄研, 3JST さきが
け, 4阪大薬, 5阪大MEIセ）

3 月 27 日（火）　午後
X 会場　TKP 金沢カンファレンスセンター　7F　

カンファレンスルーム 7B

トランスポーター①
出口 芳春（帝京大薬）

27X-pm01
 13:10

D-Luciferin の体内動態に関与するトランスポーター
の同定
○古屋 貴人1, 志村 優太1, 志村 明日香1, 岸本 久直1,
白坂 善之1, 井上 勝央1 （1東京薬大薬）

27X-pm02
 13:22

2 型糖尿病病態と MCT11 遺伝子多型との関連性
○木村 有希1, 樋口 一世1,2, 小林 正紀1,2, 鳴海 克哉1,
古堅 彩子1, 三好 秀明3, 中村 昭伸3, 渥美 達也3, 井関
健1,2 （1北大院薬, 2北大病院薬, 3北大院医）

27X-pm03
 13:34

マウス消化管における核酸輸送トランスポーター
CNT2 の概日リズム制御機構の解析
○Nour JABALLAH1, 鶴留 優也1, 鶴田 朗人1, 楠瀬
直喜1, 松永 直哉1, 小柳 悟1, 大戸 茂弘1 （1九大院薬）

27X-pm04
 13:46

肺胞上皮細胞におけるペプチドトランスポーター
PEPT2 の発現・機能に及ぼす喫煙関連物質の影響
○比嘉 秀併1, 仲 亮輔1, 川見 昌史1, 湯元 良子1, 高野
幹久1 （1広島大院医歯薬保）

27X-pm05
 13:58

デュロキセチンのオキサリプラチン誘発性末梢神経
障害抑制メカニズムの解明
○梶原 望渡1,2, 中川 俊作2, 松原 和夫2, 増田 智先1

（1九大病院薬, 2京大病院薬）

27X-pm06
 14:10

ラット血液脊髄関門と血液脳関門におけるトランス
ポータータンパク質発現量の類似性と相違性の解明
○八木 悠太1, 内田 康雄1, 立川 正憲1, 寺崎 哲也1 （1東
北大院薬）

トランスポーター②
宮内 正二（東邦大薬）

27X-pm07S
 14:22

リンゴ由来ナノ粒子による消化管輸送体 OATP2B1
発現調節における microRNA の役割
○白崎 佑磨1, 小森 久和1, 荒井 俊樹1, 藤田 大地1, 岩
本 結1, 中西 猛夫1, 玉井 郁巳1 （1金沢大院医薬保）

27X-pm08S
 14:34

高脂肪食負荷インスリン抵抗性マウスにおける血液
脳関門および脳実質のタンパク質発現および機能の
変動
○緒方 星陵1, 伊藤 慎悟1,2,3, 増田 豪1,2,3, 大槻 純男1,2,3

（1熊本大院薬, 2熊本大院生命科学, 3AMED-CREST）
27X-pm09S

 14:46
細胞膜分画、SWATH 及び高精度ペプチド選択を組
み合わせた膜タンパク質の Apical/Basolateral 膜局在
と絶対発現量の網羅的推定法の開発
○平野 誠巳1, 内田 康雄1,2, 立川 正憲1,2, 後藤 諒平2,
寺崎 哲也1,2 （1東北大院薬, 2東北大薬）

27X-pm10S
 14:58

ブタ脈絡叢と脳軟髄膜の網羅的・標的プロテオミク
ス解析： OATP1A2、OCT2 及び MATE1 の発現局在
と CSF 中薬物動態における役割
○後藤 諒平1, 内田 康雄1,2, 立川 正憲1,2, 平野 誠巳2,
張 正宇2, 寺崎 哲也1,2 （1東北大薬, 2東北大院薬）

27X-pm11S
 15:10

SLC10A1/NTCP のトラフィッキング制御を標的とし
た新規 B 型肝炎ウイルス感染阻害戦略
○深野 顕人1,2, 九十田 千子1,3, 鈴木 亮介1, 相崎 英樹1,
村松 正道1, 脇田 隆字1, 小笠原 裕樹2, 渡士 幸一1 （1国
立感染研, 2明治薬大, 3理研CLST）

トランスポーター③
久保 義行（富山大）

27X-pm12
 15:22

マウス栄養膜幹細胞の分化に伴う MDR1 の発現機構
の解析
○田辺 美那子1, 野口 幸希1, 西村 友宏1, 登美 斉俊1

（1慶應大薬）

27X-pm13
 15:34

肝代謝物の胆管内排泄の外挿を目指した「毛細胆管
様構造を形成させた HepG2 細胞」と「単層培養した
TFK-1 細胞」の共培養システムにおける胆汁排泄ト
ランスポーター MRP2 の発現
○押方 歩1, 竹澤 俊明1 （1農研機構）

27X-pm14S 【演題取り下げ】

27X-pm15
 15:58

抗がん剤耐性細胞における Azadirachta indica の P-
glycoprotein 阻害活性と耐性克服効果に関する研究
○川見 昌史1, 山田 行徳1, Ousanee ISSARACHOT2,
Varaporn JUNYAPRASERT2, 湯元 良子1, 高野 幹久1

（1広島大院医歯薬保, 2マヒドン大薬）

27X-pm16 【演題取り下げ】

医薬品製剤の試験・性状・安定性
大西 啓（星薬大）

27X-pm17
 16:22

錠剤からの調製を目的としたシルデナフィルクエン
酸塩小児用経口液剤の安定性評価
○川上 裕士1, 徳村 忠一1 （1徳島文理大香川薬）

27X-pm18S
 16:34

腸溶性コーティング錠の高温・高湿度保存による皮
膜物性と溶解性変化の解析
○南 桃子1, 服部 祐介1,2, 大塚 誠1,2 （1武蔵野大薬, 2武
蔵野大薬学研）

27X-pm19S
 16:46

IKV-741 の溶液安定性改善を指向した注射剤開発お
よびその体内動態解析
○山根 千佳1, 塚田 遼太1, 樋口 浩司2, 新銅 猛2, 四釜
洋2, 世戸 孝樹1, 佐藤 秀行1, 尾上 誠良1 （1静岡県大薬,
2石原産業）

27X-pm20
 16:58

Fine droplet drying 工法を用いた作用持続型カルシト
ニン粉末吸入剤の開発
○佐藤 秀行1, 田畑 藍子1, 三分一所 靜香1, 森谷 樹2,
森永 匡彦2, 水元 隆博3, 世戸 孝樹1, 尾上 誠良1 （1静岡
県大院薬, 2リコー, 3ILS）

27X-pm21
 17:10

製剤中コクリスタルの定量試験への透過型ラマン分
光法の適用に関する研究
○竹内 勇輝1, 島村 りえ1, 岡留 悠祐1, 小出 達夫2, 井
上 元基1, 深水 啓朗1 （1明治薬大, 2国立衛研）

– 18 –



教育系薬学・その他（口頭発表）

3 月 28 日（水）　午前
P 会場　ヴィサージュ　11F　会議室 1

薬学教育①
小澤 光一郎（広島大院医歯薬保）

28P-am01
 9:00

北里大学とアイオワ大学における国際学術交流を目
的とした臨床薬学研修報告
○赤嶺 聡彦1, 冨澤 淳1, 小川 幸雄1, 近藤 留美子1, 吉
山 友二2, 厚田 幸一郎1,2 （1北里大薬剤, 2北里大薬）

28P-am02
 9:12

医療系他学部と連携した薬学生低学年海外医療視察
研修とその教育効果について
○西丸 宏1, 弓削田 祥子1, 中田 庸介1, 加瀬 義夫1 （1武
蔵野大薬学キャリア教育研究セ）

28P-am03
 9:24

薬剤師生涯教育における e-ラーニング活用の国際
動向
○塚本 由弥子1 （1熊本大社会文化学研究科）

28P-am04S
 9:36

実務実習での服薬指導における学生のコミュニケー
ションスキル向上の自覚とその要因分析
○雜賀 海人1, 鈴木 小夜1, 菊山 史博1, 横山 雄太1, 地
引 綾1, 中村 智徳1 （1慶應大薬）

28P-am05
 9:48

広島市内薬局を対象とした遺伝子検査に関する意識
調査　―薬剤師の年齢及び地域による解析―
○池田 佳代1, 細井 徹1, 吉井 美智子1, 杉山 政則2, 小
澤 光一郎1 （1広島大院医歯薬保 治療薬効学, 2広島大
院医歯薬保 未病・予防医学共同研究講座）

28P-am06
 10:00

6 年制薬学部教育における薬剤師国家試験対策学習
と卒業研究が相互に与える影響
○多田 智美1,2, 益見 厚子1, 津田 岳夫1, 永倉 透記1,2

（1青森大薬, 2青森大薬教育セ）

薬学教育②
中嶋 幹郎（長崎大院医歯薬）

28P-am07
 10:12

改訂コアカリ実務実習における薬局-病院-大学の連
携の在り方を探る～指導薬剤師と教員が考えるワー
クショップからの提案
○中村 智徳1, 岩田 紘樹1,2, 鈴木 小夜1, 横山 雄太1, 地
引 綾1, 小林 典子1, 藤本 和子1, 山浦 克典1,2 （1慶應大
薬, 2慶應大薬局）

28P-am08
 10:24

改訂モデル・コアカリキュラム実務実習に向けたルー
ブリック作成と評価トライアル（2）
○鈴木 小夜1, 池淵 由香2, 清宮 啓介2, 早川 智久1,2, 岩
田 紘樹1,3, 地引 綾1, 横山 雄太1, 津田 壮一郎2, 別府
紀子2, 青森 達1,2, 山浦 克典1,3, 望月 眞弓1,2, 中村 智徳1

（1慶應大薬, 2慶應大病院薬, 3慶應大薬局）

28P-am09
 10:36

代表的疾患の効果的実習に向けた病院・薬局・大学
の連携トライアル（第 2 報）
○岩田 紘樹1,2, 鈴木 小夜1, 早川 智久1,3, 地引 綾1, 横
山 雄太1, 山浦 克典1,2, 望月 眞弓1,3, 中村 智徳1 （1慶應
大薬, 2慶應大薬局, 3慶應大病院薬）

28P-am10
 10:48

慶應義塾大学病院における実務実習での代表的 8 疾
患に関する取り組み（第 2 報）
○津田 壮一郎1, 池淵 由香1, 清宮 啓介1, 青森 達1,2, 別
府 紀子1, 山口 雅也1, 望月 眞弓1,2 （1慶應大病院薬, 2慶
應大薬）

28P-am11
 11:00

薬局実務実習における代表的 8 疾患で考える服薬指
導の解析
○髙木 淳一1, 小林 大介2, 川尻 雄大2, 松村 千晶2, 岸
田 義博1, 小栁 香織1, 勢島 充1, 吉田 理1, 山野 徹1, 園
田 正信1, 吉川 学1, 島添 隆雄2, 田中 泰三1 （1福岡市薬
剤師会, 2九大院薬）

28P-am12
 11:12

薬剤師教育におけるチーム基盤型学習 (TBL) の導入
とその有用性の検討
○髙田 麻季1, 伊藤 雄大1, 飯田 真之1, 秋山 恵里1, 住
吉 霞美1, 木村 丈司1, 西岡 達也1, 久米 学1, 槇本 博雄1,
矢野 育子1 （1神戸大病院薬）

3 月 28 日（水）　午後
P 会場　ヴィサージュ　11F　会議室 1

薬学教育③・薬学史
安原 智久（摂南大薬）

28P-pm01
 13:10

教員を対象とした人体解剖学実習～科研費を得て、
薬学教員と高校理科教員を対象として～
○洲崎 悦子1, 隅田 寛2, 石村 和敬3, 山内 宗治4, 青山
裕彦5 （1就実大薬, 2広島国際大保健医療, 3広島女学院
大人間生活, 4広島県教育センター, 5広島大院医歯薬
保）

28P-pm02
 13:22

卒業研究の現状・問題点とバーチャル細胞を利用し
た（部分的）解決
○小林 力1 （1日本薬大）

28P-pm03
 13:34

名古屋市立大学薬学部の製剤学実習における味覚セ
ンサー導入の試み～第 7 報～
○田上 辰秋1, 鯉江 真帆1, 安藤 睦美1, 竹内 堂朗1, 川
上 智子2, 阿部 憲太郎2, 池崎 秀和2, 尾関 哲也1 （1名市
大院薬, 2インセント）

28P-pm04
 13:46

学生実習メディシナルケミストリー（3 年）の導入
○伊藤 俊将1, 石田 寛明1, 大橋 南美1, 山本 恵子1 （1昭
和薬大）

28P-pm05
 13:58

初年次教育における実習の不満足度と学業成績との
関連その 2　―学生カルテによる「学びのコミュニ
ティー」構築の一環として―
○武田 直仁1, 吉村 恭嗣1, 田口 忠緒1, 飯田 耕太郎1,
植田 康次1, 川村 智子1, 武永 尚子1 （1名城大薬）

28P-pm06
 14:10

星薬科大学の「研究倫理」講座におけるクリティカ
ル・シンキング及びロジカル・シンキング教育
○渡辺 聡1, 輪千 浩史1 （1星薬大）

28P-pm07S
 14:22

緒方洪庵の薬箱(大阪大蔵)由来「莨根」「莨越」：基
原の史的深化と実地臨床
○上田 大貴1, 髙浦 佳代子1,2, 髙橋 京子1,2 （1阪大院薬,
2阪大博）
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